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　その日、リシェルは世界でいちばん幸せだった──。




　聖堂の大きな扉とびらが開かれれば、リシェルの目に飛び込んでくるのは、ステンドグラスから射さし込む神こう々ごうしい光。豪ごう奢しやな丸天井の下には、結婚式の参さん列れつ者しやたちが色とりどりの装よそおいで起立していた。

　真っ赤な絨じゆう毯たんが敷かれたヴァージンロード。その先に立つのは、リシェルの婚こん約やく者しやである青年、クロード・ド・ベルレアンだ。

　彼はこちらを見て優しく微笑ほほえむ。「おいで」と、口元をかすかに動かしながら。

　──わたしは今日、結婚する。

　それも、幼い頃から大好きだった人と、国王陛下からの祝しゆく福ふくを得て。

　それはどれほどに幸せなことだろう。政せい略りやく結けつ婚こんから逃れられない貴族の娘にとって、相手に恋心を抱けたことは、人生においていちばんの幸運だとリシェルは考えていた。

　──さあ、行こう。彼の待つ祭さい壇だんの前へ。

　侯こう爵しやくという身分の父親に腕を引かれて、リシェルはそろりと足を踏み出す。絹とレースで仕立てられた純白のドレスの裾すそが、ふわりと揺れる。

　薄うす茶ちや色いろの髪の上には、花はな冠かんむりと薄うすいヴェールを。左手に持つのはこぼれんばかりの白い花束だ。リシェルの紫むらさき色いろの瞳は、幸せにきらめく。クロードの元に一歩、また一歩と近づくたびに。

「娘を頼む。大切にしてやってくれ」

「ええ、必ず幸せにします」

　リシェルの手が、父親からクロードへと託たくされた。彼は再び、柔らかな笑みをリシェルに向けてくる。その温和な顔立ちに、灰はい色いろの衣装がとてもよく似合っている。

「では聖なる神の愛いとし子ごたちよ、こちらに注目を」

　式を執とり行う司教の声が、聖堂の中に響き渡った。導みちびかれるまま、リシェルとクロードは、緊張の面おも持もちを司教へと向ける。

　その時だった。

　──あれは、何？

　リシェルは眉み間けんにかすかな縦たて皺じわを寄せた。こちらを向く司教の、すぐ背後。神の彫像の影になっている場所で、何かが動いているような気がしたのだ。

　いったいなんなのだろうか。黒くて小さなものが、もぞもぞうごめいている。形を変え、次し第だいに大きくなっているようにも見える。

「クロードさま、あれは……」

　リシェルが思わず声を出した時、信じがたいことが起きた。ぎょろり。その黒いものに突とつ如じよ、二つの赤い目が生まれたのだ。

　──ああ、そんな。まさか……。

「悪あく、魔ま……」

　リシェルがぽつりと呟つぶやくのと、異い形ぎようのものが司教に襲おそいかかるのは、ほぼ同時だった。

「ひっ……！　悪魔だ……!!」

「逃げろっ！　喰くわれるぞ！」

　参列者たちから、恐怖に引ひき攣つれた声が次々と上がる。その間にもリシェルの目の前で、司教が頭から悪魔に喰われていく。おそらく何が起きたのか、司教本人もわからぬままに。

「不吉な……！　これは『血の結婚式』の再来だ！　みな喰い尽くされるぞ！」

　血の結婚式？　そんなはずがない。やめて。そんなふうに言わないで。

「花嫁を喰おうと悪魔が出てきたか！　それとも彼女が悪魔を呼んだのか!?」

　違う。お願い、誰かどうにかして。

「クロードさま……！　クロードさま、悪魔が司教さまを！」

　リシェルは隣に立つクロードを頼たよった。けれど彼は、放心したように目を見開いているばかりで、ぴくりとも動かなかった。

　そうこうしているうちに、司教の体をしゃぶり尽くした悪魔が、祭壇の上に飛び乗った。

　その姿は真っ黒な霧きりのようでいて、液体のようでいて、けれど柔らかな布や硬い石のようで。猫ねこほどの大きさかと思うと、いきなり人ほどの大きさに変化したりもする。とても不ふ可か思し議ぎで、せわしない。

　ただ一つ変わらないのは、ルビーのように真っ赤な瞳だ。それが不ぶ気き味みに動いて、やがて狙いを定める。──リシェルの隣に立つ、クロードへと。

「ひっ……」

「クロードさま!!」

　悪魔がいきなり跳ちよう躍やくした。

　その瞬間、リシェルはクロードを突き飛ばし、彼の前に躍おどり出ていた。

「きゃああああああああっ!!」

　耳をつんざくような悲鳴。それが自分のものであることに、リシェルは遅れて気づいた。

　左腕に大きな衝撃が走る。地獄の業ごう火かで腕を焼かれたような、体がばらばらになって飛び散ってしまいそうな、そんな激痛がリシェルを襲う。

「あああっ……ああっ……！」

　痛みに呻うめく声が、呼こ気きと一緒にこぼれ落ちた。目からはとめどなく涙が流れている。

　──これは、何？

　リシェルは自分の左腕に視線をやった。するとすぐそこに真しん紅くの瞳が存在していた。

　黒い異形──おそらく下級悪魔だと思われるものが、リシェルの左腕にかぶりついている。大きな口を開けて、美お味いしそうに。生なま温あたたかな紅こう血けつを辺りにしたたらせながら。

「いや……！　いやあっ!!」

　リシェルはわけもわからぬまま、悪魔の双そう眸ぼうをキッと睨ねめつけた。

　わたしを食べないで。どこかへ行って。自分の夫となるべき人を襲わないで。

「消えて……！　消え……な、さい!!」

　リシェルは胸元に下がる護まもり刀がたな──銀色に光る短剣を右手に握る。今はただ、この悪魔をどうにかしなければ──！　悪魔の体に、無む我が夢む中ちゆうで刃やいばを突き立てた。ぐさりと。

「ぎゃあああああああああっ!!」

　その瞬間、この世のものとは思えない断だん末まつ魔まが響き、辺りに血が飛び散った。悪魔の体から噴き出した体液が、リシェルの顔や手、ドレスやヴェールを赤く染め上げていく。

「クロードさま、ご無事ですか!?」

　悪魔の姿が完全に消え去ったあと、リシェルは背後を振り返った。するとそこには、ヴァージンロードにへたり込むクロードの姿があった。

「リシェル、君は……」

　クロードの瞳は、いまだ恐怖に震えていた。しかしその対象は、もはや悪魔ではない。彼が怯えているのは、今、彼の目の前に立つ者──リシェルに対してだ。

「クロードさま……？」

　──どうして……？　どうしてそんな顔でわたしを見るの？

　リシェルは不思議に思った。やがてクロードの人差し指が、力なくこちらに向けられる。

「リシェル、その左腕は、いったいどうなって……」

　クロードに指し摘てきされて初めて気がついた。悪魔に喰われた左腕──ごっそり抉えぐられたはずの肉が、いつの間にか元に戻りかけていたのだ。

　そこはなぜか、赤い光に包まれていた。そしてそうこうしている間にも、みるみる傷が癒いえていく。まるで喰われたことが噓だったかのように。

「そんな……どうして」

　やがて光がふっと消えた。直後、リシェルの左腕に逆ぎやく五ご芒ぼう星せい形がたの印が浮かび上がった。

「悪魔の印だ……あの花嫁は悪魔世界に連れていかれるぞ！」

「喰われたところが治ったのか……？　ただの人間のはずがない！」

「見ろ、あの血に濡れた姿を！　『血の結婚式』が始まるぞ……！　みんな逃げろっ!!」

　最後の声を合図とするように、人々が聖堂から逃げ出していった。各地から集まった貴族たちも、リシェルの友人も、親戚も、実の父でさえも。

「クロードさま、わたし……」

　リシェルは彼の方へと手をのばした。するとクロードは、びくりと体を震わせ、わずかながらも後あと退じさった。

　──ああ、どうしてこんなことに……。

　リシェルの目の前は途と端たんに真っ暗になった。もうやめて。誰か夢だと言って。床に広がるドレスに視線を落とすと、目に痛いほどの血の色が映る。

　真っ白なドレスに散った、深しん紅くの血の花。リシェルの未来を一瞬で変えてしまった、憎にくき悪魔の花──。

　リシェルはこの時、初めて知った。絶望とは、赤い色をしているのだ、と。




　その日、リシェルは世界でいちばん幸せだった。

　世界でいちばん、幸せになるはずだったのだ。
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「王宮に行くだと？　離はなれ家やから勝手に出てきたと思えば、いきなり何を言い出すのだ」

　モンドヴィル王国の有力貴族と名高い、ラグランジュ侯こう爵しやく家け。

　その居城の一室で、当主であるブリュノ・ド・ラグランジュ──リシェルの父は、うんざりといった様子で眉み間けんに皺しわを寄せた。

　まあ、予想通りの返事ね、と、話を振ったリシェル自身は納得する。

　絶対にいい顔をされないということはわかっていた。けれどそれでも、どうしても王宮に出で向むく必要がある。ここで父に負けるわけにはいかないのだ。

「ですがお父さま」

　リシェルは執しつ務む机づくえに向かう父の前に、一歩、近寄った。

「第三王子のテオドール殿でん下かが、悪魔に関する研究をされているそうなのです。王宮に行き、殿下にお会いすれば、『悪魔の贄にえ』から解放される手掛かりを得られるかもしれません」

　訪問の目的を告げながら、圧力をかけるようにもう一歩、前に出る。その拍子に黒いドレスの裾すそと、薄うす茶ちや色いろの髪がふわりと揺れる。

「ダメだ。王宮に悪魔を引き込むようなことになれば、我が家は終わってしまう」

　まともに話をする気はないのだろう。父は机き上じようの書類に目を通し始めた。

　しかしリシェルも、引き下がるつもりは毛もう頭とうない。「ですが」と、口調を強める。

「悪魔が現れる日は、朝から贄の印がうずきますわ。ですから充分な対策がとれるかと」

「それでもダメだ。侯爵家の娘だということで教会も動かなかったが……本来ならおまえは異い端たん審しん問もんにかけられていたはずの人間だぞ」

「それとこれとは別問題では？」

「それにおまえは、世間で『悪魔の花嫁』と噂うわさされている」

　忌いみ嫌きらわれる存在ならば、おとなしく離れ家に籠こもっていろ。おそらく父はそう言いたいのだろう。

　──相あい変かわらず保身ばかりの小心者なお父さまね。

　ならばもう了解を得ることはあきらめよう。そう考えたリシェルは、左手を腰に当て、くいっと顎あごを上げる。おまけににこりと微笑んでみせた。

「申し訳ありません、お父さま。実はすでに王おう太たい后ごう陛へい下かとお約束をしてしまいましたの。陛下の元に、おばあさまの日記を届けることになっていますわ。その折にテオドール殿下をお訪ねしようかと」

「それでもダメだ。いくら王太后陛下とのお約束でも──ん……？　約束？」

　その途と端たんに父は、「もう一度言ってみろ！」と、血相を変えて立ち上がった。机上の書類は辺りに散らばり、床の上へと乱らん雑ざつに落ちていく。

「お父さま、書類が落ちましたけれど……あら、新しい聖堂の設計図ですのね」

「そんなことはどうでもいい！　おまえ、私の知らぬ間になんという約束を……！」

「そんなに驚おどろかれることでしょうか。王太后陛下がおばあさまの日記を所しよ望もうされていらしたのは、お父さまもご存知のはずよ。なんでも形見の品にされるのだとか」

「いや、それはもちろん知っているが……！」

　ちなみに王太后とは、ここモンドヴィル王国の現国王の母だ。御おん年とし七十二の国こく母もはリシェルの祖母の姉に当たるため、こちらのことも何かと気にかけてくれている。

　特にリシェルの祖母と母が病気で立て続けに亡くなったあとは、細やかな気き遣づかいと手紙をくれるようになった。

「王太后陛下を口実に王宮に行くなど……なんと罰ばち当あたりな！」

　確かに父の言うとおりだ。しかし今のリシェルには、なりふりかまっている余裕はない。

「リシェル、おまえは自分の立場をきちんと理解すべきだ」

　諭さとすように言われて、何をいまさら、と、リシェルはおかしくなった。

「理解しているからこそ王宮に行くんですわ。結婚に失敗し、家では離れで生活しなければいけないなんて、もうまっぴら」

「そうしなければ他の者に累るいが及ぶ。しかたのないことなのだ」

「けれどお父さまだってお困りのはずよ。これでは政略結婚の道具にすらなりませんもの」

「それはまあ、確かにそのとおりだが……」

　父はもごもごと口くち籠ごもっている。

　リシェルには四つ違いの兄がいる。国王の覚えもめでたい彼のおかげで、侯爵家の未来は安あん泰たいだろう。しかしできれば、リシェルにもどこかの有力貴族に嫁いでほしい。父はそう考えているはずだった。

「だからといって、呪いが解けた途端に新たな相手を用意されても腹が立ちますけど」

　リシェルがぴしゃりと言い放てば、父は「うっ」と息を漏もらした。

「とにかく、わたくしは明日、王宮に出向きます。王太后陛下と勝手にお約束したことは、本当に申し訳ないと思っていますわ。ですが反対されるとわかっていて、どうして事前に確認を取りましょう」

「私はまだ許可していないぞ」

「お父さま、そろそろ理解してくださいませ。これは相談ではなく報告なのです」

　ではごきげんよう。そう言い残して、リシェルは決けつ然ぜんと踵きびすを返した。

「リシェル、待ちなさい！　王宮で何かあったら、私は即座におまえを切り捨てるぞ！」

　それが嫌ならおとなしくしていろ。

　リシェルの背に向けて、父は心ない言葉を投げつけてくる。

　けれどリシェルは、「どうぞご自由に」と笑ってみせた。

　リシェルにとって今、自分が置かれている状況は不本意でしかないのだ。違う未来が手に入るのなら、危険を冒してでも摑つかみにいく必要がある。前進あるのみだ。

「そうだわ。言いそびれてましたけど、今日は朝から腕の印がうずくんです。早く離れ家に戻らなければ、ここに悪魔が現れてしまうかも……」

　独ひとり言ごとのようにそう呟つぶやけば、父は「ひっ」と、おかしな声を上げた。

「それを先に言いなさい！　もういい、今日は一日籠もってろ！」

　先ほどまでとは一転、父は「出て行け！」と、廊下に面した扉を指差している。

「ええ、そうしますわ。大切なお父さまが悪魔に食べられてしまったら大変ですもの」

　ではごきげんよう。もう一度その挨拶を口にして、リシェルは父の執務室を後にした。
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　ここは『西の大国』と呼ばれるモンドヴィル王国。貴族の領りよう地ちでは農民が果実を作り、各領都では職人が建築に腕を振るい、王都では芸術が盛んな豊かな国だ。

　そんなモンドヴィル王国の、ラグランジュ侯爵家の娘としてリシェルは生まれた。今から約十七年前のことである。

　貴族の娘であれば、政略結婚は世の習い。リシェルとて例外ではなく、物心つかないうちに、ベルレアン侯爵家の長男であるクロードと婚こん約やくさせられた。

　幸運だったのは、互いに好意を抱けたことだ。三つ年上の温和な彼に、リシェルは安心感を覚えたし、彼もまたリシェルのことを気に入ってくれた。彼との幸せな未来がこの先ずっと続いていく。リシェルはそう信じて疑っていなかった。

　──けれど運命の歯車は、狂くるわされた。

　今から約一年ほど前。リシェルとクロードの結婚式の最さ中なかのことだった。その日、式場となった聖堂に下級悪魔一体が出現。司教一名が犠ぎ牲せいとなり、またある意味リシェル本人も犠牲となったのだ。

　悪魔に貪むさぼられながらも、なぜか無傷となったリシェルの腕には、見たこともない不思議な形の印が刻まれた。

　のちに調べてみれば、それは『悪魔の贄にえであることを示す印』とのこと。つまり悪魔は、一度は喰らったリシェルのことを『餌』だと認識し、その証あかしを腕に刻んでから死んだのだ。

　それからリシェルの生活は一変した。

　世間では、一生涯のうちに一度遭そう遇ぐうするか否かと言われている悪魔。それが三日に一度ほどの頻ひん度どでリシェルの周囲に現れるようになってしまった。

　それを知ったクロードは、リシェルとの婚約を破は棄き。リシェルは不本意ながらも、ラグランジュ家の離れ家に隔かく離りされることとなった。




「侯爵さまの了りよう承しようは得られましたか？」

　父の書斎を出ると、扉の横に背の高い男が立っていた。

　焦こげ茶ちや色いろの髪に、深ふか緑みどり色いろの瞳。黒のジャケットとズボン、革のブーツを身に着けた彼は、リシェルの唯一の従じゆう者しや──アランである。どう見ても二十代前半の容姿をしている彼だが、実際は三十そこそこ。彼との付き合いは、もう十年以上になる。

「侯爵さまはなんと仰おおせでしたか？」

「予想どおりよ。『ダメだ』の一点張りだったわ」

「なるほど、まあそうでしょうね。──それで？　どうなされるおつもりですか？」

「もちろん王宮に行くわ。お父さまに従っていたら、いつまでたっても離れ家から出られないもの」

　あれこれ話しながら、リシェルとアランは歩き始める。冬を迎えたばかりの今、長い廊ろう下かはそれなりに冷え込んでいる。リシェルは軽く身を震わせた。

「ということは、私も同行することになるのですよね。でしたら侯爵さまに特別手当を請せい求きゆうしなければ……ああ、それから時間外手当も」

　アランは口元に手をやって、ぶつぶつ呟いている。おそらくおおかたの見積もりを算出している最中なのだろう。時折、言葉の中に数字が交じる。

「どうせなら思いきり吹っかけて差し上げるといいわ。あなたにいなくなられたら、お父さまも困るでしょうから」

「もちろんそのつもりですよ。私はいただいた報ほう酬しゆう分ぶんしか働くつもりはありませんし」

「世の中の道理ね」

　リシェルがちらりと視線をやれば、アランは「ええ」と、得意げに頷うなずいた。

「無償労働など、バカ──いえ、自己主張のできない頭の悪いお方がするものです」

「言い換えたつもりだろうけど、ほとんど変わってないわよ」

「これは失礼。聞き流してくださいませ」

　アランは胸に手を当て、軽く頭を下げる。

　悪魔に狙われる身となったリシェルの側に、唯一残ってくれたアラン。以前、その理由をたずねた時、彼は「お給金を弾はずむとの仰せでしたので」と、さらりと言ってのけた。

　決してリシェルを思ってのことではない。けれどそれでも、リシェルには充分だった。

　──そのくらいのほうが、気が楽だもの。

　時とき折おり出合う使用人サーバントたちが、平へい静せいを装いつつ足早に逃げていく。その様子を視界の端に捉えながら、リシェルは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「アラン、先日頼んだ件は進んでいて？」

　実はリシェルは、数日前、アランにこう命じていた。『テオドール殿下の人となり、身しん辺ぺん、王族内でのお立場……それからなぜ悪魔に関する研究をしているのかを調べておいてちょうだい』と。相手が王子ともなれば、ある程度の下準備は必要だ。特に最後の一つは、とても重要かつ興味深い。

「今夜中には完璧に。ただ、すでにそれなりの費用がかかっておりますが」

「かまわないわ。お父さまが普ふ段だん、無駄に使っているお金だもの。こういう時こそ有効利用すべきよ」

「なるほど。では私はこの後、すぐに出かけます」

「わたくしは荷物の確認をするわ。おばあさまの日記は決して忘れてはいけないし──」

　と、そこまで言ったところで、リシェルはハッと息をのんだ。

「リシェルさま？　どうかなされましたか？」

　自分の左腕に、かなりの違和感を覚えたからだ。

　──熱い……。贄の印が燃えるようだわ。

　動かしていた両脚を止め、黒いドレスの袖そでを慣れた手つきで上げる。するとそこに存在する印が、いつしか赤い光を発している。

「……お客さまがおいでになるようね」

　リシェルは首から下げている護まもり刀がたなを手に取った。

　護り刀とは、貴族の娘であれば、誕生と同時に親から授けられるお守りのようなもの。

　リシェルのそれは、ラグランジュ家に代々伝わる『花嫁の短剣ダグ・ドウ・マリエ』と呼ばれるもので、華きや奢しやな作りながらも、精せい緻ちな装飾が施ほどこされている。

「アラン、念のためわたくしのうしろに下がっていてちょうだい」

　悪魔はいつも、何らかの影が重なり合ってできた、濃い闇やみから出現する。

　リシェルは息を殺して、自分の周囲にその場所を探した。

「リシェルさま、どうやらあちらからおいでのようですよ」

　アランが「ほら」と、リシェルから死角になっている部分を指差した。直後、リシェルはドレスの裾をひるがえし、振り返る。たちまち狙いを定め、手にしていた護り刀を放つ。

　それは空気を切り裂きながら飛んでいき、やがて影から生まれたばかりの悪魔に勢いよく突き立った。

「ぎゃああああああああああっ！」

　何度聞いても忌いまわしい、悪魔の断末魔。黒い塊かたまりから噴き出た体液が、辺り一面を赤く濡ぬらす。錆さびついた鉄のような臭においが、リシェルの鼻を衝つく。

　そして悪魔は、影にのまれるようにして消えていくのだ。血けつ痕こんだけをこの場に残して。

「お見事。だいぶ上達なされましたね」

　アランがぱちぱちと拍手をした。

「あなたの指導のおかげね」

　リシェルは廊下に落ちた護り刀を拾い上げ、何事もなかったかのように歩き始める。

「行きましょう。後始末は使用人サーバントの仕事よ」

　リシェルの左腕を包んでいた熱と光は、もうすっかり消えていた。
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　──テオドール・フィス・ド・モンドヴィルに関する報告書。

　十七歳。モンドヴィル王国の第三王子。

　母親譲りの美び貌ぼうとうたわれながらも、無表情、無ぶ愛あい想そうで口が悪い。

　第二王子が指し揮きする王おう立りつ近この衛え剣けん士し団だんに、十五歳の時に入団。しかしここ一年ほどは職しよく務む放ほう棄き状態で、まったく顔を出していない。（慕したっていた第一王子が東国に遊学に出たのと同時期なため、それが関係しているのではないかと噂うわさされている）

　一ひと月つきほど前に、三つ向こうの小国──バルトシュ王国の王族の少年を個人的に王宮に招しよう待たい。彼が滞在するようになってからは、自分の側近を遠ざけ、彼とばかり過ごすようになった。悪魔に関する研究を独自に始めたのは、およそ一年ほど前。




「しかしその理由は不明……って、わけのわからない王子殿でん下かね」

　リシェルは手にした報告書を眺め、ふうっと溜ため息いきを吐ついた。

「少年とばかり過ごしているって……そちらの趣味の方？　男性がお好きなのかしら」

　首を傾かしげながら呟いていると、背後に控えていたアランがゴホンッと咳せき払ばらいをする。

「リシェルさま、低てい俗ぞくな発言はお控ひかえください。ここは王国の都、クレエロワ。その中心に建つ王のお住まいなのですよ」

「もちろんわかってるわ」

　リシェルは辺りに視線を巡らせた。

　染み一つない白はく亜あの壁が印象的な、モンドヴィル王宮の内部。円えん柱ちゆうやアーチ状の天てん井じようは金きん箔ぱくで飾られ、いたるところにきらきら輝くシャンデリアが吊つるされている。

　廊下のあちこちに置かれているのは、精緻な彫ちよう像ぞうや神を主題とした絵画だ。床の大理石は丁寧に磨き込まれ、シャンデリアから落ちる光を水みな面ものように映し込んでいる。

　リシェルがここに着いたのは、今朝早くのこと。もちろん表立っての名目は、『王おう太たい后ごう陛へい下かに祖母の日記を手渡すため』だった。

「いいですかリシェルさま。あなたがラグランジュ家の『悪魔の花嫁』だということが知れ渡り、しかも品性のないことを呟いていたと噂になれば、たちまち侯爵さまの立場が損そこなわれてしまうのですよ」

　アランが珍しく世せ間けん体ていを気にするような発言をした。

「おかしいわね、お父さまの心配をするなんて……あなた、いくらもらったの？」

「主あるじのことを考えて行動するのは当然のこと。つまり私が良い使用人サーバントだということですよ」

　アランは胸を張り、得意げに顎あごを上げた。しかしその表情は、強烈に胡う散さんくさい。

　おおかた「悪魔の花嫁だとバレないように。用がすんだらすぐに連れ帰ってくれ！」とでも、父に頼まれたに違いない。しかもそこそこの金額を握らされた上で。

　──絶対に帰るものですか。

　テオドール殿下と会い、彼が持っている情報をすべて手に入れるまでは。

　リシェルはアランが作った報告書を、左手に握りしめる。

「それにしても面会を一切受け付けてくれないなんて、どういうことかしら」

　本日、王太后との面会を終えたリシェルは、ただちに王宮の三階にあるテオドールの部屋を訪ねた。実は午後からの面会を、前もって書状で申し込んでいたのだ。

　しかし結果は厳しいものだった。

　彼は「誰とも会うつもりはない」という伝言を残し、出かけてしまっていたのである。

　もしや彼は、リシェルが悪魔の花嫁と噂うわさされていることを知っていて、「会わない」と言ったのだろうか？　それとも額がく面めんどおりに、誰とも会うつもりがないのだろうか？

　わからない。わからないけれど、面会が叶わなければ何も始まらない。

　リシェルは彼の部屋を守る近衛剣士団の団員に、なんとか取り次いでくれないかと頼んでみた。しかし彼らは、首を横に振るばかりだった。

　──だったらもう、殿下のお帰りを待ち伏せるしかないわ。

　そう考えたリシェルたちは、近くの彫像の陰かげに身を隠すことにした。そこからなら出入り口の様子をうかがえるし、近衛剣士団の団員に気づかれることもなかったからだ。

　すると幸いなことに、そう長い時間を置かずに、部屋の前に人影が現れた。

「お帰りになられたようね」

　リシェルの気分が一気に高こう揚ようした。彫像の陰から顔を出し、目当ての人物の姿をしっかり確認する。そして無意識のうちに言葉を失っていた。

　──あれがテオドール殿下……。

　艶つややかな黒髪に、ルビーのような赤あか茶ちや色いろの瞳。ぞくりとするほど整った顔立ちに、細身ながらもしっかりとした体たい軀く。

　アランがまとめた報告書に、確かに書いてあった。『母親譲りの美貌』だと。

　けれどそれは、リシェルの想像を遙はるかに超えていた。彼は無表情ながらも、驚くほどに美しい容姿をしていたのだ。

　テオドールは白いシャツの上に、灰色のジレと濃のう紺こんのジャケットを着ていた。

　下は黒いズボンに焦げ茶色の剣けん帯たいとブーツ。手には黒い手袋をはめ、左肩には近衛剣士団の黒いマントを着けている。

　左胸に輝くのは大きな宝石だ。ルビーだろうか。血のように真っ赤な色をしていた。

「リシェルさま、声をかけないのですか？　殿でん下かが部屋に入られてしまいますよ」

　アランに言われてハッとした。そうだ。ここで見とれている場合ではない。

　リシェルは彫像の陰から飛び出し、彼の元へと急いだ。

　しかし時すでに遅く、テオドールは自室へと入ってしまっていた。重々しく閉められた扉の前に、近衛剣士団の団員たちが立ちはだかっている。

　──失敗したわ。まさか容姿に圧倒されてしまうなんて。

　リシェルは自分に苛いら立だちつつ、今度は円柱の陰に身を隠した。また次の機会が訪れるのを待つしかない。そう考えて、こめかみに手を当てる。

　だが次の機会は、存外早くやってきた。リシェルとアランが身を隠すと同時に、再びテオドールの部屋の扉が開かれたのだ。

「あれは……」

　中から現れたのは、背の低い男の子だった。

　十歳くらいだろうか。きらきら輝く金髪に、円まるい水色の瞳。肌は驚くほど真っ白で、天使のように可か愛わいらしい顔立ちをしている。

　身にまとうのはフリルのついたシャツと茶色のチュニックだ。指はサファイヤやアメシストと思われる宝石で飾られていて、彼の身分の高さを見て取れた。

　──あの子がバルトシュ王国の王族の少年かしら。

　そう考えていると、少年が急に立ち止まった。彼は何やら匂いを嗅かぐように鼻をすんすん動かし、ぐりんと首を回す。こちらに向けて。

　──香水トワレの匂いで気づかれた？

　急に目が合って、リシェルの心臓が小さく跳はねた。すると少年は、にこりと笑ったのちに再び歩き出した。気け怠だるそうに背中を丸めて、一人、階段を下りていく。

「ルイさま、どちらへ行かれるおつもりですか！」

「テオドール殿下に叱られます！　お部屋へお戻りください！」

　テオドールの部屋の警護たちが、揃そろって少年のあとを追っていった。

　その直後、またしても扉が開いて、今度は中からテオドールその人が飛び出してくる。

「──っ!!　テオドール殿下、お待ちくださいませ！」

　そう呼びかけながら、リシェルは彼の元へと急いだ。

　しかしテオドールは、こちらに見向きもしなかった。リシェルの声など聞こえていないかのように、脇目もふらずに階下へと向かう。

　──なんなのかしら、もう！

「アラン、あなたも行って。彼らがどこに行くのか確認してきてちょうだい！」

　ここで声をかけてもダメなら、場所を移して仕切り直す。

　リシェルのその判断に、アランはすぐさま従ってくれた。彼の足音が、あっという間に遠ざかっていく。

「聞こえているのに無視するなんて……ずいぶんといい性格してらっしゃるのね」

　テオドールの部屋の前で、リシェルは腕を組んだ。アランが戻ってくるまでは動かないほうがいいだろう。そう判断し、壁際に移動する。

　ふと気づけば、テオドールの部屋の戸が薄く開いていた。この状態で出て行くとは、よほど急いでいたのかもしれない。

「しかたないから閉めておいてあげるわ」

　リシェルは胡桃くるみ材ざいの扉に手をやった。──やったところで、ふいに思いついた。

　──今なら部屋の中に入れるわ。近衛剣士団の団員たちに、邪魔されることなく。

　貴人の部屋なら、入ってすぐの場所は応接間になっているはずだ。しかもその隣に存在するであろう使用人部屋には、侍じ従じゆうか侍じ女じよか、誰かしらが控えているはず。

　その者たちに事情を話して、テオドールの帰りを待たせてもらえばいいのではないだろうか？　侯爵家の娘という身分を明かせば、追い出されることはまずないだろう。

　──ラグランジュ家の一員であることに、感謝しなければいけないわね。

　リシェルは黒いドレスの胸元から、象牙イヴオワールの飾りボタンを一つ、外した。それを出入り口の横に置き、『この部屋の中にいる』という、アランへのメッセージにする。

　コンコン。念のため扉をノックしてみた。

　返事はない。侍女たちはやはり、奥の部屋に控えているのだろうか。

　リシェルは扉の隙間から体を滑すべり込ませた。そして内側からそっと閉めたのである。
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「どなたかいらっしゃいません？」

　許しも得ずに入り込んだ、テオドールの部屋。そこには驚くことに、誰の姿もなかった。

　ありえない。王子という身分ともなれば、日頃から多くの人間に囲まれているはずだ。

　それなのにどうしてだろう。何度声をかけてみても、侍従も侍女も一向に現れない。

　──ここは本当に殿下の部屋なのかしら。

　その応接間は、黒と茶で統一された、落ち着いた印象の部屋だった。

　中心には黒こく檀たんのテーブルと、革張りの大きなソファが。その周囲には本棚や椅い子すが配置され、暖だん炉ろの上には数本の剣が飾られている。

　壁には出入り口の他に扉が四つあり、別の部屋へと続いているようだった。おそらく一つは寝室、もう一つは使用人部屋、そしてあと二つは客室か衣装部屋だろう。

　──やけに燭しよく台だいが多いけれど……どうしてかしら。

　気づけば部屋の四よ隅すみやテーブルの上、暖炉の上など、銀細工の燭台がいくつも置かれていた。そのどれもこれもに、きちんと蠟燭が立てられている。

　そして。

「この剣……教会で鍛きたえた『対悪魔用の剣』だわ」

　リシェルは暖炉の前で足を止めた。そこに飾られている五本の剣の刀身に、教会──神を讃たたえ、その信者たちを束たばねる特とつ化か機き関かんの紋もん章しようを見つけたからだ。

　対悪魔用の剣。それは教会の聖なる火で鍛えた、特別な武器だ。

　悪魔には基本、人間世界の武器では傷一つつけることができない。けれど教会が祝福したこの剣を用いれば、彼らを打ち破ることができるのだという。

　おそらくリシェルの護まもり刀がたなも、それに準じゆんずるものなのだろう。教会の紋章こそないが、実際に悪魔を倒せていることが何よりの証あかしだった。

　──わたくしも念のため、対悪魔用の短剣を三本持っているけれど。

　護り刀に比べると格段に力が弱いので、普段はアランに預けてしまっている。

「なぜこんなものが五本もあるのかしら……もしかして殿下は以前、悪魔に遭そう遇ぐうしたことがある？」

　だとしたら納得だわ、と考えた時、廊下の方からいくつかの足音が聞こえてきた。

　どうやらテオドールたちが、この部屋に戻ってきているようだった。

　──いけない。誰かに取りなしてもらうつもりだったのに。

　これではただの不法侵入だ。リシェルはひとまず隣の部屋──衣装部屋に身を隠す。

　顔を合わせるなり、近衛剣士団に身柄を引き渡されては大変だ。まずはテオドールが完全に部屋の中に入るのを待つべきだろう。そう判断しての行動だった。

　と、やがて廊下に繫がる扉が、向こう側から開けられた。聞き耳を立てていると、二つの靴音が、すぐに応接間の中へと入ってくる。

「ていうかさ、テオはどうして怒ってるわけ？　僕、少し部屋から出ただけだよね？」

　子供特有の高い声。おそらくルイと呼ばれていた、あの少年のものだ。

「怒ってはいない。──が、殺してやりたいくらい苛いらついているのは事実だ」

　今度は低く、澄んだ声。こちらはこの部屋の主、テオドールに違いない。

　というか、子供相手に『殺してやりたい』とはどういうことだ。人として完全に終わってるわ、と、リシェルは眉を顰ひそめた。

「それを怒ってるって言うんだけど？　無表情でそういうこと言うの、どうかと思うよ」

「そう思うのなら二度とこの部屋から出るな」

「だってお菓か子しがなくなっちゃったからさー。ベッドでごろごろするのに、お菓子がないとさみしすぎるでしょ？」

「知るか」

「厨ちゆう房ぼうにもらいに行こうと思っただけなのに、みんなで僕を追い回すんだから──ん？　テオ？　どうかした？」

　そこで急に、彼らの会話がぴたりとやんだ。応接間の中に、しんとした静寂が訪れる。

　もしやこちらの存在に気づかれてしまったのだろうか？　リシェルがひやりとしていると、金属が擦こすれ合うような音が響いた。なんだろう。鞘さやから剣を引き抜く音に似ている。

「おい、おまえは自分の部屋に戻ってろ」

「えー、なんで？」

「部屋に野の良ら猫ねこが入った。──今から始末する」

　その瞬間、リシェルの心臓がどくりと跳ね上がった。

　──気づかれている……!!

　ならば先手を打たなければ！　リシェルは扉を開け放ち、衣装部屋から飛び出そうとする。しかしすぐに、「ひっ」と恐怖に全身を引ひき攣つらせた。

「野良猫か……それとも誰かの飼い猫か？」

　気づけばリシェルの体は引きずり出され、応接間のソファの上に押し倒されていた。

　眼前に迫る銀色の刃やいば。その向こうで、テオドールの赤茶色の瞳が光っている。彼は仰あお向むけのリシェルに覆い被さるような格好で、リシェルの首元に剣を突きつけていた。

「あ……」

　リシェルは一瞬、呼吸を忘れた。喉のどに押し当てられた刃が、肌を冷たく凍らせる。

　摑まれた手首が痛い。脚あしの間に割り入れられた彼の脚が、リシェルの動きを封じている。

　目の前にいるテオドールは、驚いているわけでもなく、怒っているわけでもなく、どこか静かな印象の表情をしていた。

　けれど強い。その美貌と鋭い眼まな差ざしで、リシェルを完全に圧倒する。

「へぇー。いい匂いがすると思ったら、その子だったんだ」

　テオドールの背後で、ルイがくすくす笑い出した。しかしすぐに、「部屋に戻ってろ」とテオドールに一いつ喝かつされ、隣の部屋へと消えていく。

「………………」

　その場に震えるほどの沈黙が降りてくる。

　わずかでも動いてしまえば、途端に首をはねられてしまいそうな緊張感。リシェルとテオドールは、ソファに倒れ込んだまま、互いを探るようにひとしきり睨み合った。

「殺されたくなければ明かせ。目的はなんだ？　国の機密か？　俺の命か？　それとも俺に抱かれにでも来たか？」

「わたくしはべつにそのようなこと──！」

「ではなぜここにいる」

「それは……殿下が悪魔に関する研究をなされていると聞いたからですわ」

　悪魔。その名称を口にした途端、テオドールの双そう眸ぼうがさらに険けわしくなる。

　彼は剣の柄つかを握り直し、「だったらなんだ？」と、リシェルの耳元で問うてきた。低い声に鼓こ膜まくを撫なでられ、リシェルの肌がぞくりと粟あわ立だつ。

　──のまれてたまるものですか。

　リシェルはそっと瞼まぶたを閉じた。

　過程はどうであれ、テオドールと対たい峙じすることには成功した。ここからまともな話し合いができるよう、仕切り直さなければいけない。ふうっと息を吐はき、瞼を上げる。

「わたくしはラグランジュ侯爵家の娘、リシェルです。殿下のお部屋に勝手にお邪魔したことは謝罪いたしますわ。申し訳ありませんでした。……ですが、殿下に害をなすような行為は神に誓っていたしません。まずは剣を収めてくださいませ」

　リシェルは毅き然ぜんとした態度で言い切った。

「ラグランジュ家の？　……俺に面会を申し込んできた娘か」

「ええ。あっさり断られてしまいましたけど」

　恨みを込めた眼差しを向ければ、テオドールは「いいだろう」と、ひとまず剣をひく。

　しかし警戒は解いていないのか、鞘に収めようとはしなかった。

「三分だけ時間をやる。用件を話せ」

　テオドールは体をどけると、リシェルの腕を引いてその場に立ち上がらせた。

　だがその時、リシェルの唇から、かすかな呻うめき声ごえが漏れる。

「くっ、ああっ……！」

　なんの前触れもなく、左腕に衝撃が走ったのだ。

　──熱い……!!

　悪魔の贄の印が熱を持ち、体中が沸ふつ騰とうしてしまいそうだった。リシェルは体をくの字に曲げ、左腕を押さえつける。

　どうして？　今日は贄の印がうずくことなど一度もなかった。予兆がなく悪魔が現れたことなど、過去に例がない。それなのに、悪魔が現れる時のように──いや、それ以上に激しく腕が痛んでいる。

「にげ、て……」

　リシェルは絞り出すように言った。

　もしも今、ここに悪魔が現れたら大変だ。目の前のテオドールが危険にさらされるだけではない。悪魔を王宮に引き入れたという大罪を、リシェルは背負うことになるだろう。

「お願い、逃げ、て……！　今すぐわたくしから離れて……っ!!」

　リシェルは息も絶え絶えに顔を上げた。──そしてまさかの光景に目を見開いた。

「テオドール殿下……？」

　すぐそこに立つテオドールが、リシェルと同じような表情をしていた。苦しみに歪ゆがむ口元。痛みに上気する肌。手にしていた剣は床に落ち、無造作に転がっている。

　彼は浅い息を繰り返しながら、自分の左手を抱え込むようにしていた。その手には黒い手袋がきっちりはめられているが、隙すき間まからは赤い光がこぼれ出している。

　──そんな、まさか。

「あなた、も……？　悪魔の、贄なのですか……!!」

　リシェルが呆ぼう然ぜんと呟いた時、部屋中の影がもぞもぞ動き始めた。その数、十じつ指しに余るほど。驚くことに、今この場に多くの悪魔が出現しようとしている。

　──バカな！　いくらなんでも数が多すぎるわ！

　リシェルは激しい焦しよう燥そうを感じた。

　悪魔がやってくる日は、必ず朝から贄の印がうずいた。そして悪魔はいつも単体でやってきた。それが悪魔特有の行動だと、ここ一年でリシェルは結論づけていた。

　けれど違う。今、その全てを覆くつがえし、リシェルとテオドールの周りにおびただしい悪魔が出現しようとしている。

「はっ……ははっ、なるほど、二日ぶりか。よくもまあ、こんなに集まったものだ」

　リシェルの眼前で、テオドールが初めて笑った。

　彼はルビー色の目を細め、口元には薄い笑みをはいている。

「野良猫、死にたくなければいい子にしてろよ？　俺の楽しい時間を邪魔するな」

　彼の雰囲気ががらりと変わった。どこか楽しげに、好戦的に。テオドールは右の手袋をきっちりはめ直すと、暖炉の上に飾られていた剣──対悪魔用のそれを手に握った。そして左の手袋を口にくわえ、いとも簡単に脱ぎ捨てる。
















　──ああ、やっぱり……！

　彼の左手の甲に現れたのは、リシェルと同じ形の印だった。

　悪魔の贄であることを示す、呪われた印。それが赤い光に包まれている。

「クズ共が、そこかしこで赤い目をきょろきょろさせやがって……」

　痛みが遠のいたのか、無理矢理抑え込んだのか。テオドールは部屋の中心へ進み、そこにあったテーブルを蹴飛ばした。

「来い。おまえらの餌はここだ！」

　その瞬間、数体の悪魔が勢いよく跳ちよう躍やくした。奇声を上げつつ、テオドールめがけて。涎よだれに濡れる口を大きく開けながら迫っていく。

　──危ない！

　すぐさま加勢しようと、リシェルは胸元に下がる護まもり刀がたなを抜いた。

　けれどそんな必要はなかった。銀色の刃が一いつ閃せん。数体の悪魔が、いとも簡単に薙なぎ倒される。そのあとを追って、テオドールは素早く間合いを詰めた。二手、三手。悪魔がこの世界から消え去るまで、彼は何度も剣を振り続ける。

「ぎゃあああああああっ！」

　剣の力が弱いのだろう。五度目の斬ざん撃げきで、やっと数体の悪魔が死んだ。

　噴き出した血が、テオドールの体に雨のように降りかかる。彼の白い肌や紺色の衣服、胸に着けた大ぶりの宝石が、大量の血に濡れ、赤く染まる。

　血の臭においが充満する部屋の中で、テオドールはにやりと笑った。

「来いよ。まだまだ殺したりないんだ……頼む、俺を満足させてくれ」

　四方八方から出現する悪魔に、テオドールは休むことなく斬きりかかっていった。

　──強い。恐ろしいほどに……。まるで彼が悪魔のようだわ。

　あちこちで悪魔の断だん末まつ魔まが上がる。辺りに飛び散る体液が、部屋の温度をじんわりと上げていく。そのたびにリシェルの左腕の痛みは、徐じよ々じよに和やわらいでいく。

「殿下、危ないですわ！」

　敵の数が残り二体になった時、テオドールの背後めがけて悪魔が跳躍した。

　リシェルは狙いを定め、護り刀を思いきり投げる。それは空気を切り裂いてまっすぐ飛び、やがて悪魔という存在に吸い寄せられるように突き刺さった。

「ぎゃああああああっ！」

　左目に命中。その一撃で、一体の悪魔はこの世界から消え去った。

　リシェルは護り刀を拾い上げ、すぐにもう一体の悪魔を狙う。けれどその姿はもうどこにもない。どうやらテオドールがきっちり始末したらしい。

「終わったの……？」

　リシェルの左腕からは、痛みも光も消え失せていた。おそらくテオドールもそうなのだろう。彼は剣を一振りし、刃を汚す血を辺りに飛ばした。

「──君はいったい何者だ？」

　いきなり射い貫ぬかれるような視線を向けられ、リシェルの心臓が小さく跳ねた。

「その短剣……悪魔を一撃で倒したのか？」

　テオドールは顔についた血を拭ぬぐいながら、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　先ほどまで浮かべていた笑みは、もうそこにはない。代わりに静かな印象の、けれど圧倒的な雰囲気が、彼に戻っていた。

「噂うわさを聞いたことがある。たしか、『悪魔の花嫁』と呼ばれてる者がいるとか」

　リシェルは言葉を失った。

　彼も知っているかもしれない。そうは思っていた。けれどその噂が、実際に王族の耳にまで届いていたことに、驚きを隠せなかった。

「どうせただの噂話だろうと気にもかけなかった。結婚式で司教一名が死んだことを、貴族たちが面白おかしく脚きやく色しよくしているのだろう、と」

　テオドールは手にしていた剣を鞘に収めると、ソファの上に放り投げた。そしていきなり、リシェルの左腕をぐいと摑つかんでくる。

「その腕、あらためさせてもらうぞ」

　彼の手は思いのほか大きく、そして温あたたかかった。

「隠すつもりはありません。存分にどうぞ」

　リシェルはテオドールの鋭い瞳をキッと睨ねめつけた。

　あらためさせてもらう？　望むところだ。わたくしが『悪魔の花嫁』と呼ばれている所以ゆえんを知ればいい。そう思いながら、自ら袖をまくる。

「たいしたものではございませんわ。殿下もお持ちの、ごくありふれたものです」

　そこに現れた、件くだんの印。それを目にしたテオドールは、眉み間けんにわずかに皺しわを寄せた。そして自分の左手──印が刻まれた手を、ゆっくり持ち上げる。

「……っ！」

　リシェルは体を震わせた。テオドールの指が、自分の皮ひ膚ふの上をするりと滑ったからだ。

　彼はリシェルの白い肌を、肩から腕にかけてそっと撫でた。ごくり。彼が固かた唾ずをのむ音が、聞こえたような気がする。

「そうか……君も負っているのか。この重すぎる業ごうを……」

　やがてテオドールは、リシェルの贄の印にじかにふれてきた。

　その瞬間、何かが爆発したかのような衝撃が、リシェルの全身を襲う。

「え……？」

「これは……！」

　リシェルとテオドールは、揃そろって困こん惑わくの渦うずに巻き込まれた。

　目の錯さつ覚かくだろうか。まだ昼間だというのに、辺りが瞬またたく間まに闇に包まれる。今、二人が立つ場所を中心として、部屋の床に赤い光の印が描かれていく。

　それはリシェルとテオドールの体にあるものと、全く同じ形だった。

「この闇は……これは君の仕し業わざか！」

「まさか！　殿下こそ何かされたのではないのですか！」

　ごうっと強風が吹きつけた。リシェルの薄茶色の髪や、レース地のドレスの裾、そしてテオドールの漆黒の髪や、近衛剣士団のマントがばたばたと暴れだす。

　気づけば二人の贄の印からも、激しい光が生まれていた。それが境界を失うように混ざり合って、やがて共鳴する。光があふれる部屋の中、リシェルとテオドール、世界に二人だけしか存在していないような錯覚に陥おちいる。

　──これは、何？

　リシェルは自分の頭を抱え込んだ。瞼の裏の辺りに、今見えているものとは全く異なる光景が映し出されたからだ。

　──あれは、誰？

　ここよりも暗いどこか。そこにぽつんと佇たたずむ誰かがいる。

　黒い髪に、ルビーのような赤茶色の瞳──そう、あれはテオドールだ。彼はその髪と衣服をぐっしょりと濡らし、ただそこに立っていた。

　どうやらこの光景の中では、雨が降っているらしい。

　──これは、殿下の昔の記憶？

　わけがわからなくなって、リシェルは瞼を閉じた。するとリシェルの意識は、一気にそちら側に引っ張られた。間違いない。リシェルはテオドールの過去を見ているのだ。

『……やっと現れたな、悪魔よ』

　テオドールは笑っていた。雨音が響く闇の中で、心底嬉うれしそうに。まるで長らく会えなかった恋人と再会したかのように、愛いとおしげに目を細めていた。

『十と月つきもの間、待った。早くこの時が訪れないかと、待って待って待ち侘わびた』

　彼の眼前には赤い双そう眸ぼうがあった。一体の下級悪魔だ。それはぎょろりと目を動かして、やがて狙いを定める。すぐそこにいるテオドールへと。

『さあ、来い。俺を喰らえ』

　テオドールは手にしていた対悪魔用の剣を、地面に放り投げた。

　──なんてバカなことを！

　自ら武器を捨ててしまうなんて！　と、リシェルは思わず頭の中で叫んでしまう。

　しかしテオドールの表情は、やはり喜びに満ち満ちているようだった。彼は自分の左腕を顔の前に突き出し、悪魔に向けて手招きした。

『どうだ、美う味まそうだろう？　やっと現れてくれたんだ、腕の一本くらいくれてやる』

　その瞬間、下級悪魔がテオドールめがけて飛びかかった。

　左手にがぶりと咬かみつかれて、テオドールの唇から、抑えきれない呻き声が漏れる。辺りには彼の血肉が勢いよく飛び散り、その足そつ下かを汚す。

　──やめて！　お願い、悪魔の贄になんてなってはいけないわ……！

　リシェルは声にならない叫び声を上げた。けれどもう遅い。悪魔はテオドールの味を知ってしまった。彼の左手に、絶望の牙を突き立ててしまった。

『……おい、せっかくだから堪たん能のうしろよ？　くっ……これがおまえの最後の食事だ……！』

　ぐちゃぐちゃと不気味な音が響く中、テオドールはやっと剣を拾い上げた。

『おまえに心からの感謝を捧ささげる。──これは本心だ』

　彼は『ありがとう』と愛おしげに囁ささやいて、やがて剣を振り下ろした。

　何度めかの斬ざん撃げきの後、押し潰されたような悲鳴が上がり、悪魔が霧のように消えていく。

　──どうしてこのようなことを……。

　リシェルは啞あ然ぜんとしていた。いくら悪魔を殺したところで、もうどうにもならない。彼は悪魔の贄以外の何ものでもないと認識されてしまったはずだ。

　──どうして……！　どうして自みずから悪魔の贄なんかに!!

　テオドールの白いシャツは真っ赤に染まっていた。

　見覚えがある、深しん紅くの血の花。リシェルの未来を一瞬で変えてしまった、憎き悪魔の花。




　その直後、リシェルの意識はふつりと途切れた。

　そして絶望に満ちた闇の中へと、のみ込まれていったのだ。
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　リシェルが目を開けた時、辺りは驚おどろくほどに明るかった。

　──わたくし、どうなってしまったの？

　最初はどこか違う世界に来てしまったのではないかと戸と惑まどった。

　けれど違う。じっくり見回してみれば、リシェルが横たわっているのは大きなベッドの上だ。しかも窓からは、壮そう麗れいな建築──モンドヴィル王国の宮殿の一角が見えている。

　リシェルは気け怠だるさを感じながら上半身を起こした。

　窓から見える世界には、いつしか夜が訪れている。

　けれど今、リシェルがいる部屋の中は、さながら昼かと勘かん違ちがいするほどに明るかった。部屋のあちこちに置かれた燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに、全て火が灯ともされていたからだ。

　どうしてこんなに灯あかりを入れてあるのか。リシェルは不思議に思った。

　ここはおそらく、テオドールの部屋の一部だろう。

「どのくらい寝ていたのかしら……」

　どうやらリシェルは、テオドールの過去の記憶を見たあと、気を失ってしまったらしい。

　もしやテオドールがベッドまで運んでくれたのだろうか？　考えた瞬間、なんともいえない複雑な気持ちに陥おちいる。

　──殿でん下かはどちらにおいでなのかしら。

　リシェルはベッドから下り、身なりを整ととのえた。胸元に護り刀が下がっていることを確認し、ひとまず安あん堵どする。

　とりあえず音を立てないほうがいいだろう。そう判断し、裸足はだしのまま戸口へと向かった。

　どうか静かに開いて。誰もこちらに気づかないで。願いながら、扉とびらをほんの少しだけ押してみる。するとわずかにできた隙間から、隣室の様子を覗のぞき見ることができた。

　──いらした。殿下だわ。

　やはり灯りが多く灯された応接間の中、ソファに座るテオドールの姿があった。

　そしてもう一人──。

「ひっ……」

　恐怖に引き攣つる声が漏もれそうになり、リシェルは自分の口元を押さえつける。

　夢か幻を見ているのだろうか。テオドールの正面には、この世のものとは思えない異い形ぎょうの者が存在していた。しかもそれは、踏ふん反ぞり返るような姿し勢せいで宙ちゆうに浮いていたのだ。

「あれは……」

　動揺してはダメよ。落ち着きなさい、と、リシェルは自分に言い聞かせた。

　──あれは上級悪魔だわ。

　その者は大きな体たい軀くに美しい男の顔を持ち、けれど頭には捻ねじれた二本の角があった。

　髪や爪は銀色。体には赤と黒の、不思議な形の衣服を着けている。耳は恐ろしいほどに尖とがり、尻からは牛のような尾おが生えていた。

　美しい。けれど醜みにくい。それは人間とは到底違いすぎる生き物だ。

　──知っているわ。あのような特徴を持つ悪魔を、古書の図ず版はんで見たことがある。

　おそらくあれは、大悪魔であるベルフェゴール。悪魔の最高組織『七ななつの大たい罪ざい』の一柱、『怠たい惰だの悪魔』に違いない。

　──けれど、どうして怠惰の悪魔が人間世界に？　なぜ殿下と……。

　いつしかリシェルの全身は、かたかたと震えだしていた。喉のどがからからに渇かわいて、唇が張りつく。見てはいけないものを見てしまったような気がして、体が寒気に包まれる。

　リシェルは息を潜ひそめ、聞き耳を立てた。すると彼らの声を、なんとか拾うことができた。

「さて、そろそろ八はつ方ぽう塞ふさがりか、テオドール。おまえはこの先どう動く気でいる？」

　ベルフェゴールは、テオドールを蔑さげすむように笑っていた。その声は、地を這はうように低く、けれど少女のように高く、とらえどころがない。

「くだらないことを聞くな、ベルフェゴール」

　テオドールは即座に答えた。

「俺は必ず、七つの大罪に入って目的を果たす。悪魔の贄にえの立場からも解放されてやる」

　七つの大罪──それは強ごう欲よく・傲ごう慢まん・嫉しつ妬と・憤ふん怒ぬ・色欲・暴ぼう食しよく・怠惰からなる七つの罪だ。悪魔世界にはそれぞれを司つかさどる大悪魔が存在し、彼らが悪魔世界を支配しているという。

　──古書の中だけの話だと思っていたけれど。

　どうやら真実だったらしい。

　リシェルは自分の体をぎゅっと抱きしめた。そして声に出さずに、テオドールが口にした言葉を繰り返した。

　──『悪魔の贄という立場からも、解放されてやる』

　彼はさっき、そう言った。確かにそう言ったのだ。

「ならばさっさと傲慢の石を探せ。それが唯一の手段だと教えてやっただろうが」

「ベルフェゴール、おまえも知っているだろう？　今、手を尽くしている最中だ」

「急いだほうがいい。伏ふく兵へいが現れた今は、な」

　傲慢の石。それがなんであるのかリシェルにはわからなかった。

　けれどそれを手に入れれば、七つの大罪に入ることができる？　そして悪魔の贄という立場からも解放される──。

　リシェルはごくりと喉を鳴らした。いつしか全身の震えはぴたりと止まっていた。

　──大だい収しゆう穫かくだわ。まさか本当に、望んでいた情報が手に入るなんて。

　リシェルは音を立てずにその場から離れた。一度、落ち着こう。胸の鼓動が急激に高鳴り、どうしようもなく心が逸はやっている。

　リシェルは裸足のまま、忍び足で寝室の窓辺に向かった。

　信じがたい光景を目まの当あたりにした今、テオドールと話をする気にはとてもなれなかった。平静を装える自信が、リシェルにはない。

　──まずはここからどうにかして逃げ出さなければいけないわ。

　するとその時、どこからか「リシェルさま」と、馴な染じみのある声が聞こえてきた。

　続いてガラス戸をコツンッと叩く音。リシェルはすぐさまバルコニーへ向かう。

「アラン……よく来てくれたわね」

　そこにいたのは自分の唯一の従じゆう者しや──アランだった。

　顔を合わせるなり、彼は面倒くさそうにはあっと息を吐つく。

「やはりここにいらっしゃったのですね。象牙イヴオワールのボタンが落ちていたので、そうではないかと思ったのですが」

「あなた、壁をよじ登ってきたの？　ロープ一本で？」

　アランは「ええ」と、事もなげに頷うなずいた。彼の唇から漏れる息が、寒さのせいで白く染まっている。

「テオドール殿下に面会を申し込みましたが、ことごとく拒きよ否ひされました。我が主あるじがここにいるはずだと主張すれば、『話が終われば帰ると言っている』の一点張り。何があったのかは知りませんが、殿下はあなたを帰す気はないのかもしれません」

　それを聞いて、リシェルはますますテオドールのことがわからなくなった。

　気を失う直前に見た、彼の過去の記憶。それが正しければ、彼は自ら望んで悪魔の贄となったはずだ。かと思えば、怠惰の悪魔と通じ、七つの大罪に入ろうとしている。おそらくなんらかの目的があって。

「まさかすでに、殿下も悪魔なんてことは……」

　けれどそれでは矛む盾じゆんが生じる。悪魔の手の甲に、悪魔の贄の印があるはずがないのだ。

　わからない。考えがまとまらなくて、リシェルはかすかに顔を顰しかめた。

　けれどそんな中でも、これだけは理解している。先ほどの会話を盗み聞きしていたことを知られてしまえば、リシェルは今の何倍も危険な状況に身を置くことになるだろう。

　悪魔におびやかされ、その存在をひどく疎うとむこの国において、第三王子が大悪魔と通じているという事実は、国を揺るがす規模の醜しゆう聞ぶんだ。教会の異い端たん審しん問もんにかけられた後、処刑されるという結果に至るかもしれない。

「それを回避するために、殿下がわたくしを殺す可能性だって……」

　決して皆かい無むではない。

「アラン、今はとりあえずここから逃げたほうがよさそうだわ」

　リシェルが顔を上げると、アランが「わかりました」と、バルコニーの端はしを指差した。

「でしたらこのロープを使って下りましょう。大丈夫です。私がちゃんと支えますので」

　アランは「急ぎますよ」と、リシェルの体を軽々抱かかえ上あげる。

「明日にはあなたと共に侯爵家に戻らなければいけないんです。でなければ侯爵さまとの約束が白紙になってしまいますからね」

「それはどうでもいいけど、落ちたら普通に死ぬ高さよ。絶対に落とさないで──あ……」

　その時、リシェルはふと思い出した。黒くろ蝶ちよう貝がいと銀細工の飾かざりがついた黒い靴。それをテオドールの寝室のベッド横に置いてきてしまったのだ。

「どうかなさいましたか？」

「いえ……なんでもないわ。このまま下り続けてちょうだい」

　実はお気に入りの靴だったのだが、それにかまっている場合ではない。今は何よりも、ここから逃げ出すことが先決なのだから。

　そして逃げてしまえば、テオドールとて簡単に手は出せないと思えた。彼はこの国の王子だが、リシェルだってこの国を古くから支えているラグランジュ家の一員なのだ。

　──さようなら、テオドール殿下。素晴らしい情報をありがとう。

　応接間の窓から漏れてくる灯りを眺めながら、リシェルは心の中で呟いた。

　そしてアランと共に、テオドールの領りよう域いきから逃げ出したのだ。
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「テオドール、おまえが捕ほ獲かくした猫が逃げ出したようだぞ？」

　ふわふわ宙に浮かぶ大悪魔と、あれこれ話をしていた時。ベルフェゴールが唐突にそう言い出した。テオドールは表情を変えずに、「そうか」とだけ返事をする。

　やはりこの大悪魔は、彼女が動いたことに気づいていたらしい。

　──では先ほど、七つの大罪にまつわる話をしたのも故こ意いか？

　テオドールはベルフェゴールに対し、ますますの不信感を抱いた。これだから悪魔という生き物は油断ならないのだ。彼らは狡こう猾かつで噓うそ吐つきで、果てしなく残ざん酷こくである。

「なんだ、気づいていたのか。ならば俺様に喰わせないために逃がしたな？」

「どうだろうな」

　適当に言って、テオドールはソファから立ち上がった。応接間の窓から外を見れば、無事に中庭に下りた彼女が、従者と共に足早に去っていくところだった。

「で？　あの猫をどうするつもりで逃がした？」

「どうするつもりもない。──が、明日、捕まえ直す。あの護り刀のことを聞かなければいけないからな」

　彼女がけっこうな身分であるため、このままここに捕らえているわけにはいかなかった。彼女の従者は思ったよりも厄やつ介かいだったし、折悪くベルフェゴールも出現した。

　明日、彼女の父を通して、正式にこの鳥とり籠かごに招待し直したほうがいいだろう。

　──念のため口止めをする必要もあるか。

　おとなしく言うことを聞いてくれればいいがな、と、テオドールは長い息を吐つく。

「テオドール、気になるものがあるなら、どうして先ほど奪わなかった」

「そういうわけにもいかない。相手はラグランジュ家の娘だ」

「身分や立場というものか。人間とは本当に面倒だな」

「それには同感だ」

　そう返事をした時、テオドールの脳のう裏りに浮かんだのは、今日の昼間の記憶だった。

　数時間前、この部屋にいきなり出現した悪魔──あれはおそらく、彼女が悪魔の贄の印を持っていたからだ。自分と彼女、二つの贄が出合った時、その呪いが強力に働いた。それに誘われ、多数の悪魔が出現したに違いない。

　──しかしあの短剣の力はなんだ？

　下級悪魔を一撃で屠ほふった彼女の短剣。見たところそれは、ただの護まもり刀がたなのようだった。

　実は彼女が寝ている間に少々拝はい借しやくし、手に取ってみた。けれど刀身に教会の紋章はなし。ということは、あれは対悪魔用の剣ではないといえる。

　それなのに驚くほどの力を持っていた。テオドールが所有する対悪魔用の剣とは、あまりに違いすぎる。

　──あれがあれば、容よう易いに悪魔を倒すことができそうだな。

　大国の王子であるテオドールは、今まで、望んだものは手に入る生活を送ってきた。しかしここにきて初めて、他人の所有物を羨うらやましく思う。

　──だが、彼女はいったい何者だ？

　昼間、ふいに彼女の印にふれた時、テオドールの頭の中に、彼女の過去の記憶が流れ込んできた。それは彼女が悪魔の贄になった時の場面。彼女自身の結婚式の光景だった。

「ただの贄ではないのか……？　なぜあのような剣を持っている？」

　テオドールがぽつりと呟くと、背後でベルフェゴールがけらけら笑った。

「気になるなら調べてきてやるぞ？　俺様はおまえの忠実な僕しもべ。殺せというなら今すぐにでもあの娘を喰ってやる。魂を宝石に変えてな」

　その瞬間、テオドールの心臓がずきりと痛んだ。苦しみからどうにか逃れたくて、無意識のうちに胸元の赤い宝石に手を当てる。

「ベルフェゴール、あの娘のことは絶対に喰うな。あれは俺とは違う」

　そう、自ら望んで贄となった自分とは、何もかもが違うのだ。

「あれはおそらく、不運で贄となった娘だ」

　幸せの絶ぜつ頂ちようから墜おとされた、愚おろかで哀れな美しい花嫁。血に染まる彼女の花嫁衣装が、テオドールの瞼まぶたの裏に今も焼きついている。

「喰うなと言われれば、ますます喰いたくなるのが悪魔の性さがだが」

　大悪魔がみたび、嫌な笑いを浮かべた。その顔に向けて、テオドールは対悪魔用の剣を一振りする。当てるつもりはないし、そう簡単に当たりもしない。ただの威い嚇かく行為だ。

「消えろ、クズめ」

　するとベルフェゴールは、深しん紅くの瞳をにたりと細めた。

「なかなか偉そうだな、テオドール。俺様は確かにおまえの僕だが、おとなしく従い続けるつもりはないんだぞ？」

　大悪魔は部屋のあちこちに向けて右手をかざした。その直後、蠟燭の火がゆらりと揺れる。やがて応接間の灯あかりが、全て搔かき消える。

「ベルフェゴール、貴様……！」

「くくっ……さて、この暗闇でどこまで正気でいられる？」

　目の前がいきなり真っ暗になって、テオドールの心臓がどくりと嫌な脈を打った。

　──やめろ。思い出すな。

　気づけば呼吸がぜいぜいと乱れ、四肢が小刻みに震えている。テオドールの脳裏に、思い出したくない過去の記憶が呼び起こされる。

　──ダメだ、来るな……！

　それは今からおよそ一年ほど前の記憶の断だん片ぺん。テオドールが何度後悔してもしきれない日の、痛い──とても痛い思い出だった。




『なぜ灯りが消えた……？　誰か、すぐに火を入れろ』

　その夜、王宮の一室でチェスに興じていたテオドールを、いきなり真っ暗闇が襲った。

　どうしてか消えてしまったシャンデリアの灯り。さらに暖だん炉ろの火も同時に落ち、テオドールの目に映るのは、ただひたすら濃い闇のみとなる。

　そしてテオドールの従者が、急いで燭台に火を入れた時には──。

『なっ……！　悪魔だと……!?』

　人間のような体たい軀くを黒い霧で覆い隠した、おそらく上級悪魔だと思われる存在。

　それは姿を現すと同時に、テオドールめがけて襲いかかってきた。

『対悪魔用の剣だ！　剣を取れ……！』

　テオドールは側そばに控えていた従者たちに向け、反射的に叫んだ。

　しかし恐怖に戦おののく彼らは、誰一人としてその命令に従うことはできなかった。結果、テオドールは武器を手にすることができぬまま、悪魔に襲われることとなったのだ。

『くっ……！　ちくしょう！』

　しかしその時、テオドールと上級悪魔の間に、割って入る者がいた。

『──喰うならこの私を喰ってくれるかな、悪魔よ。これは私の大切な者なんだ』

　そこからの出来事は、まるでコマ送りのようにゆっくりと流れていった。

　テオドールを庇かばう者の額にふれる、上級悪魔の手。なんとか止めようと対悪魔用の剣をようやく手に取り、飛び出したテオドール。しかし時すでに遅く、彼を助けるよりも先に、彼の体から光の塊かたまりのようなものが抜き取られてしまう。

『おまえを助けたのは私のわがままだ。──強く生きろよ、テオドール』

　最後に彼の唇がそう動いた。そして彼の体は、糸が切れた人形のように、その場にくずおれていったのだ。

『ああっ……違う……！　待ってくれ！　違うんだ！』

　その時、テオドールは恐きよう慌こう状態に陥おちいった。なぜなら魂を抜き取られるべきは自分。彼が身代わりになり、犠ぎ牲せいになっては絶対にいけなかった。

『返せ……！　その魂を今すぐに返せ！』

　テオドールは対悪魔用の剣をかまえ、上級悪魔と対たい峙じした。

　悪魔の手の中で、ぼんやりと光る赤いもの。テオドールの大切な人の、命ともいうべき魂。それをどうにか奪い返そうと、異い形ぎようの者に斬り掛かっていく。

　すると次の一瞬、再び辺りが闇に包まれた。

　それと同時に上級悪魔は、手に入れたばかりの魂をその場に残し、忽こつ然ぜんと消えた。しかしその魂はすでに宝石に変わり、横たわるその人の体に戻ることはなかったのだ。

『どうして……！　なぜ俺を助けた！』

　テオドールは眠り続けるその人の胸ぐらを摑み、何度も何度も揺さぶった。怒りが涙となってあふれ、自分の頰をぐしゃぐしゃに濡らした。

　──何が起きた？　どうしてこうなった？　なんとか防げたのではなかったのか！

　生きるべきは自分ではなく彼だ。テオドールには、いつだって彼を守る義務があった。

　──それなのに、どうしてこんなことに……。どうして！

　何度も考えたテオドールは、そのたびに何度も絶望した。──絶望して、そして決意したのだ。自らが悪魔の贄となることを。




「……どうだ、テオドール。思い出したか？　貴様の罪を」

　やがてテオドールはハッと我に返った。ふと顔を上げると、ベルフェゴールが心底楽しそうにくつくつ笑っていた。

「過去の傷から暗闇が恐ろしくなるなど、人間とはとことん愚かで弱い生き物だな」

　気づけば燭台の蠟燭には火が戻り、辺りはすっかり明るくなっている。

「ベルフェゴール、本当に笑えるほどのクズだな、貴様……」

　テオドールは自分の顔を拭ぬぐった。知らぬ間に涙がこぼれ、頰を濡らしていた。

「もう一度言う。今すぐ消えろ、大悪魔よ。屈くつ辱じよくに満ちたあの名を呼ばれたいのか？」

「ずいぶんひどい言いようだな。確かにクズはクズだ、否定はしないが」

「その姿でしばらく俺の前に現れるな。どこかへ行っていろ」

　するとベルフェゴールの体は、いきなり輪りん郭かくを失い、霧む散さんした。

「怖い、怖い。この王子はすぐに怒る」

　癇かんに障さわる笑い声を、テオドールの耳の奥に残して。
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　──昨日のあれは現実だったのかしら。

　翌日の昼過ぎ。軽かろやかに走る馬車の中で、リシェルはぼんやりと考えていた。

　夜中に退出することが叶かなわなかったため、リシェルとアランは結局、朝早くに王宮を出立した。そして今まさに、ラグランジュ侯こう爵しやく領りように戻っている最中なのだ。

　──不思議なことばかりが起きたけれど、あの大悪魔の存在がいちばんの謎だわ。

　悪魔世界の最高組織、『七つの大罪』の一柱、怠惰の悪魔ベルフェゴール。

　何度考えてみても、あれが王宮内にいたことが信じられなかった。

　一歩間違えれば、王宮内には屍しかばねが積み上がる。大悪魔は人間の魂のみを取り出し、宝石に変えてから食べるらしいのだ。

　──だからわたくしの印が反応しなかったのね……。

　下級悪魔の贄にえの印が刻まれた肉体は、大悪魔の餌には到底なりえない。そのためリシェルの体には、なんの異変も起こらなかったのだろう。

「リシェルさま、無事に王都クレエロワを出ました。あと数時間は王家の直ちよく領りようですが」

　向かいの席に座るアランが、ふと顔を上げた。

「ええ……そうね」

　リシェルは車窓の景け色しきへと視線を移す。

　王都をあとにした馬車は、田でん園えん地ち帯たいへと差しかかっていた。ここから数時間は『レサン』と呼ばれる果樹の畑が続く。ちなみにレサンとは、果実酒の原料となる果物だ。

　そしてこのレサン畑の向こうに、リシェルが住まうラグランジュ侯爵領がある。領地のほとんどは、やはりレサン畑だ。

「侯爵家に着くのは夕方になりそうです。退屈でしょうが、我慢なさっていてくださいね」

「失敗したわ。やはり本を持ってくるべきだったわね」

　リシェルは隣に置いてある古い書物を手に取り、ぱらぱらめくる。たとえばこれが、悪魔に関する文献や事典だったら良かったのに。そう思っては、ふうっと息を吐はいた。

「リシェルさま、それは？　王おう太たい后ごう陛へい下かに献けん上じようされなかったのですか？」

「これはひいおばあさまの日記だったの。おばあさまのものに紛まぎれ込んでいたみたい」

　不思議そうな顔をしているアランに向けて、リシェルはそう説明した。

　そう。リシェルは今回、祖母の遺品の中から、日記らしきものを手当たり次し第だいに持ってきた。しかしよく見てみれば、表紙に記されている名前が違うものがあったのだ。『マリエル・ド・ラグランジュの日記』──つまりリシェルの曾そう祖そ母ぼのものだったらしい。

「ではそちらを読まれていたらどうですか？」

「昨夜のうちに読破したわ。さすがに眠れなかったのよ」

　リシェルは昨日、王宮の客室で一夜を過ごした。夜中の退出が認められなかったため、急きゆう遽きよ、部屋を用意してもらったのだ。

　しかしテオドールの使者がいつ訪ねてくるかと思うと、寛くつろぐどころの話ではなかった。結局、彼はなんの動きも見せなかったが、リシェルは一いつ睡すいもすることができなかったのだ。

「気は紛れたけれど、とんでもなくつまらないものだったわ。ひいおばあさまの恋愛事情が延々と綴つづられただけの日記よ」

「微笑ほほえましいじゃないですか。リシェルさまのひいおじいさまとのお話でしょう？」

「それが違うのよ」

　リシェルは無意識のうちに、ぐっと声を潜ひそめた。

「どうやらひいおばあさまには、他に好きな方がいらっしゃったようなの」

「おや、そうなのですか」

「その方と泣く泣くお別れして、侯爵家のためにひいおじいさまと結婚したみたい。ひいおばあさまは一人っ子だったらしいわ」

　昨夜、この日記帳を開いてすぐに、リシェルは目を丸くした。

『愛いとしいあの方。わたくしはあの方だけを愛しています。けれどこの恋は、決して許されることはないでしょう。だからわたくしたちはお別れするしかないのです』

　そのような文面が、過去の日付と共に綴つづられていたからだ。

　運悪く、ただ一人の跡取りとして生まれてしまったリシェルの曾祖母。自分の恋心と責せき務むの間で、彼女は相当葛かつ藤とうしたらしい。

　愛しい人に、何度も別れを告げようとし、けれどそのたびに口に出せずに普通の「さようなら、また明日」を繰り返す。そんな苦しい日々が、数カ月もの間続いたようだった。

　だが彼女は、最終的には自分の責務を全まつとうする道を選んだ。

『あの方に告げました。「お別れしてください」と』

　そして親の選んだ相手──つまりリシェルの曾祖父との結婚式に臨のぞむことになったのだ。

「その日記は、ひいおばあさまの結婚式の翌日で終わっていたわ。『まさかこんなことになるなんて』と取り乱していたようだったから、何か問題があったのかもしれないわね」

「ものすごく興味深い日記じゃないですか。へたな物語を読むより面白そうだ」

「そうかしら。想った相手と結ばれないなんて、最高につまらない話よ」

　その時、リシェルはかつての婚約者、クロードのことを思い出していた。

　──たしか、この辺りの道を曲がって行けば、あの方の領地の方角だったような。

　ずきり。ふと胸が痛み、車窓の景色から視線を逸そらす。

「そういえば、この辺りを左に行くと『虚きよ無むの街まち』があるそうですよ」

　リシェルの言葉に何か感じるものがあったのだろうか。アランは気を取り直すかのように話題を変えた。

　知っている。『僕の領地の近くに虚無の街があるんだ』と、クロードから聞かされたことがある。その時、リシェルは『恐ろしいですわね』と答えたような気がする。

「虚無の街……たしかうちの領地とも隣りん接せつしているんだったわよね」

　リシェルは素知らぬふりで応えた。そして再び、窓の外の景色に視線をやる。

　──クロードさま。元気でいらっしゃるかしら。

　彼と最後に会ったのは、およそ一年前。二人の結婚式の数日後のことだった。

　それからは一切連絡を取っていない。ラグランジュ邸ていの離はなれ家やで生活するリシェルには、彼のちょっとした噂うわさも聞こえてこない。

　──もしかしたらもう、わたくしじゃない誰かと結婚していたりして。

　ぼんやりとそう考えた時、リシェルが乗る馬車の速度がふいに落ちた。

「何かしら」

　眉を顰めていると、「どうどう！」と、御者が馬をなだめる声が聞こえてくる。

「どうかしたのか？」

　アランが前方の窓を開けた。すると御者は、「教会の馬車です」と、馬を寄せた。

　言われて初めて気がついた。街道の前方。ラグランジュ侯爵領の方角から、特とつ化か機き関かんである教会の紋章を付けた馬車がやって来ている。

「あれは……異い端たん審しん問もんに連れて行かれるのでしょうね」

　馬車とすれ違いざま、アランが言った。

　箱形の車の後部は檻おりのような造りで、中には農民と思わしき二人の男が入れられている。彼らの目は絶望に震えているようだった。

「教会は何を考えているのでしょう。ここ数年、異端審問を繰り返しては徒と労ろうに終わっている。実際に悪魔と通じている人間なんていないというのに」

「それでも審問を開く必要があるんだわ。悪魔に対する恐怖を人々に植え付け、教会の権威を守るために」

　次第に遠ざかっていくその馬車から、リシェルは目を離すことができなかった。

　本来なら、あの檻の中に入れられていたのは自分かもしれない。そう思っては、なんだかやりきれない気持ちになる。

　一年前の結婚式の後。リシェルに対して、教会が審問を開くことはなかった。リシェル自身が悪魔に襲われたということ。そして式を挙あげた聖堂が、クロードの父──ベルレアン侯爵の息がかかった場所だったため、圧力をかけることができたのだ。

　いくら教会といえど、高位の者相手では簡単には動けないらしい。だからリシェルは、『悪魔の花嫁』と噂され、贄の印を持ちながらも、侯爵家の離れ家で生活できている。

　──そう考えると、やはりラグランジュ家の家格には感謝しなければいけないわね。

「では馬を走らせます。道が悪いので少し揺れますが、ご容よう赦しやくださいませ」

　やがてリシェルたちが乗る馬車が、ゆっくり動きだした。

　けれどそれは、数分走ったのち、またすぐに速度を落としてしまう。

　今度は何かしら、と不思議に思っていると、ふたたび御者が声を上げた。

「侯爵家の馬です」

　言われて視線をやれば、街道の先方に一頭の馬を見つけることができた。

　ラグランジュ家の早馬だ。何かあったのだろうか？　馬車が完全に止まった後、リシェルは扉を開いて使者を迎える。外から入り込む空気は、凍いてつきそうなほど冷たかった。

「リシェルお嬢じようさまはこちらですか！」

　騎き乗じようしていたのはリシェルが見知った男だった。父の従者である二十歳そこそこの青年。彼はこちらを見るなり、ホッと胸を撫なで下おろしている。

「どうしたの？　まさかお父さまに何かあって？」

　車体から身を乗り出すようにすると、彼は「いいえ」と、首を横に振った。

「侯爵さまにお変わりはございません。それよりもリシェルさま、ただちに王宮へお戻りくださいませ」

「は？」

　リシェルは思わず、眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んでしまう。

「バカ言わないでちょうだい。朝に退出してきたばかりなのよ」

「ですが第三王子テオドール殿でん下かからの使者が、今朝方、屋敷にみえられたのです」

　テオドール殿下。その名を聞いた途端、リシェルの胸中は嫌な予感で満たされた。

「殿下は今こ宵よいの晩ばん餐さんにリシェルさまをお招きしたいと仰おおせです。『殿下のご厚こう意いに従うように。くれぐれも不ふ興きようを買ってはならぬ』と、侯爵さまからのご伝言でございます」

　──やられたわ！

　あの悪魔王子め！　リシェルは内心で悔しさを嚙みしめた。

　昨夜、とりたてて何も起きなかったこと。そしてすんなりと王宮を出られたことで、正直なところリシェルは油断してしまっていた。

　けれど結果的に彼は、こちらより上うわ手てだったのだ。獲物を合法的に捕らえるため、王子の立場を前面に出してきた。こうなったらもう、リシェルが断ることは許されない。

　──けれど正式に招待したということは、危害を加える気はないということ？

　わからない。彼はいったい何を考えているのだろう。

「殿下からの招待状には、迎えの馬車を仕立てると書かれておりました。おそらくもう近くまで来ているはずです。リシェルさまにはそちらにお乗り換えを──」

　その時、リシェルたちの後方から、多数の馬の足音が聞こえてきた。折よく、テオドールからの迎えが追いついたのである。

「どこが迎えよ。捕らえる気満々じゃない」

　リシェルのために用意されたであろう馬車には、馬に騎乗した男たち七人が付き従っていた。全員、近この衛え剣けん士し団だんの団員だ。左肩にはそれぞれ黒いマントを着けている。

「リシェル・ド・ラグランジュさまでいらっしゃいますか？」

　一人の屈くつ強きようそうな男が、馬の背から下りた。

「ええ、そうだけれども、何か？」

「第三王子テオドール殿下の使いでやってまいりました。王宮までご一緒していただきますが、よろしいですね？」

　──よろしいですね？　だなんて、わたくしに選択権などないくせに。

「いいわ。どうぞ連れていって。逃げも隠れもしないから安心してちょうだい」

　来いというのなら、それに従う。そして悪魔に関する情報を、搾しぼり取れるだけ搾り取ってやる。

　リシェルはアランを伴い、侯爵家の馬車から降りた。そしてテオドールが用意した豪ごう華かすぎる馬車に、苛立ちを隠しつつ優雅に乗り込んだのである。
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「あれ？　結局、帰ってきちゃったんだ？」

　リシェルとアランがその応接間に通された時、部屋のソファには、寝転がって菓か子しを頰ほお張ばるルイの姿があった。

「君の名前は？　昨日はなんでここにいたわけ？　暇だから何か話してよ。聞いてあげる」

　ルイは横になったままの姿勢で話しかけてきた。手に摑つかんだマドレーヌやマカロンを、「これ食べる？」と、リシェルに向けて差し出してくる。

　──なんなのかしら、この子。基本的な作法が全然なっていないけれど。

　靴を履いたままソファに寝そべらない。人と話す時はきちんと起き上がる。横になったまま菓子を食べるなんて言ごん語ご道どう断だんだ。

　──これがバルトシュ王国の王族の姿なんて……文化の程度が知れるわね。

　リシェルがそう考えていると、ルイの向かい側に座っていたテオドールが口を開いた。

「おい、誰が会話を許した？　おまえは部屋に戻ってろ」

「えー、めんどくさい。べつに邪魔しないから、ここにいてもいいでしょ？」

「ダメだ。さっさと行け」

「テオはケチだなぁ。ほんとノリが悪いよね。無表情だし愛あい想そはないし冷たいし」

　ルイは不満げに両りよう頰ほほを膨らませている。

　それでもテオドールが動じないとわかると、やがて渋しぶ々しぶといった様子で立ち上がった。

「わかったよ、ちゃんと従うよ。もう寝るから、明日の昼までは声かけないでよね」

　ルイは気け怠だるそうに背中を丸めて、自分の部屋へと入っていく。

「予想より早かったな。そう遠くに逃げてはいなかったのか」

　ルイの部屋の扉が閉まった直後、テオドールがそう声をかけてきた。彼はソファに腰を下ろしたまま、分ぶ厚あつい書物に目を通している。

「ええ、おかげさまで。国民の血税を無駄に注つぎこんだ、恐ろしく派手な馬車も用意していただけたので、快適に戻ってこられましたわ」

　苛立ち満点のリシェルは、微笑みながら厭いや味みを口にした。しかしテオドールは「そうか」と答えただけだ。視線をこちらに向けることなく、涼しい顔をしている。

「で？　ご用件はなんですの？　忙しいので三分でまとめてくださいます？」

　リシェルの問いかけに、テオドールはやっと顔を上げた。

「ずいぶんな言いようだな。昨さく日じつ、用事があると言って、勝手にこの部屋に侵入したのは誰だ？」

　痛いところを衝つかれて、リシェルは内心でひやりとする。

「しかも夜半に窓から逃げ出すとは……さすがは猫。夜よ目めが利きくらしい。気を失ったところを介かい抱ほうしてやったのに、礼の言葉もなしとは恐れ入る」

　──それは確かにそうだけれど、わたくしが頼んだわけじゃないわ。

　親切にしてもらえたのはありがたいが、それを恩おん着きせがましく主張されると腹が立つ。

「それはどうもありがとうございました。要いらぬお節介を──いえ、感謝しておりますわ」

　毅き然ぜんとした態度で言い放てば、テオドールは少しだけ目を細めた。

「なるほど、ラグランジュ家の猫は気が強いらしい」

　やがて彼は、書物をテーブルに置いて、ソファから立ち上がる。

「シンデレラの忘れ物だ」

　部屋の隅すみから持ち出してきたのは、黒くろ蝶ちよう貝がいの飾りがついた黒い靴だ。それは昨夜、リシェルがベッド横に置き忘れていったものだった。

「なんなら俺が手ずから履はかせてやるが？」

「ご自分がシンデレラの運命のお相手だとでも？　──アラン」

　リシェルがちらりと視線をやれば、アランはすぐさまその靴を受け取った。と、一方のテオドールは、窓辺に置かれたテーブルセットの前に移動する。

「そういえば、晩ばん餐さんという名目で君を呼び戻したんだったな」

「それはお断りさせていただきますわ。ここで仲良く食事をする気にはなりませんもの」

「ならばレサン酒で喉を潤うるおしながら話すとしよう」

　テオドールは椅子に腰を下ろすなり、グラスに真っ赤な液体を注ぎ始めた。「どうぞ、マドモワゼル」そう促されて、リシェルも向かい側の席に着く。

「できれば彼を下げてくれるとありがたいんだが」

　テオドールは顎あごをくいっと上げて、アランのことを指さした。

「異性と二人きりになるな、というラグランジュ家の家か訓くんがありますの」

　適当に噓を吐つけば、彼は「なるほど」と、こちらを小馬鹿にするように頷いている。もちろん信じてはいないのだろう。

　──昨日、この部屋は悪魔の血で汚れていたけれど。

　どうやらすぐに掃除させたらしい。ぐるりと見回してみるが、元どおりになっている。

　相変わらず部屋のあちこちには、たくさんの燭しよく台だいが置かれていた。そしてそのどれもこれもに、きちんと火が灯されていた。

「まずはその短剣について聞きたい。それはどういう経けい緯いで手に入れたものだ？」

　テオドールの瞳が、リシェルの胸元に下がる護まもり刀がたな──花嫁の短剣ダグ・ドウ・マリエに向けられた。

「どういう経緯も何も、これはただの護り刀ですわ。わたくしの家に代々伝わるものですが、おそらく、教会で鍛えられた対悪魔用の剣かと」

「だが教会の紋章がない。どんなに古いものでも、普通は刃やいばに印が入っているはずだ」

　そう言われても、悪魔を屠ほふれるのだから教会で鍛えたものではないのか。

「ではいったいなんなのでしょうね」

　リシェルはさらりと流した。その件は自分にとって、たいして重要ではなかったからだ。

「その護り刀について、君が他に知っていることは？」

「ありません」

「ではその護り刀を手放す気は？」

「それこそあるわけがないわ」

　リシェルはレサン酒が注がれたグラスを、ぐっと握った。

　この護り刀は、今やリシェルの生命線。もしも今、これを手放してしまえば、おそらくリシェルは無事ではいられないだろう。

「残念だな。それを譲ゆずってほしかったんだが」

「申し訳ありませんけど、他を当たってくださいます？　護り刀なら世の女性はたいてい持っているでしょうから」

「君は昨日、どこまで知った？」

「────っ!!」

　いきなり核心にふれられて、リシェルの心臓は大きく跳ねた。

　ちらりと視線を上げると、こちらを見ているテオドールと目が合ってしまう。

「……急に話題を変えられるなんて、ずいぶんと身勝手な方ですのね」

　リシェルの声は若干上うわ擦ずった。彼が漂わせる雰囲気に、完全に気け圧おされていたからだ。

　──どこまで明かすべきかしら。

　答えはすぐに出た。リシェルは覚悟を決めて、口を開く。

「おそらく、殿下が想像しているとおりのことを。昨夜、あなたがベルフェゴールと思おぼしき大悪魔と話をしているところを目撃しました」

「なるほど。君は噓は吐つかないらしい」

　テオドールはしれっとした顔で言った。

「だが一つ訂正させてもらう。君がした行為は、目撃ではなく盗ぬすみ見みだ」

　どうやら彼は、あの時、リシェルが扉の向こう側にいたことに気づいていたらしい。その上で『どこまで知った？』と試すように聞いてくるのだから、意地が悪い。

「で、君はそれを忘れる気はあるのか」

「それ、とは具体的に何を指しているんですの？」

「君が昨日知った全てのことだ。君が自ら忘れるか、もしくは俺に強制的に消されるか、どちらがいいのかと聞いている」

　強制的に消される。それはすなわち。

「わたくしを殺す──つまりはそういうことですわね？」

　その質問に、テオドールは答えなかった。彼は無表情のまま、レサン酒を飲んでいる。

「殺す……いえ、そんなことできるわけがないわ」

　なぜなら今、リシェルがここにいることを、父を含めた多数の人間が知っているからだ。

「何も今、そうするとは言っていない。それに……君は見たのだろう？　あれの姿を」

　あれ。つまり怠惰の悪魔、ベルフェゴールのことだ。

「君を消すことは簡単だ。しかも、俺が手を下したと疑われることなく。……まあ、君があくまで俺の邪魔をするのであれば、という話だが」

　──ああ、そうなのね。

　その時、リシェルは確信した。

　──もう疑いようがないわ。やはり殿下は、悪魔と通じている。

　今、リシェルの目の前に座るテオドール。彼こそが、檻に入れられ、教会の異端審問にかけられるべき人物だった。

「……どうしてですの？」

　リシェルは言いようのない憤いきどおりを覚えた。

「どうしてそのようなことを……悪魔に幸せを奪われた人間が、この国には存在しているというのに」

　心の中に、澱おりのようなものが溜まっていく。

「殿下、あなたの目的は、いったいなんですか？」

　リシェルはガラスのグラスから手を離した。今はレサン酒を楽しむ余裕などない。テオドールの目的を暴あばくことが第一だった。

「あなたはこの国の王子殿下ですわ。つまりこの国の民を守る義務がある。……それなのに大悪魔と通じるなんて……一国の王族として恥ずかしくはないのですか」

　テオドールは無言。それがまた、リシェルの怒りの火に油を注ぐ。

「あなたはお兄さまを──王太子殿下を慕したってらっしゃると聞きました。たしか王太子殿下は今、東国に遊学に出られているのですよね？」

「……だったらなんだと言うんだ？」

「国のために他国で学ばれている王太子殿下。ええ、まさしく我が国の誇りです。その留守を守るべく、第二王子殿下は近衛剣士団をまとめていらっしゃると聞きましたわ」

　その一方で、この第三王子テオドールは。

「怠惰の悪魔を王宮に入れるなんて言ごん語ご道どう断だん……そう、国に対する裏切り行為だわ！」

　その時、背後に立つアランにぽんと肩を叩かれた。

「お話の途中、申し訳ございません。肩にゴミが」

　落ち着け。自分の立場を見失うな。アランの目はそう語っている。

　──そんなことはわかってるわ。

　リシェルは自分の肩からアランの手をどけた。

　そう、リシェルだってちゃんと現状を理解している。けれど自分の未来をめちゃくちゃにした悪魔という存在。そしてそれと関係しているテオドールへの怒りが、とめどなく込み上げてきていた。

「わたくしは殿下と同じ、悪魔の贄です」

　あらためて明かせば、テオドールは「知っている」と頷いた。いつしか彼も、ガラスのグラスから手を離している。

「けれどわたくしと殿下には、決定的な違いがありますわ。それは殿下は悪魔と通じていて、わたくしは悪魔を死ぬほど憎んでいるということです」

「それも知っている」

　テオドールは左胸に輝く宝石に手を当てた。

「本当は、今すぐにでも告発してしまいたいくらいですわ。殿下の愚かな行為を」

　そして教会に、本当の意味での異端審問を開いてもらいたい。この国の民たちのために。

　──けれど。

「口外はしません。……いえ、『できません』と言ったほうが正しいかしら」

　リシェルはテオドールの瞳を静かに睨ねめ付けた。

「わたくしを消すことは簡単だと、そう言われた上で、どうして口外できましょう」

　しかもベルフェゴールの姿を、この目でしっかりと見てしまったあとで。

「命が惜しいのか」

「ええ。無駄にするつもりはありませんわ」

「なかなか利口だな」

「勝算のない勝負は避けるべきだと思っています」

「ついでにその護り刀を俺に譲らないか？」

　悪いようにはしない。テオドールはそう言った。

「あまり調子に乗らないでくださる？　それは先ほどお断りしたはずよ」

「代わりに俺が悪魔から守ってやる。──そう言っても？」

　見くびられたものだ。そんなこと自分でなんとかしてみせるし、今までだってそうしてきた。リシェルは込み上げる怒りを押し隠し、にこりと微笑ほほえんで見せる。

「誰かに守ってもらおうなんて考えないわ。自分の身は自分で守ります。だって頼りになるのはいつだって自分だけですもの」

　それはここ一年の間に、リシェルが嫌というほど学んだことだった。

　するとテオドールは、「そうか」と、やや長めの息を吐はいた。

「それがあれば前進するかと思ったんだが」

　どうして彼は、こんなにもこの護り刀に執着するのか。リシェルは不思議に思う。

「とにかく、何を言われてもこれを譲る気は──」

　ありません。そう言い切ろうとして、リシェルはハッと息をのんだ。

　実はリシェルには、彼に了りよう承しようしてもらわなければいけないこと──かなり重要な願いがあるのだが、それにこの護り刀を利用できないかと思いついたのだ。

　──のるかそるか……。ここで勝負だわ。

　リシェルは護り刀の鎖を首から外し、テーブルの真ん中に置いた。

「殿下。ではわたくしの願いを一つ、聞いていただけませんか？」

　テオドールは「願い？」と、嚙かみしめるように繰り返している。

「わたくしの願いは昨夜、殿下とベルフェゴールの話に出てきた『傲ごう慢まんの石』について」

　そう。ようやく見つけた、希望の石。

「わたくしがそれを探すことを、どうか認めていただきたいのです」
















　その瞬間テオドールは、さすがに「はっ」と、かすかに鼻で笑った。

「それはまたなかなか馬ば鹿かげた願いだな」

「もちろん自覚していますわ。けれど傲慢の石を手に入れれば、七つの大罪に入ることができるのですよね？　そうすれば悪魔の贄という立場から解放される──殿下は昨夜、そうおっしゃっていたと記憶していますが？」

「君は先ほど『悪魔を死ぬほど憎んでいる』と言った。その悪魔に自らなろうというのか」

「わたくしは何よりこの呪いから解放されたいのです。その手掛かりを求めて、昨日、この部屋を訪ねました」

　まさか解決策そのものが見つかるとは思っていなかったけれど。

「お願いします。傲慢の石を探すことを、どうか認めてくださいませ」

　リシェルは揺るぎない眼まな差ざしをテオドールに向けた。

　しかしテオドールは、その願いをたちまち却きやつ下かする。

「俺の邪魔をするのなら、消す。俺は先ほどそう宣言したはずだが？」

「ええ、もちろん覚えていますわ」

　そして石探しに介かい入にゆうすることが、何よりの邪魔になるということも理解している。

「ならばなぜあらためて問う？　俺が頷かないことは明白だろう」

「ですが秘ひ密みつ裏りに探すわけにもいきません。だってあなたは、おそらくわたくしに見張りをつける」

　しかも、自分の目的が完全に達成されるまでの期間。

「脅すだけ脅して、それで終わりになんてするはずがないわ」

　それは昼間、テオドールからの迎えが到着した時に確信した。リシェル一人に大の男七人の見張り。それほど彼は、この一件を重要視しているのだ。

　そんな中、無断で石探しをすれば、それこそテオドールに消されてしまうに違いない。

「わたくしはこれ以上、自分の命を危険にさらしたくはないのです」

　だからこそ、テオドールその人からの確かな許しが欲しい。

「けれどもちろん殿下が頷かないということもわかっていますわ。──そこでこれです」

　リシェルはテーブルの上に置いたままの護り刀を指差した。

「もしも石探しを認めてくださるのなら、これをあなたに捧げます」

　テオドールはわずかに目をみはった。おそらく予想外の申し出に驚いたのだろう。

「と言っても、差し上げるのは今ではありませんけど」

　リシェルは護り刀を手に取り、自分の首に掛け直した。今、これをテオドールに譲ってしまえば、その途端にリシェルの命が狙われる危険性があるからだ。

「ではいつだ」

「期限を定めましょう。お互いのために」

「なるほど。期限付きの石探しゲームを開催しろというわけか」

「ええ。この護り刀はその対価です」

　それを支払う以上、絶対に七つの大罪に入ってみせる。そうすれば悪魔の贄の立場からも解放されて、この護り刀は必要なくなるはずだ。──リシェルはそう目もく論ろんでいる。

「いいだろう。悪くはない案だ」

　テオドールが存外あっさりと頷いたので、リシェルの心に希望の光が射し込んだ。

　しかし。

「ただし、期限は七日間だ」

　そう言われた瞬間、たちまち雲行きが怪しくなる。

「その間に傲慢の石を見つけられなければ君の負け。対価の護り刀だけ残して、おとなしく勝負の舞台から降りてもらう」

「七日……」

　なるほど、だから彼はすんなりと頷いたのか。リシェルは言葉を失った。

　どこにあるのかも、どんなものかすらもわからない石。それを七日で探し当てるなど、不可能に近いとしか思えなかった。

「殿下、もしや日ひ数かずを言い間違えていらっしゃる？　あまりに短すぎるわ。せめて十日はくださらないと、殿下に有利すぎます」

　するとテオドールは、「当たり前だ」と、偉そうに顎あごを上げた。

「元々俺にはたいして得にならない話なんだ。それくらいの強みがなければゲームを開く気にもならないな」

　彼はレサン酒が入ったデキャンタを手に取り、それぞれのグラスに注つぎ足たし始める。

「条件は変えない。あとは君次第だ。やるか、やらないか──さて、どちらを選ぶ？」

　リシェルの目の前に、乾杯を促すようにグラスが差し出された。その向こうで、テオドールのルビーのような瞳が光っている。

　──ずいぶんと足元を見られたものね。……けれど退ひくつもりはないわ。

　七日なんてきっとあっという間だ。期間内に石を見つけられず、護り刀だけを奪われる結果となれば、リシェルの未来はさらに絶望的なものになるだろう。

　だがそれでも。

「やります」

　ここまできたらやるしかない。もう全力で運命に抗あらがうしかないのだ。

　リシェルは自分のグラスを右手に握った。ゆらりと揺れるレサン酒は、まるで悪魔の血液のような色をしていた。

　二つのグラスが、どちらからともなく掲げられる。それこそがゲームの始まりを告げる合図。今、リシェルの運命が大きく動きだした。

　──そうとなったら、ここでのんびりしている場合じゃないわ。

　リシェルはレサン酒を一口飲むと、グラスを置き、椅子から立ち上がった。

「そういえば君は、勝算のない勝負は避けるべきだと言っていたが？」

「もちろん勝算があると判断しましたけれど、それが何か？」

　せめて気持ちで負けてなるものかと、リシェルは精一杯の虚きよ勢せいを張る。

「では失礼いたします。思いがけず有意義な時間を過ごせましたわ」

　お招きいただき、ありがとうございました。そう言い残して、リシェルはこの部屋をあとにしようとした。しかし一方のテオドールが、「待て」と、すぐさま呼び止めてくる。

「君はこれからどうする気だ？」

「数日、王宮に滞在しようと考えていますが」

　こちらは有力貴族の一員だ。父の名を出せば、王宮に留まることは難しくないだろう。

「では一つだけ条件──いや、命令だ」

　彼は立ち上がるなり、リシェルの眼前まで歩み寄ってきた。背の高い彼に間近で見下ろされるような形になって、リシェルはつい気圧されてしまう。

「……なんでしょう？」

　わずかに後あと退じさると、テオドールが迫るように距離を詰めてきた。

「君が王宮に滞在するのであれば、外で顔を合わせる機会もあるだろう。──が、外では絶対に俺に近寄るな。近寄れば……その時はどうなるかわかってるだろう？」

　彼のその表情は、怖いくらいに真剣だった。

「ご心配には及びませんわ。命じられなくとも、もちろんそうするつもりでいますから」

　だがいったいどうしてそんな命令をしてくるのだろうか？　リシェルは疑問を抱く。

「わからないのか？　昨日のあれは、俺と君、二人一緒だったから起きたことだ」

　その瞬間、リシェルの脳裏に昨日の惨さん劇げきがよみがえった。

「おそらく贄二匹が出会ったことで、下級悪魔が数多く引き寄せられたのだろう」

「それで、あんなにたくさん？」

「俺と君、二人が共にいることは危険だ。だから外では決して俺に近寄るな」

　無関係な者を巻き込みたくないのならな。テオドールは視線でそう語っている。

「もしゲームを降りたくなったらこの部屋を訪ねろ。俺は夜ならたいていここにいる」

「降りるつもりは欠片かけらもございませんわ」

「もしも、の話だ」

「……ですが、いくら殿下のお部屋とはいえ、やはり危険なのでは？」

「この部屋の中でなら、誰も巻き込まずに悪魔を皆殺しにできる」

　テオドールは腰に下げた長剣をトンッと叩いた。その口元には、薄い笑みが浮かんでいる。それは昨日、戦いの最さ中なかに見せたような、どこか好戦的で残ざん酷こくな笑みだった。

「……ええ、わかりましたわ」

　リシェルはアランを伴ともない、今度こそその部屋をあとにした。

　──殿下の目的はいったい何？　彼は七つの大罪に入って何をしようとしているの？

　期待と不安が複雑に入り乱れ、リシェルの心はざわついていた。
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「なかなか面白い話だったねー。まあ、いい暇つぶしにはなったかな」

　廊下に面した扉が閉まり、彼女とその従者が去った後。

「さすがにもう出てきてもいいでしょ？」

　隣の部屋から、金色の髪の少年──ルイがひょっこり顔を出した。

　また面倒な者が首を突っ込んできたかと、テオドールは眉み間けんに皺しわを寄せる。

　少年は部屋の中央までやってくると、ソファにごろりと横になった。汚れたブーツを履はいたまま、手には菓子のいくつかを握り、眠たげに欠伸あくびをしている。

「難しくてよくわかんなかったけどさ、なんだかひどい約束してなかった？」

「盗み聞きか。どいつもこいつも趣味が悪いな」

「聞こえてきちゃっただけだよ。ほら、二人の声が大きかったから」

「会話をする時はせめて起き上がれ。目の前で横になられるとさすがに不ふ愉ゆ快かいだ」

「それは無理。だって面倒だから」

　ルイは横たわったまま肘ひじをつき、けらけら笑っている。

　──躾しつけようとするだけ無駄か。

　テオドールは窓辺のテーブルに戻り、レサン酒が残るグラスを手に取った。空あけてはまた注そそぎ、喉を潤うるおす。

「さて、今度こそ寝ようかな。もう面白いことも起きなさそうだし」

「いっそのこと一生寝ていればいいものを」

「ひどいなー、テオは。僕は君にとっての救世主でしょ？」

「…………」

　言葉に詰まったテオドールは、結局、大きな溜め息を吐つく。

「で、あんな約束して大丈夫なわけ？　傲慢の石を手に入れられるのは一人だけなのに、もし足元をすくわれることになったら大変だよ」

「まさか。たったの七日だぞ。一国の王子が探して見つけられなかったものを、彼女が見つけられるとは到底思えない」

　そう。だからこそテオドールは、彼女の願いを受け入れたのだ。自分が不利益をこうむる結果には、絶対にならないという確信があったから。

「なんの成果も上げられず、ゲームは終了。あとは対価を受け取ればいいだけだ」

　そうすれば七日後には、あの護り刀を手に入れることができる。

　テオドールは手袋を着けた左手を、ぐっと握りしめた。

　──あれは間違いなく、悪魔世界に通じるものだ。

　下級悪魔を簡単に屠ほふれるだけではない。傲慢の石を探す上で、きっとなんらかの手掛かりになってくれるだろう。テオドールはそう確信していた。

　だからこそ少々危ない橋を渡ってでも、あれを手に入れるべきだと判断したのだから。

「ひっどいのー。あれを失ったら、彼女は大変なことになっちゃうんでしょ？」

　ルイが呆あきれたような調子で問うてきた。その瞬間、テオドールの胸がかすかに痛む。

　わかっている。あれこそが彼女の命いのち綱づな。下級悪魔の爪そう牙がから、その身を守るものだ。

　けれどしかたがない。自分には、果たさなければいけない目的がある。

　自分自身のため、ひいてはこの国のために、何を犠牲にしても前に進むしかないのだ。

「ゲームを持ちかけたのは彼女だ。責任は彼女にある」

　テオドールは自分に言い聞かせるようにそう言った。

「ふーん。まあどっちでもいいけど。……でも確かにあの短剣はちょっと気になるよね」

　ルイは独ひとり言ごとのように呟きながら、ソファの上でごろごろ転がっている。

「あとでちょっと貸してもらおうかなぁ……」

　その途端、テオドールの胸きよう中ちゆうを嫌な予感が走り抜けた。ちらりと視線をやれば、ルイは新しい玩おも具ちやを手に入れた子供のように、目をきらきら輝かせている。

「余計なことをするな。おまえは絶対に動くなよ」

「えー、どうしてさ？」

「俺が自分でなんとかする」

　きっぱりと言い切れば、ルイは「つまんないのー」と、唇を尖とがらせた。

「ちょっと見れば何かわかると思うよ？　僕、テオの役に立つけど？」

「ダメだ。おまえは決して彼女に近づくな」

　これは命令だ。きつく言い聞かせ、話は終わりだとばかりに席を立つ。

　ルイはぶつぶつと文句を言い続けていたが、やがてすぐに静かになった。どうやら彼は、いつしかソファの上で眠ってしまったようだった。
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「まったく、そのようなことになっていたなんて、驚おどろきですよ」

　翌日の朝。リシェルは王宮内に用意された客室で、アランに事の次第を報告した。

　昨夜、ぐったりと疲れてしまったリシェルは、部屋に入るなりベッドに横になった。アランと話をする気力など、とても残っていなかったのだ。

「おかしいとは思ってたんです。普通は王子殿でん下かの部屋から逃げ出したりしませんからね」

　リシェルはアランに髪を梳とかしてもらっていた。

　この従じゆう者しやは万能だ。特にここ一年は、リシェルの身み支じ度たくから食事の給きゆう仕じから部屋の掃除まで、ありとあらゆることをこなしてくれている。

　それもこれも、例の結婚式の後、リシェルの側そばから全ての侍女が去ってしまったせいだ。

「しかし、どうしてもっと早くに教えてくださらなかったのですか」

　アランは不満げに言った。

「大損ですよ。『王宮に一泊。何事もなく帰ってくることができれば報ほう奨しよう金きんを与える』と、侯こう爵しやくさまから提てい示じされていたのに」

　よほど悔しいのだろう。彼は文句を並べ続けている。

「考えをまとめてからあなたに報告しようと思ってたのよ」

　リシェルは鏡台の鏡かがみ越ごしにアランを見た。

「で、その結果、私は知らぬ間に揉もめ事ごとに巻き込まれてしまったというわけですね」

「それは悪かったと思ってるわ」

　ごめんなさいね。リシェルは素直に謝罪する。

　しかしアランの気はまだ治まらないらしく、彼は見せつけるように肩を落とした。

「せめて殿下の話を一緒に聞くか否いなかの選択権くらいは与えていただきたかったですね。私はもう聞いてしまった。これで殿下は、何かあった時には私も殺すつもりでしょう」

「そうならないためにも、一刻も早く傲ごう慢まんの石を手に入れる予定よ」

「まあ、もう後戻りはできませんからね。侯爵さまに特別手当を請せい求きゆうしようと思います。前向きに。たっぷりと」

「わたくしからも手紙を送っておくわ」

「早いうちにお願いしますよ。あなたがいつ消されてしまうかわかりませんから」

「確かにそのとおりね」

　リシェルとアランは顔を見合わせ、にこりと微笑ほほえみ合った。けれどその表情は、どことなくぎこちない。

　──笑えないわ。ベルフェゴールがいる以上、いつそうなってもおかしくないもの。

　それを回かい避ひするためには、やはりいち早く傲慢の石を手に入れるしかないだろう。

「今日は高い位置で束たばねました。耳の上には銀細工の髪飾りをあしらっております」

「ありがとう。相変わらず器用ね」

　リシェルはすっくと立ち上がった。鏡に映った自分の姿を確認する。

　着ているのは夜のように真っ黒な絹のドレスだ。耳と首元には、髪飾りと揃そろいの装飾品を。手には黒いレースの手袋を着けた。

「せめて王宮にいる時くらい、明るい色のドレスをお召めしになったらいいのに」

　アランが呆れたように首を竦すくめた。

「ダメよ。だって悪魔の血がついたら目立つもの」

　リシェルはドレスの袖そでを上げ、左腕の贄にえの印を鏡に映し出す。

　ここ一年、リシェルは黒いドレスばかりを身に着けていた。なぜなら悪魔を屠ほふる時、必ず返り血を浴びるから。明るい色のドレスだと、どうしても血けつ痕こんが目立ってしまうのだ。

「印がうずいていない……ということは今日は、悪魔は現れないはずだわ」

　リシェルは化粧室をあとにした。朝食をとるため応接間へ向かう。

「食事は厨房から簡単なものをいただいてまいりました」

　リシェルが椅い子すに腰を下ろせば、一方のアランはカップに紅茶を注ぎ始めた。

　朝食のメニューは、切り分けられたパンにチキンのクリームスープ、合あい鴨がものスモーク肉、オムレツ、サラダ、洋梨なしや木苺いちごをはじめとするフルーツなど。

「これを食べ終えたらすぐに出かけるわ」

　リシェルはパンを手に取るなり、自分の本日の予定をアランに話して聞かせる。

「まずはもう一度、テオドール殿下の部屋を訪ねようと思うの。少しご用があるから」

「はぁ、気が重いですね」

「それから王宮の隣にある王立図書館に行くつもりよ。たしか申しん請せいをしなければ入れなかったと思うんだけど、どういう手順を取ればいいのか調べてくれるかしら」

　アランは「わかりました」と頷うなずいた。

「図書館に一日滞在なされるのですか？」

「ええ。そこで悪魔に関する書物を手当たり次第に閲えつ覧らんしてみようと思うの。もし時間が取れれば大教会にも行きたいけれど……きっと今日は無理ね」

「了解しました。ではリシェルさまのお食事の間に、私は出かけてまいります」

　アランはぺこりと一礼し、廊下へ出て行った。おそらく図書館の利用方法について、今のうちに調べてくるつもりなのだろう。

　──見てなさい。すぐに傲慢の石を手に入れてみせるんだから。

　あらためてそう決意しながら、リシェルはパンの一切れを蜂はち蜜みつに浸ひたした。

　勝負はもう始まっている。昨夜、ぐっすり眠れたおかげで体力もだいぶ回復した。ここからはもちろん、とことん攻めるつもりでいる。

「七日後には間違いなく、これが必要なくなっているはずよ」

　リシェルは胸元に下がる護まもり刀がたなに手をあてた。そして黙々と食事を始めたのだ。
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　やがて食事を終えたリシェルは、戻ったアランを連れ、テオドールの部屋に向かった。するとそこには、変わらず近衛剣士団の団員たちが四人ほど立っていた。

「ごきげんよう。テオドール殿下にお目にかかりたいのだけれど」

　リシェルは臆することなく声をかけた。──けれど。

「殿下はお出かけ中でございます」

　近衛剣士団の団員の一人が、抑よく揚ようのない声でそう告げてくる。

　たしかテオドールは、『俺は夜ならたいていここにいる』と言っていた。ということは、ここは出直したほうが時間を有効に使えるだろう。

「では、またのちほどおうかがいするわ」

　リシェルとアランはこの場を立ち去ろうとした。

　しかしその時、テオドールの部屋の扉とびらが、内側から開かれる。

「ねえ、彼女のこと、ちょっと中に入れてもいい？」

　ひょっこり顔を出したのは、バルトシュ王国の王族の少年、ルイだ。

「僕、その子に用があるんだよね。ちょっとだけだから、もちろんいいでしょ？」

　彼は可か愛わいらしい顔で、「ね？」と、団員たちに迫り始めた。

「ですが、テオドール殿下に厳げん命めいされています。殿下がご不在の時は、何なん人ぴとたりとも部屋に入れるな、と」

「って言っても少しくらいなら大丈夫だって。テオはまだまだ帰ってこないし」

「いえ、それでも殿下の命令に背そむくわけには……！」

「はい、面倒だからさっさとどいてー」

　ルイはリシェルの腕をぐいと摑つかむと、部屋の中へと強引に引き入れた。そのあとをすぐさまアランが追ってくる。

「ちょっと待って。たしか、ルイさま……だったかしら。わたくしが用があるのはテオドール殿下なのだけれど」

　リシェルがそう口にしている間に、ルイは「よいしょ」とソファに横になった。そのまま肘ひじをつき、ガレットらしき菓か子しを口に放り込んでいる。

「ねえ、わたくしの話、聞いてらっしゃる？」

「うん、もちろん聞いてるけど？」

　少年は大きな欠伸あくびをした。そして「あれ見て」と、リシェルたちの頭上を指差した。

　何？　と、言われるまま顔を上げたリシェルは、次の瞬間、ハッと息をのむ。

「これは……！」

　テオドールの部屋の白い天てん井じよう一面に、魔ま法ほう陣じんらしき複雑な図形が描かれていたのだ。

　その中心には、驚きよう愕がくに目を見開くリシェルの姿があった。つまり今現在のリシェルの様子が、天井に映し出されてしまっている。
















「どういうことなの……!?」

　驚くあまりに、さすがにうろたえた。するとルイが、すぐに口を開く。

「ええと、君……たしかリシェル、とかいう名前だったよね。これはリシェルのことを監かん視しするために、テオドールがやったんだ。僕にはよくわからないんだけど、つまりベルフェゴールの魔力？　とかいうやつを使ってるらしいよ」

「そんな……」

　てっきり人間の見張りをつけられるものだと思っていたが、そうではないらしい。まさかベルフェゴールの魔力を、こんなことにまで利用しているなんて。

　──こんな不ふ可か思し議ぎなことができる相手に、勝たなければいけないんだわ。

　圧倒的な力の差を目まの当あたりにして、リシェルは体を震わせた。そしてこれほどの力を持っていても傲慢の石を見つけられなかったのかと、事態の厳しさを知った。

　前途は果てしなく多難だ。リシェルの胸中に、不安の色が広がっていく。

「あなた、どうしてわたくしにこれを……？　こうしていることが殿下に知れたら、あなたもただではすまないんじゃなくて？」

　するとルイは、「うん……」と、表情を曇くもらせた。

「多分、めいっぱい怒られると思う。最悪、ベルフェゴールを使って何かされるかも……」

「だったら！」

「でも僕、リシェルに頼みたいことがあるんだよね」

　ルイは横になったままの姿勢でそう言った。ガレットらしき菓子も、その手に握ったまま。頼み事があるような態度には、とても思えない。

「ねえ、リシェルは『傲慢の石』っていうやつを探すんでしょ？」

　唐とう突とつに聞かれて、リシェルは対応に困った。この少年にどこまで明かしていいものか、一瞬では判断がつきかねる。

「そうね……ええ、そのつもりでいるけれど」

「だったら早く石を見つけてよ。僕、石が見つかるまで国に帰れないんだ」

　ルイはソファの上で両手足を投げ出し、じたばたさせ始めた。

「あなた、まさかこの国に無理矢理引ひき留とめられているの？」

「そうだよ。だってテオは悪い奴だから。石を見つけて、大悪魔の力を手に入れて、この国にひどいことをしようとしてるんだ」

「────っ！」

　リシェルは言葉を失った。聞かされた内容は、あまりに衝撃的だった。

　──それが殿下の目的？　だから殿下は七つの大罪入りを目もく論ろんでいる？

　しかしそんな恐ろしいことを本気で考えるだろうか。仮にも彼は、この国の王子殿下だ。

「しかもテオは、悪魔世界の主しゆ従じゆう契けい約やく？　とかいうのをベルフェゴールと結んでるらしいんだ。テオがベルフェゴールにもう一つの名前をつけたから、あの悪魔はテオには逆らえないんだって」

「それが本当だとして、でもなぜあなたがここにいる必要があるのかしら」

「それは……僕がテオの目的をうっかり知っちゃったからだよ。僕にばらされたら大変だから、テオは僕を軟なん禁きんしているんだ」

　だからこそテオドールは、ルイがこの部屋の外に出た時、あんなにも必死に追いかけたのだろうか。『殺してやりたいくらい苛いらついている』と言っていたけれど、何かあればルイのことも処分するつもりでいるのだろうか。

「僕、リシェルに協力してあげるよ？　僕が知ってること、なんでも教えてあげる」

　だから早く石を見つけてよ。ルイは重ねて懇こん願がんしてきた。

「あなた、いったい何を知っているというの？」

「いろいろ知ってるさ。盗み聞きは大得意だからね。そう、例えば……なぜ傲慢の石を手に入れれば七つの大罪に入れるのか、っていうこととか」

　それはまさしくリシェルが不思議に思っていたことだった。

　そもそも七つの大罪とは、強ごう欲よく・傲慢・嫉しつ妬と・憤ふん怒ぬ・色欲・暴ぼう食しよく・怠たい惰だの七つの罪と、それを司つかさどる大悪魔のことだ。地位は強欲から順に高いとされ、彼らはそれぞれが選んだ使い魔を使し役えきしていると言われている。

　そのような悪魔の最高組織に、石を見つければ入れるということは。

「つまり今、七つの大罪という組織に空席があるのね？」

　リシェルはそう考えていた。

「うん。今は傲慢の悪魔の地位が空あいてるらしいよ。傲慢の悪魔リュシフェルは、今から百年くらい前に死んでしまったって、ベルフェゴールがテオに説明してた」

　──死んだ……？　悪魔世界に君くん臨りんする大悪魔の一柱、傲慢の悪魔が？

「ちょっと待ってちょうだい。大悪魔でも死ぬことがあるというの？」

　リシェルは食い入るようにルイを見つめていた。

　人間とはあまりに違う、悪魔という存在。一般的には、下級悪魔ほどその命数は短く、上級になればなるほど長くなると考えられている。

　大悪魔ともなれば不死。リシェルはそう考えていた。

「たしかテオも、ベルフェゴールに同じ質問をしてたよ」

　その時、ベルフェゴールは「そうだ」と答えたらしい。

　ただし大悪魔の終しゆう焉えんは、その大悪魔の意志のみで。つまり自みずからが『死にたい』と願った時にだけ、命を終えることができるのだとか。

「その場合、その悪魔の魔力？　みたいなものが石に変わるんだってさ。で、石を手に入れた者が、力と位い階かいを引き継ぐことができるって言ってたよ」

　ということはつまり。

「傲慢の悪魔リュシフェルは、自ら死んだ……」

　そしてリュシフェルの魔力が『傲慢の石』となり、それを手に入れた者が次代の『傲慢の悪魔』として七つの大罪入りする。そういうことだ。

　──これはかなりの情報だけれど。

「あなた、本当に大丈夫？　わたくしにそこまで教えてしまって、殿下に知れたら……」

「うん。だからその前にリシェルが石を見つけてよ」

　ルイは再びそう願ってきた。

「僕、本当は早く帰りたいんだよ。でも怖くてテオには言えなくて……怒られるからさ」

「あなたがここに来たのは、たしか一ひと月つきほど前だったわよね？」

「うん。そうだったと思う」

　見たところ、ルイはまだ十歳程度。こんなところに閉じ込められていて、さびしくならないわけがない。しかもそれが一月にも及べば、彼の心しん労ろうは相当だろう。

「そうね……約束はできないけれど、わたくしが石を手に入れたら、その時は殿下にお願いしてあげるわ。あなたを解放してあげてちょうだい、って」

　なんだか可哀想になってしまって、リシェルはソファの前にしゃがみ込んだ。

「へえ、リシェルっていい人なんだ？」

「残念だけど、あまりそう言われたことはないわね」

「でも嬉うれしいな。僕……その時には今よりきっと強くなれると思うんだ。今までは身分が低くてさんざんバカにされてたけど……成長して、胸を張って帰れると思うんだよね」

　どうやらルイは、バルトシュ王国の王族の中で、低い地位にあるらしい。だからこそこの国に長く滞在していても、大きな問題にならないのかもしれない。

「あぁ、早く強くなりたいなぁ……そしたらみんなを見返してやれるのに」

　ルイは虚こ空くうを眺め、はあっと長い息を吐はいた。

「だったら横になっているばかりじゃダメよ。ちゃんと努力して、自分を磨みがかなければ」

「ええー、努力って、僕、大嫌いなんだけど」

「でも夢はただ願っているだけでは叶かなわないもの」

「そうなの？　夢は願い続ければ叶うって、あのつまんない本に書いてあったけど？」

　ルイが指差したのは、テーブルに置かれている一冊の本だ。表紙から察さつするに、中身は子供向けの教育書。おそらくテオドールが与えたものだろう。

「それを信じているのは無知な子供だけよ。世の中それほど甘くないの」

　そう。リシェルだって叶わなかったのだ。小さい頃から抱き続けた、『大好きな人のお嫁さんになる』というささやかな夢すらも。

「ただ願うだけではどうにもならないわ。努力したって叶わないことだってあるんだから」

「そっか。世界は厳しいんだね」

「ええ。厳しくて薄情なの」

　そう答えた直後、リシェルの脳のう裏りに、一年前の結婚式の光景がよみがえってきた。

　聖堂から我先にと逃げ出した薄はく情じような父。リシェルの前から後あと退じさった婚約者──。

　あの結婚式の後、実はリシェルは、自分からクロードに別れを切り出した。式の数日後、見舞いという名目でやって来た彼が、何かを言いたそうに、けれど言えなさそうに、黙り込んでしまったからだ。

　その日、彼は、リシェルと顔を合わせるなり怯おびえたように視線を泳がせた。そこまでされればさすがにわかる。彼は結婚の約束を白紙に戻したがっていたのだ。

　──しかたないわ。誰だってきっとそうするに決まってるもの。

　なぜなら悪魔は忌いむべきものだし、世界は厳しくて薄情だ。

　だからもう、リシェルは夢なんてみない。誰かに助けてもらおうなんて絶対に考えない。

　──自分の身は自分で守るわ。

　そして苦しみや悲しみは前進するための力に変える。あきらめるのは、全てをやり尽くしたその後で。自分の未来は、自分自身の手で切り拓くのだ。

「ねえ、リシェル。この護まもり刀がたなってさ、テオが欲しがってるやつでしょ？」

　声をかけられハッとした。いつしか自分の目の前に、ルイの小さな手があった。

「これ、ちょっと見せてもらってもいい？　本当に普通の短剣なの？」

「ええ……もちろんいいけど、危ないから気をつけてね」

　──いけない。考え事をしている場合じゃないわ。

　リシェルは首に掛けたままの護り刀を、ルイの目の前に差し出す。

　すると彼は、横になったまま、それをまじまじと眺め始めた。やがて何か気になるところがあったのか、剣の柄つかにふれようと両手をのばしてくる。

「ちょっとだけさわっても──わっ！」

　しかしその瞬間、ばちっと紫むらさき色いろの火花が散った。ルイは目を丸くして、弾かれたように手を引っ込めた。

「大丈夫!?」

「うん、大丈夫だけど……え？　その剣って……ええ？　まさかそういうこと？」

　ルイはさすがに上半身を起こしていた。

「はは……そうか、そういう剣なんだ。あはは、ずいぶん変わったものを持ってるね！」

「ちょっとあなた、本当に怪け我がしてないの？」

　リシェルはルイの手を取り、くまなく検けん分ぶんする。けれどルイは、「大丈夫！」と言いながら、腹を抱えて笑うばかりだ。そのうちにまた、ソファに横になってしまう。

「ねえ、今のは何？　あなた……何か知っているのね？」

「ううん、知らないよ。ほら、たまにあるでしょ？　何かにふれてばちってなること」

　それじゃないかな？　と、ルイは首を傾かしげている。

　そうこうしているうちに、部屋の扉が廊下側からノックされた。

「ルイさま、そろそろテオドール殿下がお戻りになる時間です。マドモワゼルに退室していただかなければ、我々が罰ばつせられてしまいます！」

　その言葉を聞いた瞬間、リシェルは反射的に立ち上がっていた。

　もし自分がここにいたことがテオドールに知れれば、罰せられるのは近衛剣士団の団員たちだけではない。リシェルも、アランも、ルイも。関係した人間、全てだ。

「行きましょう、アラン」

　ルイに聞きたいことはたくさんあったが、それはまた次の機会だ。リシェルはアランを伴ともない、廊下へ繫がる扉へと向かう。

　するとルイが、こちらに向けてひらひら手を振ってきた。

「お願いだよ、リシェル。早く傲慢の石を見つけてね」
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「あの少年は、いったいなんなんでしょうね」

　テオドールの部屋をあとにし、王宮の一階に下りた時。

　リシェルの半歩うしろを歩くアランが、呟つぶやくようにそう言った。

「さあ、よくわからないわね。けれどあの子が言っていることが真実だとしたら……」

　テオドールはとんでもないことをしようとしているのではないか？　リシェルの心は、鉛なまりをのみ込んだかのように重くなる。

「あまり具体的な話ではなかったので、にわかに信じがたいですが」

「でも真実だろうが噓だろうが、どちらにしろわたくしがすることに変わりはないわ。まずは傲慢の石を手に入れなければいけないのよ」

　アランの案内の元、リシェルは王宮の西側の出入り口に向かった。するとあと少しという場所で、七、八人の一行と遭そう遇ぐうする。

「あれは……」

　テオドールとその護衛たちだ。リシェルはすぐさまその一団から距離を取った。

　──なによ、ずいぶんと余裕顔ね。

　先頭を歩くテオドールは、こちらの存在に気づくなり、ちらりと一いち瞥べつをくれた。

　すれ違いざま、彼がほんの少しだけ口元を引き上げたように思えて、リシェルは苛いら立だちを覚える。まるで全てを見透かしているかのような態度だ。

「行きましょう、アラン」

　リシェルはテオドールに向けてにこりと微笑むと、優雅な足取りで先を急いだ。車寄せに出て、用意されていた馬車に乗り込み、王宮の正門を目指す。

　──せいぜい余裕ぶるがいいわ。今に後悔させてあげるんだから。

　馬車に揺られながら、リシェルは両の拳こぶしをぐっと握りしめた。

　やがて辿り着いた正門には、たくさんの近衛剣士団員が立っていた。そこを通り抜け、少し走ったところで馬車を降りれば、リシェルの目の前に大きな建物が出現する。

「こちらが王立図書館になります」

　王宮の隣に立つ、この国唯一の王立図書館。それは三代前の国王セレスタン・ド・モンドヴィルが、『我が国の発展のために』と創そう設せつしたものらしい。

　三階建ての建物は、一見して王宮の一部と見まごうほど豪華。内部に足を踏み入れると、大きな丸天井には神を主題とした油絵が貼られ、窓枠や柱には金きん箔ぱくが塗られていた。

「これは……圧倒されてしまうわね」

　思わずリシェルは感かん嘆たんの息を漏もらした。建物内の壁が、どこもかしこも本棚になっていたからだ。吹き抜け部分から二階、三階を見上げてみれば、そちらの壁にも大量の本が収められている。

「リシェルさま、手続きをしてまいりますので、こちらでお待ちくださいませ」

　アランに促うながされ、出入り口付近の待合所に向かった。

　図書館はまだ開館したばかりだというのに、たくさんの人で賑にぎわっている。

　仕立ての良いジャケットを着た青年に、可愛らしいドレスに身を包んだ少女。孫だろうか、小さな子供を連れた老夫婦や、たくさんの書物を抱えた少年など、実に多様である。

　彼らの背後には、幾いく人にんかの従者がいた。この施設を利用するには、どうやらそれなりの身分が必要らしい。

　──全員、貴族だわ。わたくしも含めて。

　リシェルはわずかにたじろいだ。悪魔の花嫁──貴族たちの間で、自分がそう噂されていることを思い出したからだ。

「お待たせいたしました。こちらが使用証だそうです」

　やがて手続きを終えたアランが、リシェルの元へと戻ってきた。二人は連れ立って、図書館の内部へと進んでいく。

　しかしすぐに、受付をしていた職員に呼び止められた。

「お待ちください、リシェルさま！　リシェル・ド・ラグランジュさま！」

　彼女はリシェルの名前を大きな声で連呼した。その途と端たん、辺りを行き交っていた人々が足を止めたような気がして、リシェルの背筋に緊張が走る。

　──いいえ、気のせいよ。誰も気づいてなんていないわ。

「申し訳ございません。こちらをお渡しするのを忘れてしまいました。本の貸し出しを希望なされる場合は、この書類に必要事項を記入し、受付までお持ちくださいませ」

「なるほど、そのような制度なのですね」

　アランが職員から書類を受け取った。その横でリシェルは、ちらりと辺りをうかがう。

「ラグランジュとはまさか……あのラグランジュか？」

「悪魔の花嫁って、たしか侯爵家のご令嬢でしたわよね？」

「いや、あれはただの噂だろう？」

　驚くことに、立ち止まった数人の男女たちが、ぼそぼそと言葉を交わしていた。彼らは好奇心と悪意が入り混じった眼まな差ざしを、リシェルに向けている。

　──ああ、本当に煩わずらわしいわね。

　時間を持て余した貴族たちは、一年も前の事件の子し細さいをいまだに覚えているらしい。

　リシェルは密かにはぁっと息を吐ついた。

「行きましょう、アラン。気にすることはないわ」

　リシェルは自分に言い聞かせるようにそう言った。

　何も悪いことはしていないのだ。贄の印もうずいていないし、今、ここに悪魔が現れるとは到底思えない。リシェルが怯む必要は、何一つもない。

　リシェルとアランは、赤い絨じゆう毯たんが敷かれた床の上を早足で歩いた。

　背後ではまだ、暇な貴族たちがリシェルについてあれこれ話しているようだった。




「おそらくこの辺りね」

　行き着いたのは、図書館の三階の西側。主に悪魔に関する書物を集めてある場所だった。

　辺りには、リシェルと同年代らしき男女が十数人いた。どうやら彼らは、隣の一角に用があるらしい。お喋しやべりに花を咲かせながら、本のページをめくっている。

「悪魔の資料の隣に服飾関係の本を置くなんて、秩ちつ序じよがなさすぎるわ」

　ぽつりと呟いた時、自分の背後でこそこそ喋る者たちがいることに気がついた。

　振り返ってみると、そこには十六、七くらいの少女が三人ほど立っている。華はなやかなドレスに身を包んだ彼女たちは、こちらを眺ながめながら噂話に興きようじているようだった。

「ほら、あの方がラグランジュ家の……」

「そうよ……きっと悪魔の花嫁よ」

　漏もれ聞こえてくる会話を耳にして、リシェルはまたしてもうんざりせざるをえなかった。

　──まったく、どうしようもないわね。

「アラン、早速始めましょう。あなたはあっちの本棚を見てきてちょうだい」

　聞こえてくる声を完全に無視し、リシェルは立ち並ぶ書しよ架かの間に入っていく。

　悪魔に与える鉄てつ槌つい。闇の雌めん鳥どり。ソロモンの柱。モンドヴィル異聞──。リシェルは悪魔に関する文ぶん献けんを、端から手に取った。それらを奥まった場所にあるテーブルに運び、情報を求めてぱらぱらめくり始める。

　──まずは悪魔の基本情報について。

　悪魔とは、時折人間世界に出現し、人間を喰らうとされている存在。

　上級悪魔は人間の魂のみを体から取り出し、宝石に変え、喰らう。一方、下級悪魔は人間の血肉を好み、餌えさとして喰らう。

「特に目新しい情報でもないわね」

　この程度のこと、この国の民なら皆知っている。リシェルはさらにページをめくった。

　──続いて七つの大罪について。

　じっくり読み込んでみたが、これも基本的なこと以外は書かれていなかった。

「あとは全て、以前、調べたとおりだわ」

　実はリシェルは、ここ一年の間に、すでに悪魔に関して多くのことを調べていた。けれど王立図書館でなら、それ以上の知識を得られるはず。そう信じてここにやってきたのだ。

「リシェルさま、こちらには『血の結婚式』と『虚きよ無むの街まち』についての記述がありますが」

「ありがとう。ちょっと見せてちょうだい」

　リシェルはアランから一冊の本を受け取った。

　表紙に『モンドヴィル異聞』と書かれた書物。それには悪魔が関係した過去の事件の数々が、年代順にまとめられているようだった。

　その中の一つ、血の結婚式──それはこの国史上最大の災さい厄やくと呼ばれているものだ。当時の王が箝かん口こう令れいを敷いたとかで、あまり詳しい記述は残されていないのだが。

「ええと……今から約百年くらい前の出来事ね」

　書物には、こう記されていた。

　とある街で貴族の結婚式が行われたが、最さい中ちゆうに多数の悪魔が出現し、参列者や住民たちを喰い尽くした。その街には悪魔の力で結界のようなものが張られ、以来、人間が立ち入れない領域となっている。

　やがてその街は、付近の住民たちからこう呼ばれるようになった。

「通称、『虚無の街』……」

　それはクロードの家──ベルレアン侯爵領とラグランジュ侯爵領の間にある街で、今や王家からも打ち捨てられている場所だった。

「もし他に手掛かりがなければ、ここに行ってみるのもひとつの手かもしれないわね」

　しかしその案に、アランが難なん色しよくを示した。

「ですが、ここは本当にただの一歩も立ち入ることができない街らしいですよ」

　王都からの行き帰りだけでも二日かかりますし、と、彼は違う書物をめくり始めている。

　リシェルは「それもそうね……」と考え込んだ。それ以降もあらゆる文献に目を通してみたが、取り立てて有ゆう益えきな情報を得ることはできなかった。

「……こうなったらあの少年にいろいろ教えてもらうしかないかしら」

「どうでしょうね。安あん易いに信用なさるのは危険だと思いますが」

「わたくしもそうは思ってるわ。けれどこうも手がかりがないと行き詰まるばかりだもの」

「書物はまだたくさんありますよ」

「時間を無駄にはしたくないの。ここにある文献を読み終えるのに、あとどれくらいかかるのか……」

　題名に『悪魔』という語句を含む本だけでも、相当数ある。少ない時間を何にどれだけ割り当てるか。頭を悩ませながら、リシェルは立ち並ぶ書架をぐるりと見回した。

　──いいえ、今はこうして考えている時間すら惜しいんだわ。

　時間は待ってはくれない。誰に対しても、必ず平等に過ぎ去っていくのだ。

　そう認識したリシェルは、再び本のページに視線を落とした。

　その作業は、辺りが暗くなり、図書館が閉館する間ま際ぎわまで続いたのだった。
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　その後、リシェルは十数冊の書物を借り出して、自分の部屋に戻った。そして時計の針が夜九時を指す頃、再びテオドールの部屋を訪ねてみることにした。

「ごきげんよう。殿下に取り次いでいただきたいのだけれど」

　リシェルが近衛剣士団の団員に声をかけると、一人が扉をノックし、リシェルの訪れを告げた。どうやらテオドールは在室しているらしい。すぐに応接間に通される。

「どうした。早速ゲームの中止を求めに来たか？」

　テオドールはソファに座り、本を読んでいる最さい中ちゆうだった。昨日も手にしていたそれは、おそらく悪魔に関する古書。ちらりと見えた図版は、醜い生き物の姿だ。

　ルイはもう寝てしまったのだろう。テオドールの顔色をうかがう限り、リシェルが朝、この部屋を訪ねたことは知られていないようだった。

「ゲームの中止ですって？　つまらない冗じよう談だんはやめてください」

　誰がそんなものを求めるかと、リシェルは胸の内で呟いた。

「だったらなんだ。まさか夜よ這ばいか？」

「よ……」

　夜這い。しれっとした顔でそう言われた瞬間、リシェルの頰ほおがカッと熱くなる。

「バカなことをおっしゃらないでください！　夜這いなんて、誰がそのようなこと……！」

　リシェルの声が上うわ擦ずっていることに気づいたのだろう。テオドールがふいに顔を上げた。

　相変わらず彼は、苛立つほどに整った顔立ちをしている。

「顔が真っ赤だな。……なるほど、どうやらこの猫は、男に慣れていないらしい」

「あたりまえよ！」

　リシェルは嚙みつくような勢いで言い返した。

　そもそもこの国の女性は、結婚式の当日まで、純じゆん潔けつを守ることが義務づけられている。クロードと婚約していたリシェルももちろん、彼とは手を繫いだことがある程度だ。

「それを夜這いだなんて……なんてふしだらな！」

「だが廊下にいる近衛剣士団の団員たちは、おそらく皆そう思っていることだろうよ」

「え……」

　思わぬことを聞かされ、リシェルの全身からすっと血の気が引いていった。

「このような夜よ更ふけに、身分ある淑しゆく女じよが王子の部屋を訪ねる。しかも二日連続で」

　すなわち、二人の関係は友人以上のもの。

「そう思うのが自然だろうな」

　テオドールのルビーのような赤茶色の目が、面白がるようにすっと細められた。

「そんな……」

　リシェルは途と端たんに不安になった。ただでさえ悪魔の花嫁と呼ばれている自分だ。その上『第三王子の恋人』などと噂されれば、さらに好奇の目を向けられることになるだろう。

「どうした。この俺とそう思われるのは不服か？」

　テオドールは自信ありげな面持ちで顎を上げた。

　──そういえば以前、聞いたことがあるわ。王家の三王子の中で、特に人気があるのはテオドール殿下だと。

　東国に出向いている王太子には、すでに婚約者がいる。そして第二王子にも、婚約間近の相手が。それに比べて、テオドールにはまだ決まった人がいない。しかもこの容姿だ。

　──この国の貴族の娘たちは皆、彼の隣に並ぶことを夢みているんだわ、きっと。

　そして彼自身もおそらく、そのことをよく理解しているのだろう。

　──だからといって、わたくしは願い下げですけど。

「でしたら速やかに用件をすませて、一刻も早くこの部屋を出ることにしますわ」

　死んでも噂になりたくはありませんので。リシェルはそう付け加える。

「なるほど、なかなかに手厳しいが……とりあえずレサン酒でもどうだ？　今さら急いだところで、そう変わらないだろう？」

「は？　何をのんきなことを──あっ！」

　あろうことかテオドールは、リシェルの腰を抱き寄せ、自分の隣に強引に座らせた。

　いきなりの事態に焦ったのだろう。出入り口の辺りに控えていたアランが、こちらに近寄ってこようとする。けれどリシェルは、それを視線で制止した。

「殿下、あなた……酔っていますわね？」

　頰にふれる彼の息からは、アルコールの香りがした。どうやら晩ばん餐さんの時間から飲み続けているらしい。テーブルの上には、数本のデキャンタとグラスが置かれている。

「俺はべつに酔ってなんかいない」

　そう言い切る彼の表情は、いつもと変わらないものだった。けれど寛くつろげられたシャツの襟元や、少し乱れた前髪から、色香が漂っているような気がする。

「……酔っている方はたいていそうおっしゃられるものですわ」

　戸惑ったリシェルは、必死に彼から離れようとした。

「飲まなければ眠れない夜もあるだろう？」

　つまり彼が今、そういう状態だということだ。

「こんな夜更けに俺を訪ねた君が悪い」

　さすがにむちゃくちゃだ。『俺は夜ならたいていここにいる』と彼が言ったから、この時間に訪ね直したというのに。

「応接間も寝室も、こんなに明るくしているから眠れないのですわ。まるで昼間のよう」

　リシェルは部屋の中をぐるりと見回した。あちこちに置かれた燭しよく台だいには、相変わらず橙だいだい色いろの火がこれでもかというほど灯されている。

「暗闇が怖いんだ……あのことを思い出してしまうから」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉は、リシェルの耳に届く前に消えた。「え？」と聞き返したリシェルだったが、テオドールはそれきり口を閉ざしてしまう。

「殿下は何か……心にかかるようなことがおありなのですか？」

　何か辛いことがあるからこそ、飲まなければ眠れない夜があるのだろうか？

　疑問に思ったリシェルは、隣に座るテオドールの顔を覗のぞき込こんだ。すると彼は、「いや……」と、しばらくの間、黙り込む。そしてリシェルの腰から手を離した。

「悪い。少々飲み過ぎたようだ」

　テオドールが気まずそうに顔を背そむけたので、リシェルは逃げるように立ち上がった。

「……で？　君はいったい何しにここに来た？」

　やがて顔を上げた彼は、もうすっかりいつもの無表情に戻っていた。どうやらこの一瞬で、きっちり気持ちを切り替えたらしい。

　──なんなのかしら、もう。

「では本題に入らせていただきますわ。実は殿下に二つ、お願いがあるのです」

　わずかな苛立ちを覚えながら、リシェルは口を開いた。

「聞くだけは聞いてやる。叶えてやるかはどうかは別問題だが」

　とはいえ、この程度の便べん宜ぎははかってくれるだろう。そう考えながら、「まず一つ目」と、リシェルは人差し指をぴっと立てる。

「殿下のお名前で、ラグランジュ邸に向けて使いを出してほしいのです。こちらでわたくしに手伝わせたい研究があるとかなんとか適当な口実で」

　リシェルの父は、リシェルが王宮に滞在することを激しく嫌っている。このままでは明日にでも、ラグランジュ家からの迎えがやってきてしまうだろう。

　しかしテオドールが動いてくれれば、いくら父とて文句は言えないはずだ。

「そして二つ目。王宮のできるだけ人けがない場所に、わたくしの部屋を移してください」

　そうしなければ悪魔が現れた時に、面倒なことになってしまう可能性があるからだ。

「いいだろう。そのくらいはしてやる」

　溜ため息いき交まじりに言いながら、テオドールはソファの肘ひじ掛かけに肘をついた。

「図書館で調べものをしたり、本を借りてきたり、無駄な努力を重ねているようだからな」

　今日一日の行動をさらりと言い当てられ、リシェルは内心でハッと息をのむ。

　気づかれないよう天井の辺りに視線をやれば、そこにあったはずの魔法陣はすっかり消えていた。どうやらリシェルとアランが訪ねてきたので、一時的に隠したらしい。

「無駄な努力かどうかは、結果次第だと思いますわ」

「結果を見越した上で言っているんだが？」

「ではきっと、殿下は先せん見けんの明めいが皆無なのですね」

　リシェルは踵きびすを返し、アランの元へと向かった。

　ここで厭味の応おう酬しゆうをしていても無駄だ。ただでさえ貴重な時間なのだ。有効に使わなければいけないし、近衛剣士団の団員たちに、おかしな噂を立てられても困る。

「どちらにしろ、六日後にははっきりすることですわ」

　そう言い残して、リシェルはテオドールの部屋をあとにした。

　扉が閉まる間際、テオドールがくすりと笑ったように聞こえたが、リシェルの気のせいだっただろうか。
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　その翌よく日じつも、リシェルは王宮に並び立つ王立図書館に向かった。そして朝から晩まで、悪魔に関する書物に目を通し続けた。

　しかし、やはりとりたてて有ゆう益えきな情報を手に入れることはできず、さすがに焦あせりを感じ始めていた。そうこうしている間にも、時間は刻こく一いつ刻こくと過ぎ去っていく。

　──明日からは大教会の聖職者たちに、話を聞いて回るべきかしら。

　そう考えながら、リシェルは三日目のその日も、朝から図書館を訪れた。そしてリシェルの定位置となったテーブルで、本のページに視線を走らせ続けたのだ。




「アラン、こっちの本は戻しておいてもらえる？」

「ええ。ついでに新しいものを探してきます」

　図書館が開館して二時間ほどたった頃。リシェルが手て渡わたした数冊を抱かかえて、アランが本棚の向こうへと消えていった。

　なんだかんだ言いつつも、リシェルのために精せい一いつ杯ぱい働いてくれているアランだ。彼のおかげで、本を検けん索さくする速度は格かく段だんに速い。──けれど。

「そもそも、傲ごう慢まんの石に関する情報なんて何一つないのよね……」

　リシェルはふうっと息を吐ついた。

　普通に考えれば、傲慢の石自体、人間世界に存在するはずがないもの。そのためそれに関する記述は、全くと言っていいほど見つけられなかった。

　──けれど殿でん下かは以前、ベルフェゴールに言っていたわ。

　傲慢の石を、『今探している最中だ』と。

　ということは、やはり石は人間世界にあるに違いない。リシェルはそう睨にらんでいる。

「でもいったいどこに手掛かりがあるのかしら」

　手元の本を読み終えたリシェルは、それを小こ脇わきに抱えて立ち上がった。別のものを探してこようと、目当ての本棚へ向かったのだ。

　するとその時、本棚の向こうが急に騒そう々ぞうしくなった。

「なんだ、あれ……！」

「おい、何か光ってるぞ！」

　その瞬間、リシェルの左腕に激げき痛つうが走った。悪魔の贄にえの印がたちまち赤い光に包まれ、驚くほどの熱を持つ。まるで悪魔が現れる前ぜん兆ちようのように。

「そんな……どう、して……」

　リシェルは反射的に顔を上げた。すると図書館の天てん井じように、魔ま法ほう陣じんのようなものが出現していることに気がついた。それはテオドールの部屋の天井にあった図ず柄がらにとてもよく似ていた。赤い光が、不ふ可か思し議ぎな図形や文字を描いている。

「ねえ皆さま、ちょっとこちらにいらして！　あれはなんなの？」

「いったい何が起きているのかしら……！」

　リシェルの側そばに偶然立っていた少女たち三人──二日前、リシェルを見てあれこれ噂うわさしていた彼女たちが、すぐさま騒ぎだした。直後、リシェルはアランを呼ぶ。

「アラン！　来るわ！」

　そうこうしている間に、魔法陣の中心に黒い影のようなものが現れた。その数、およそ十数個。やがてそれがもぞもぞと動きだし、図書館の床にぼたり、ぼたりと落ち始める。

「悪魔だ……！」

　もう間違いないと確信した誰かが、大きな声でそう叫んだ。

　リシェルはアランと共に、悪魔の落下点へと急ぐ。

　──どうしてなんの前触れもなく、悪魔が？

　リシェルはすさまじい不安に襲われていた。胸元に下がる護まもり刀がたなを、右手にぐっと握る。

　今日、リシェルの贄の印に変化はなかった。そして今、ここにもう一人の贄──テオドールはいない。それなのになぜ悪魔が現れたのか。それも、いつもと違う現れ方で。

「あの魔法陣……ベルフェゴールの仕し業わざ？　それとも別の者!?」

　わけもわからずリシェルは走った。そして護り刀──花嫁の短剣ダグ・ドウ・マリエを鞘さやから引き抜く。

　──いたわ！

　悪魔が下り立った場所は、階段付近の広くなった場所だった。服ふく飾しよく関かん連れんの書物が置かれた一角の側。そこにはリシェルと同じ年頃の少女や青年たちが十数人ほど集まっている。

「悪魔だ……！　喰くわれるぞ！」

「きゃあああっ！　いや、来ないでっ!!」

「どけ！　私が先だ！」

　彼らは我われ先さきに逃げ出そうと、階段に殺さつ到とうした。けれどその前に、二体の悪魔が立ちはだかる。悪魔は黒い体を不気味に揺すり、彼らに飛びつこうとした。

「あなたたち、頭を伏せなさい！」

　リシェルは一体の悪魔めがけて護り刀を投げた。それは見事に命中。悪魔はおびただしい量の血を噴き出しながら、霧のように人間世界から消えていく。

「アラン、予備の剣を！」

　リシェルはアランから、すぐさま三本の短剣を受け取った。それは教会で鍛きたえた対悪魔用の剣だ。リシェルの護り刀よりはるかに力は劣おとるが、今は使わざるをえない。

「リシェルさま、一撃じゃ無理ですからね」

　アランはジャケットの懐ふところから、自分用の短剣を取り出した。
















　実は彼は、短剣投げの名手。悪魔の贄となってしまったリシェルに、その技を手ほどきしてくれたのは、他でもない彼だった。

「対悪魔用の剣では、四、五回突かなければ殺せないとお考えください」

「ええ、もちろんわかってるわ」

　リシェルはごくりと喉のどを鳴らした。すぐさまもう一体の悪魔めがけて、三本全てを放つ。それらも全て的中。そしてとどめの一撃はアランが担当した。

「まったく……血で汚れるから嫌なんですよ、悪魔は！」

　そのすきにリシェルは、投げっぱなしにしていた護り刀を拾い上げた。

「あなたたち、危ないから伏せていて！　絶対に顔を上げてはダメよ！」

　階段前に集まった貴族の子し女じよたちに、リシェルはそう指示をする。

　彼らは「ひいっ」と震え上がりながらも、床に這はいつくばるようにしていた。

「リシェルさま、次はうしろです！」

　アランの指示に従い、振り返りざま攻撃する。アランが拾ってくれた対悪魔用の短剣も、休む間もなく次々と投げる。──けれど。

「きゃあああああっ！」

　限界の到来。リシェルの左腕に突とつ如じよ、激痛が走った。気づけば一体の悪魔が、リシェルの左腕に絡からみついていたのだ。

「くっ……あああっ……！」

　そこに感じる生なま温あたたかい息と、体がばらばらになってしまいそうな感覚。その数が残り七体になったところで、リシェルはついに悪魔に捕まってしまった。

　あの時と同じだ。間近に見える真しん紅くの瞳。耳に届く、自分の肉が咀そ嚼しやくされる音。リシェルは今まさに、悪魔に血肉を喰われてしまっている。

「リシェルさま、右！」

　アランはリシェルを庇うようにして戦っていた。けれど全てを倒しきれるわけもなく、今度はリシェルの右横に、別の悪魔が迫っていた。

　──この、下級悪魔が……！

　リシェルは痛みに呻うめきながらも、くっと唇くちびるを嚙かみしめた。

　ここで喰われてたまるものか！　震える手をなんとか握りしめる。

　悪魔という存在は、いったいどこまで自分を苦しめれば気がすむのか。自分の未来を、この先、どれだけ踏みにじるつもりなのだろうか。

「いいかげんに、しなさい……！」

　リシェルは絞り出すように言った。そして護り刀の切っ先を、自分の左腕に向けた。

　──負けないわ。絶対に、何度喰われようとも！

　しかしその時、リシェルの目の前で、銀色の刃がひらりと舞った。

「──なぜやすやすと喰わせている」

　動きに合わせて揺れる漆しつ黒こくの髪。まるで彼こそが悪魔かと思うような、赤茶色の鋭するどい瞳。

「あっ……」

　現れたのはテオドールだ。彼はリシェルに迫っていた悪魔を薙なぎ倒たおすと、今度は左腕に絡みついている悪魔に剣を突き立てた。ぐさりと。

「ぎゃああああああっ」

　けたたましい悪魔の悲鳴。それと同時にリシェルの腕からは、瞬またたく間まに痛みがひいていった。そして抉られた箇か所しよが、またしても癒いえていく。不気味な赤い光に包まれて。

「なるほど。何度喰われようが、俺たちの傷は治るらしい」

　全て喰らい尽くされない限りはな。そう言って、テオドールはくっと笑った。

　──ああ、あの顔だわ。

　初めて彼と出会った時に見た、あの残ざん酷こくで嗜し虐ぎやく的てきな笑み。

　彼は今きっと、悪魔を殺すことを心から楽しんでいる。

「そこでおとなしくしてろよ。ここからは俺の遊びの時間だ」

　テオドールはリシェルの前に立つと、両手に着けている黒い手袋をぐっとはめ直した。そして飛びかかってきた三体の悪魔を、踊るような身のこなしで斬きり捨てていく。

「おい、おまえらの贄はここだろう？」

　彼がその剣を振るたびに、真っ赤な血が雨のようになって降り注いだ。

　彼の濃のう紺こんのジャケットも、白いシャツも、左胸に着けている大ぶりの宝石も。さらにはリシェルの髪や頰も、生温かな血でべっとりと濡れていく。

　──きれい。

　なぜだかリシェルはそう思った。悪あつ鬼きのごとく戦う彼の姿が、その動きが、剣さばきが。なぜだかとても非現実的なものに思えて、つい見とれてしまっていた。

「ちっ……もう終わりか。せっかく来てやったのに、呆あつ気けない」

　テオドールは最後の一体に剣を突き立てると、それを無造作に蹴り飛ばした。

　すると悪魔は、あっという間にこの世界から消えていく。耳をつんざくような断末魔を、辺りに響かせながら。

　やがてそれまでの騒ぎが噓だったかのような沈黙が、この場に訪れた。その場にいる誰も彼もが呆気に取られてしまい、声を出すことができなかった。

　──終わったというの……？　本当に？

　リシェルはほうっと息を吐ついて、自分の体をぎゅっと抱きしめた。いつしか四肢が、情けないほどにがくがく震えている。

「殿下……お礼を言いますわ。助けてくださってありがとうございます」

　なんとか立ち上がったリシェルは、平へい静せいを装って礼を告げた。本当はまだ平常心にはほど遠かったけれど、テオドールに弱みを見せたくはなかった。

「監視も時には役に立つだろう？」

　テオドールはふっと口元を歪ゆがめ、そしてすぐにいつもの無表情に戻った。

「説明しろ。何がどうしてこうなった」

「それは──」

「彼女のせいですわ！」

　リシェルが口を開きかけた時、背後で唐とう突とつに甲かん高だかい声がする。

「わたくしたち、全て見ていましたもの！」

　反射的に振り返ると、そこには色とりどりのドレスに身を包んだ少女たちが立っていた。

　それは例の三人組だ。一昨日、リシェルの噂に花を咲かせていた彼女たちが、こちらに向かって走り寄ってくる。

「殿下、初めてお目にかかります。わたくしはクレア・ド・オベール、そして彼女が──」

「おまえたちの名前など聞いていない」

　テオドールは存外厳しい態度を見せた。

「俺はなぜこうなったかと聞いたんだ。しかも彼女にな」

　彼は顎あごをくいっと動かし、リシェルのことを指した。するとみるみるうちに、彼女たちの顔が怒ど気きに染まる。

「で、ですから……！　ここにいるリシェル・ド・ラグランジュさまが原因なのです！」

　少女たちはテオドールにすがりつくような格好で、リシェルのことを睨にらんできた。

　──わたくしが原因？　彼女たちは今、そう言ったの？

　思わぬ事態に、リシェルは呆気に取られてしまう。

　リシェルが原因。確かにそうなのかもしれない。なぜならリシェルの左腕には悪魔の贄の印があり、事実、下級悪魔を引き寄せてしまうからだ。

　けれど彼女たちは、なぜ急にそんなことを言い出したのだろうか？

「殿下、どうかわたくしたちの話を信じてくださいませ」

「知っていることを全てお話ししますわ！」

「そうですわね、どうせなら別の場所で、ゆっくり聞いていただけません？」

　──ああ、そういうことなのね。

　その時、リシェルは唐とう突とつに理解した。

　彼女たちの目的は、おそらくテオドールその人。リシェルを犯人に仕立て上げ、それをきっかけとして、彼と親しくなろうという魂こん胆たんに違いない。

「殿下は彼女が何者であるかご存知ないのですか？」

「彼女には恐ろしい二つ名があるのですよ！」

　少女たちが言った直後、床に這はいつくばっていた青年が「あっ！」と声を上げた。

「そうか……彼女は悪魔の花嫁だ！」

　青年はリシェルを指差しながら、すっくと立ち上がる。

「そうだ！　ラグランジュ家の一人娘だ！」

　今度は別の青年が、リシェルの素す性じように気づいた。

「あちらはテオドール殿下よね？　殿下が悪魔を退治してくださったの？」

「我々は悪魔に喰われるところだったのか……？」

　途端に辺りがざわつき始める。

　──まずい雰ふん囲い気きになったわね。

　リシェルは平静を装いつつ、辺りをぐるりと見回した。

「リシェルさま、どうなさいますか？」

　アランが小声でリシェルに指示を求めてくる。──しかし、もう遅い。

「殿下、彼女のせいです！　彼女がいるから悪魔が現れたんです！」

　貴族たちはそう主張しながら、リシェルやアラン、そしてテオドールや少女たちを取り囲み始めた。おそらく、ここから逃げ出すことはもう不可能だろう。

　──今日の一件は違う。わたくしが原因ではないわ。

　いきなり描かれた光の魔法陣。そしてそこから現れた下級悪魔。

　リシェルが考えるに今日は、意図的に誰かが悪魔を出現させた。そしてそれができるのは、リシェルが知っている限りでは、怠たい惰だの悪魔ベルフェゴールだけだ。

　──まさか、殿下が絡んでいるなんてことは……。

　ちらりとテオドールを覗のぞき見みると、うっかり目が合ってしまった。彼は少女たちにべったり寄り添われたまま、何か言いたげにリシェルを見つめている。

　リシェルはふっと目を逸らした。華やかに着飾った少女たちが、黒いドレスに身を包む自分──呪われた自分とはあまりに違いすぎて、見ていられなかったのだ。

「殿下、彼女の側そばにいると危険ですわ。だって普通の人間じゃありませんもの」

　少女たちはさらに言いい募つのった。

「わたくしたち、見たんです。彼女が悪魔を呼び寄せました。これは本当ですのよ！」

「──っ！」

　完全に噓を吐つかれて、さすがにリシェルの頭に血が上のぼる。

「ちょっとあなたがた、寝言を言うにはまだ早いんじゃなくて？　今すぐその噓を撤回しなければ──」

　しかしその時、テオドールが「おい」と割って入ってきた。

「彼女たちの言うことは本当か？」

「まさか！　殿下までバカをおっしゃらないでください！」

　そんな話が本当であってたまるか。リシェルは毅き然ぜんとした態度で顔を上げる。

　だがその直後、後頭部を引きちぎられるような痛みを覚えた。

「痛っ……！」

「噓を吐つくな！　おまえが悪魔を呼んだんだろう!?」

　気づけば一人の青年貴族が、リシェルの長い髪をぐいと摑つかんでいた。

「無礼な！　こちらは王のご親しん戚せきに当たるお方。ラグランジュ侯爵家のご息女ですよ！」

　アランがその男をリシェルから遠ざけた。しかし今度は、また別の男がリシェルの頭を鷲わし摑づかみにしてくる。

「無礼はどちらだ！」

　彼はリシェルをその場に無理矢理ひざまずかせると、勝ち誇ったように言った。

「侯爵家の人間だろうがなんだろうが、悪魔と通じた人間は裁さばかれることになっている！　この娘は教会の異い端たん審しん問もん行きだ！」

「それはあなたが決めることではないわ」

　リシェルは平然とした顔で言ってのけた。

　ここで取り乱したら相手の思うつぼだ。今、彼らは最高潮に興こう奮ふんしている。悪魔という忌いむべき存在を目まの当あたりにし、恐怖に震えているのだ。

「ならば殿下に決めていただけばいい。殿下！　この娘をぜひ教会に！」

　すると辺りから、「そうだそうだ！」と、同意の声がいくつも上がった。

　気づけばリシェルの周りには、数十人の人だかりができている。騒ぎを聞きつけた者たちが、図書館のあちこちから集まってきたのだろう。

「殿下、ぜひこの娘に大いなる罰ばつを！」

「我らに安心と安全な未来を与えてください！」

　そこで再び、少女たちの一人──先ほどクレア・ド・オベールと名乗った娘が口を開いた。

「──だったらいっそのこと、この方を殺してしまったらどうかしら」

　その瞬間、辺りが水を打ったように静まり返る。

「あなた、何をバカなことを……！」

　そんなことに同意する者がいるはずがない。侯爵家の人間に対して、あまりに行き過ぎた発言だ。リシェルはクレアの愚かさに、度ど肝ぎもを抜かれていた。

　しかしその時、辺りから「おおっ！」という喚かん声せいが上がった。

「そうだ、殺してしまえばいいんだ！」

「そうすればきっと、悪魔は現れない！」

　信じられないことに、貴族たちがクレアの意見を支持し始めたのだ。

　人間は群れると、どうしてこんなにも浅はかで暴力的になってしまうのか。

　──知っていたわ。貴族というものはたいてい愚かだって。

　けれど揃そろいも揃ってここまで救いようがないなんて、と、リシェルは呆あきれ果はててしまう。

「さすがにまずいわ、アラン。なんとかして逃げるわよ」

　小声で言いながら、背後にいるはずの従者を振り返った。

　しかしアランも、別の貴族たちにしっかり拘こう束そくされてしまっていた。

「すみません、リシェルさま……」

「いえ……そうよね。そうなるはずよ」

　目の前が急に真っ暗になったような気がして、リシェルはこめかみを手で押さえた。

　と、そうこうしているうちに、一人の男がすらりと剣を抜く。

「ちゃんと押さえてろよ？　とりあえず首を刎はねてみようじゃないか」

　普段、剣など握ったことがないのだろう。その男の手は、がくがくと震えていた。

「みんなで一気に斬りつければいいんじゃないか？」

「そうだよな、また悪魔を呼ばれたら面倒だもんな」

　リシェルの左右や背後で、次々と剣を抜く音がした。厄やつ介かいなことに彼らは、ほとんど使わない武器を、自分を飾かざる道具として身に着けている。

「あなたたち、そんな手つきで人の首が斬り落とせると、本気で思っているの？」

　リシェルがそう問うた時、正面に立った男が、銀色の刃を思いきり振り上げた。

「よし、行くぞ。みんな、俺に続け！」

　──そんな。まさか悪魔じゃなく人間に殺されるなんて……!!

　冗談じゃない。そうは思っても、頭や背をたくさんの手に押さえつけられていて、身じろぎ一つできやしない。このままでは本当にここで殺されてしまう！

「悪魔の花嫁、悪く思うなよ……！」

「殺したいなら殺せばいいわ！　──ただしわたくしは無実。あなたたちは絶対に後悔することになるわよ！」

　それが嫌なら今すぐ剣を下ろしなさい！

　そう叫びつつ、リシェルはぎゅっと目を瞑つむった。すると瞼の裏側に、リシェルの親しい人々の顔が浮かんでは消え、また浮かんでは消えていった。

　優しかった母。大好きだった祖父母。そして薄はく情じような父。

　馬が合わない兄や、すぐそこにいるアランや、かつての婚約者であるクロード。

　──やっと傲慢の石という希望を見つけたというのに！

　ここで自分の未来が潰ついえてしまうなんて！　どうしようもないほどに悔しくて、リシェルの目頭が熱くなる。

　──いや……！

　こぼれ出そうになる本音を、なんとか飲み込んだ。

　と、その時、剣の刃やいばが合わさるような金属音が、リシェルの耳に届いた。

「──やめろ」

　続いて聞こえてきたのは低く澄すんだ声だ。

　おそるおそる目を開けてみると、床の上には一振りの剣が落ちている。

　それはリシェルのことを殺そうとした男が握っていたものだ。そして彼は、「わあっ」と情けない声を上げ、リシェルの隣に座り込んでいた。

「彼女から手を離せ、このクズが。──離さなければ今すぐに殺すぞ？」

　ふと顔を上げてみると、そこにテオドールが立っていた。どうやら彼が、リシェルのことを助けてくれたらしい。彼は不機嫌そうな顔をして、こちらをじっと見つめている。

「なぜ俺に助けを求めない？　君はみすみす死ぬつもりか？」

「だって……！」

　普通に考えれば、リシェルとテオドールは敵同士だ。先ほどは彼に頼ってしまったが、それは相手が悪魔で、しかも人々を守らなければいけなかったから。

　今のような状況に陥おちいった時、まさかテオドールが味方してくれるなんて、とても思えない。なぜならリシェルが死んでしまえば、彼は無条件で護り刀を手に入れることができるのだ。

「殿下！　そいつは悪魔の花嫁ですよ！」

「先ほどの悪魔たちは、そいつが呼び寄せたんです！」

「──黙だまれ」

　テオドールは鮮かに剣を振り、周囲の男たちの手から武器を叩き落とした。そしてリシェルの頭や肩、背中を摑んでいる男たちを、ルビーのような瞳で睥へい睨げいする。

「さっさと散れ、バカ共が。これが国民の模範となる貴族かと思うと反へ吐どが出る」

　王子たる彼だからこその高貴な威圧感。その一言で、リシェルの周囲からたちまち人がひいた。

「毎晩、夜会だなんだと遊び回っている貴様らには真実が見えないらしいな」

　テオドールはリシェルの腕を摑み、ぐいと起こし上げる。

「その曇くもった目でよく見ろ。──彼女こそが悪魔と戦う者だ」

　起こし上げられた拍子に、リシェルは彼にしがみつくような体たい勢せいになった。

「殿下、あの……」

　慌てて離れようとすれば、今度はより強く抱き寄せられる結果となってしまう。

「おまえたちは彼女に救われた。……違うか？」

　その問いに、貴族たちはばつが悪そうな顔でうつむいた。

「あの時、悪魔に喰われそうになったおまえたちを、彼女が庇かばった。彼女がいなければ、おまえたちはとうに死んでいたはずだ」

　すると彼らは、途端にざわざわと騒ぎ始める。

「それは確かにそうですが……」

「いや、殿下のおっしゃるとおりだ。俺は見たぞ。彼女が悪魔と戦うところを」

「私もだ。短剣を投げて、悪魔を次々退治していたぞ！」

　群れた人間とは、とことん流動的で自己主張がないものだ。そして貴族とは基本、自分より身分の高い者には逆らわない。相手がこの国の第三王子ともなれば、なおさら。

　──さすがは貴族ね。ある意味、期待を裏切らないでくれるわ。

「殿下のおっしゃるとおりだ！　誰だ、彼女を殺せと言ったのは！」

「俺は初めからおかしいと思ってたんだ。殿下が止めてくださって本当に良かった！」

　雲行きががらりと変わった。彼らはリシェルに称しよう賛さんの眼差しを向け始めた。

　それを見たテオドールは、忌々しげに眉を顰ひそめている。

「この件はこれで終わりだ。そして一切の他言無用。それができるのなら、貴様らがラグランジュ侯爵家に対して犯した罪は見逃してやろう」

　辺りが再び、しんと静まり返った。

「異論がある者はいるか？」

　テオドールは彼らの顔をぐるりと見回す。

　異論。たとえあったとしても、王子に対して異いを唱となえられる者などいないだろう。実際に貴族たちは皆、ぴたりと口を噤つぐんでいる。

「殿下、おかしいですわ！」

　唯ゆい一いつ声を上げたのは、テオドールに突き飛ばされてしまった少女たち三人だ。

「わたくしたち、見ましたもの！　彼女の左腕にある不気味な印が赤く光ったのです！」

　すると貴族連中が、またしてもざわつき始めた。

「確かに……変な印があったように見えたが」

「ああ。うっすらと光っていたような……」

　リシェルは反射的に左腕を隠した。黒いドレスの袖は悪魔に喰いちぎられ、そこから贄の印が露ろ出しゆつしてしまっていた。

　しかしテオドールは、リシェルの腕をぐいと摑んで、皆に印を見せつけるようにした。

「殿下、いったい何を……！」

「不気味な印とはこれのことか？」

　続いて彼は、着けていた手袋をいとも簡単に脱ぎ捨て、左手を高々と持ち上げる。

　そこに現れたのは、リシェルのものと全く同じ形をした、悪魔の贄の印。

「それは……！」

　少女たちが驚きに目を瞠みはった。もちろん周りの貴族たちも、皆、息をのんでいる。

「これは彼女と揃いのものだ。それが何を意味しているか……さすがにわかるな？」

　刺青や焼き印。それらは世間では、特殊なものとして考えられている。それをあえて揃いで入れる。つまり自分と彼女はそれほどの関係──テオドールはそう匂わせていた。

「これが悪魔の刻こく印いんだというのなら、俺のことも教会の異端審問に送るか？」

「いえ、それは……まさか……」

　少女たちの顔から、すっと血の気が引いていった。
















「自分の家がどうなってもいいという者は、今すぐにでも教会に報告しろ。できないのならさっさと散れ！」

　その直後、貴族たちは蜘く蛛もの子を散らしたようにこの場から去っていく。

　その様子は、さながら悪魔に遭遇した時のよう。そして例の少女たち三人も、リシェルのことを睨みつけながら、足早に立ち去っていった。

　──助かったというの……？　本当に？

　リシェルはゆっくりと息を吐き出した。気が抜けたことで体の力も抜けてしまったのだろう。ついその場に倒れ込んでしまいそうになる。

　あまりの恐怖に、全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だっていた。手足の震えは、一向に治まりそうにない。

「彼女を部屋に運んでやれ。顔色が悪い」

　テオドールがやっとリシェルの体を解放した。彼はアランに指示を出すなり、自身もこの場をあとにしようとした。

「あの、殿下……！」

　リシェルは彼のことを呼び止めた。

「ありがとうございました。……助かりましたわ」

　悔くやしさを嚙みしめながら礼を告げれば、テオドールはちらりとこちらを振り返る。

「さすがの君も、殺されるよりは俺と噂になったほうがマシだろう？」

　そう言い残して、テオドールは颯さつ爽そうと歩き出した。血に濡れた黒髪や近衛剣士団のマントが、ふわりと揺れている。

　──彼は、何？　わたくしの敵？　それともそうではないというの？

　遠ざかっていく背中を見つめながら、リシェルは両の拳こぶしをぐっと握りしめた。

　モンドヴィル王国の第三王子、テオドール。彼は自分にとってどういう存在なのだろう。

　今はまだ、はっきりとわからなかった。
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「疲れたでしょうから、今日はもうお休みください」

　それから十数時間後。世界には夜が訪れ、王宮の中はすっかり静まり返っていた。

　燭しよく台だいの炎がちらちらと揺れる応接間の中、アランがリシェルに就しゆう寝しんを促うながしてくる。

「そうね……今日はもう限界みたい」

　時計の針が指さしているのは、深夜十二時ちょうど。リシェルは重い瞼まぶたを押さえながら、椅い子すから立ち上がった。

　昼間の一件ののち、リシェルはすぐに自室へと引っ込んだ。あのようなことがあった後だ。今日の外出は控えた方がいいだろう。そう判断し、図書館から借りてきた書物を今の今まで読みふけっていたのだ。

「アラン、あなたももう終わりにしてちょうだいね」

「もちろんですよ。私の計算では、ここからの時間はただ働きになりますからね」

　その言葉のとおり、彼も引ひき揚あげるつもりでいるのだろう。テーブルの上を片付け、椅子から立ち上がる。

「明日はどうしましょうか」

「予定通りに大教会へ行こうと思うの」

「では馬車の手配をしておきます」

　アランはすっと先回りし、リシェルの寝室のドアを開けた。リシェルが部屋の中に入ると、「おやすみなさい」という挨あい拶さつと共に、背後でドアが閉じられる。

　その途端にリシェルは、吸い寄せられるようにベッドに倒れ込んだ。

　──疲れた……。

　全身からあっという間に力が抜けていき、一気に眠気に襲われる。投げ出した手足は、まるで鉛なまりのように重い。緊張したせいだろうか。首もかちこちに固まっている。

　今日は思いもよらないことがたくさん起きた。

　魔法陣から現れた十数体の悪魔に、リシェルを殺せと騒ぎ立てた貴族たち。

　──あの場で殿下が助けてくれなかったら、今頃わたくしは……。

　想像しただけで腹が立ってきて、リシェルは唇をぐっと嚙みしめた。

「……いいえ、余計なことを考えてはダメよ」

　まずはたっぷり睡眠を取って、気力と体力を回復しなければいけない。

　テオドールから提示された期間の残りは、あと四日。明日以降、もっと厳しい出来事が起こる可能性だってあるのだから。

　──ここで挫くじけている場合ではないわ。

　前進あるのみよ、と考えながら、リシェルは寝具の中に潜もぐり込こんだ。よほど疲れていたのだろう。目を閉じた瞬間に、眠りの淵ふちへと引きずり込まれていく。

　けれど。

「ん……くっ……」

　眠りに落ちてから、どれくらいたった頃だろうか。リシェルの意識がふいに覚かく醒せいした。

　なぜなら、自分の唇から呻き声のようなものが漏れていたから。リシェルは息苦しさに襲われ、全身に冷や汗をかいていた。

　そして気づいてしまった。自分の首元にふれる、冷たい手のようなものがあることに。

　──何かしら、これ……誰かがそこにいる？

　夢か現うつつか。リシェルはおそるおそる目を開けてみた。そして思わず「ひっ」と息をのむ。

「ベルフェゴール……！」

　あろうことか、ベッドに仰向けになっている自分の前に、異い形ぎようの者が存在していた。しかもそれは、ふわりと宙に浮きながら、リシェルの首元に手をのばしていた。

　やはりこれは夢だろうか。──それとも現実？

「いやっ……！」

　リシェルは反射的に身じろぎした。するとベルフェゴールが、にやりと笑った。

「昼間の贈り物は気に入ったか？　王子に邪魔をされたが、楽しい催もよおしだっただろう？」

　昼間の贈り物。それはすなわち。

　──あの騒ぎはこの大悪魔の仕業だったんだわ！

　やはりそうだったのかと、リシェルは呆ぼう然ぜんと目を瞬まばたいた。

　消し忘れていた燭台の火が、ちらりと揺れる。そのたびに大悪魔の姿が、煌こう々こうと浮かび上がる。

　頭についている捻れた二本の角も、銀色の髪や爪も、リシェルにとっては全てが恐怖の対象だ。全身の皮膚がぞくりと粟あわ立だち、体がたちまち震えだす。

「ああ、そうだった。まずは目的を果たさなければ」

　やがてベルフェゴールは、何かを思い出したかのようにぽんと手を打った。そしてどうしてか、リシェルの顔の横に向けて手をかざしてくる。

　いったい何を!?　と、リシェルは全身を強こわ張ばらせた。すると枕元に置いていた護り刀が宙に浮かび上がり、たちまち紫むらさき色いろの光に包まれた。

「そうか、この短剣はやはり、あの気に入らないやつの……」

　ベルフェゴールは何やら唸っていたかと思うと、急に笑い出した。

「くくっ……あはは！　確信した。やはりおまえこそが鍵となる存在に違いない！」

　鍵となる存在。それはどういうことだろうか？　リシェルは眉間に皺を寄せる。

　実はリシェルには、ベルフェゴールに問うてみたいことがたくさんあった。けれど実際に大悪魔を前にすれば、ただ怯えるばかりで、声を出すことすらできなかったのだ。

「さて、腹が減ったな。ほんの少し味見をしてから帰るか……」

　そのうちにベルフェゴールは、リシェルの額に手を当ててきた。氷よりも冷たく、鉄のように硬かたい感触の肌。それがふれた瞬間、リシェルの全身に激痛が走る。

「ああっ……あっ、いやっ……！」

　ふれられた箇か所しよから、生気のようなものが吸い取られる感覚がした。

「そう、もっと苦しめ。もっともっと痛がれ。それが人間の魂をより美び味みにする」

　ベルフェゴールは楽しげに声を弾ませている。

「なに、殺しまではしない。ほんの少し味見をするだけだ」

　──やめて……。わたくしに指一本でもさわらないで……！

　これ以上、悪魔という存在にいいようにされたりはしない！

「あっ……くっ、ふっ……ざけないで！」

　怒ど気きを爆発させたリシェルは、死に物狂いで硬直した体に力を入れる。

　かろうじて持ち上がった左手が、宙ちゆうに浮かぶ護り刀の柄つかを握った。その切っ先を大悪魔に向けると、ベルフェゴールがリシェルからたちまち距離を取った。

　途端にリシェルの体からは、痛みがひいていく。

「おっと……くくっ、怖い怖い。それはなかなか厄やつ介かいなものだからな」

「何がおかしいの……？」

　怒りが最さい高こう潮ちように達したままのリシェルは、上半身を起こし、剣をかまえた。体の震えはぴたりと止まっていた。恐怖は消え失せ、憤いきどおりだけがリシェルの中に残っていた。

「あなたの目的は何？　テオドール殿下とはどういう関係なの？」

　しかしベルフェゴールは、その質問に答えてはくれなかった。

「人間の娘、俺様が一つ助言してやろう。傲慢の石についてだ」

　大悪魔は再びリシェルの眼前に迫り、耳元で囁ささやく。

「──虚きよ無むの街まちへ行け。傲慢の石は、そこにある」

　そしてベルフェゴールは、リシェルの前からすっと姿を消したのだ。そこにはまるで初めから誰もいなかったかのように、ただ静けさが残るだけとなった。

「リシェルさま、どうかなさいましたか？」

　その時、リシェルの寝室の扉が控ひかえめにノックされた。

　やってきたのはアランだ。なんらかの物音を聞きつけ、心配になったのだろう。彼の声を聞いた瞬間、リシェルの全身から一気に力が抜けていく。

「いえ、なんでもないわ……ちょっと嫌いやな夢を見ただけ」

　リシェルは倒れ込むようにベッドに横になった。

　耳の奥のほうでは、ベルフェゴールのとらえどころのない声が、いつまでも響いていた。

　──虚無の街へ行け。傲慢の石は、そこにある。
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　翌日の早朝、リシェルはアランと共に、モンドヴィルの王宮を出しゆつ立たつした。

　馬車に乗り、向かった先は虚きよ無むの街まち。

　リシェルの父が治おさめるラグランジュ侯こう爵しやく領りようと、かつての婚こん約やく者しや、クロードの家が治めるベルレアン侯爵領の、狭はざ間まに位置する場所だった。

「虚無の街が一切の人間の立ち入りを拒こばむということは、もちろんご存知ですよね？」

　馬車が走りだして早々、アランがそう問うてきた。

　そう。虚無の街は、百年前に張られた悪魔の結界らしきもので守られているそうなのだ。

「もちろん知っているわ。けれど、ベルフェゴールが『虚無の街へ行け』と言ったのよ。何か、街に入れる方法があるんじゃないのかしら」

　リシェルは昨夜の出来事を、脳のう裏りに思い起こしていた。

「寝てる間の出来事ですからね。夢だったという可能性はないのですか？」

「残念ながら現実よ。首を絞しめられたり、魂を抜かれそうになったんだもの」

　口に出すだけでぞくりとした。夢のように不ふ可か思し議ぎで、けれど激しい痛みを伴ともなう現実での出来事。リシェルは無意識のうちに、左腕の贄にえの印を押さえつける。

　今日もとりたてて、それがうずくようなことはなかった。しかし今となっては、いつどこで悪魔が現れてもおかしくないような状況だった。

「虚無の街に着くのは夕方になるでしょう。今夜は宿を探さなければいけませんね」

　アランがポケットから懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出した。

　時刻は朝七時。どうやらあと九時間くらいは馬車に揺られ続けなければいけないらしい。

「そうね。虚無の街の様子を確認してから、近くの町にでも行ってみましょう」

「近くの町とは……たしかベルレアン侯爵領の方だったかと思いますが」

　つまり、クロードの父が治める領地内に滞在する、ということだった。

「しかたがないわ」

　リシェルは平静を装いながらも、震ふるえる手をぐっと握りしめた。

　本音を言えば、ベルレアン侯爵領に足を踏み入れること自体に、大きな抵抗を感じる。しかし虚無の街から二、三時間程度で移動できる町は、他にないとのことなのだ。

　──それに、あの方がその町にいるはずがないもの。

　彼の居城は、ベルレアン侯爵領内、最大の街にある。辺境のその場所で再会する可能性は、皆無と言ってもいいだろう。

「ではそう予定いたします。なるべく早めにその町に入りましょう」

　頭の中で段取りをつけたのだろう。アランは懐中時計の蓋ふたを閉じ、ポケットにしまった。

　リシェルは無言のまま頷うなずき、窓の外に流れる景色に視線を移す。

　二頭立ての馬車は、リシェルの願いどおりに疾しつ走そうし続けていた。
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「そろそろ目的の場所に到着いたします」

　それから九時間後。日も傾き、辺りが橙だいだい色いろに染まり始めた頃。

　馬の手た綱づなを取っていた御ぎよ者しやが、そう声をかけてきた。途と端たんにリシェルとアランは顔を見合わせる。

「何もない場所なのね」

　馬車の小窓から外を眺めると、目に映る景色は広大な草原のみだった。一見した限り、家や畑の一つもない。どうやら本当に、虚無の街の周囲には人が住んでいないらしい。

「リシェルさま。地図によれば、あの森を抜けたところに虚無の街があるようです」

　アランが前方に生おい茂しげる常じよう緑りよく樹じゆ林りんを指差した。馬車は勢いよく、その中に入っていく。

　──暗い。まるで夜のようだわ。

　傾いた陽射しは、森の奥深くまでは照らしてくれないらしい。何かよくない気配を感じ取っているのだろうか。二頭の馬が、急に足取りを重くした。

　そして十数分走った頃、立ち並んでいた木々がようやく消えた。リシェルの目の前が一気に開け、再び太陽の光が戻ってくる。

「あれが虚無の街……！」

　やがてリシェルの視界に、想像を絶するような光景が飛び込んできた。

　──こんな形をしていたなんて！

　森を抜けた先は、草木の一本も生えていない黄おう褐かつ色しよくの荒こう野やだった。見渡す限り、延々と続く大地。そこに巨大なドーム状のものが、ぽつんと存在している。

　それは紫むらさき色いろの薄い膜まくのようなものでできていた。ぼんやり光るそれが、街全体を覆い尽くしている。

「これが悪魔の結界……？」

　リシェルは呆ぼう然ぜんと呟いた。

「ええ……おそらくそうなのでしょうね。ですが、これほどとは……」

　一方のアランも、たじろぐような顔をしている。

　王立図書館から借りた資料に、虚無の街に関する記述はいくつかあった。だが、まさかこんなにも奇怪な形状であるとは、リシェルもアランも予想していなかったのだ。

「すみません、あの……本当に進むんですか？　あれを目指して!?」

　御者台に面した小窓から、御者がそう問うてきた。彼の目はもちろん恐怖に怯おびえている。

「ええ。できるだけ近くまで行ってちょうだい」

　きっぱり答えたリシェルだったが、その直後に「止めて！」と、反射的に声を張り上げた。黄褐色の地表に、自分たちの馬車以外の轍わだちを見つけたからだ。

　──誰かが来ているんだわ。虚無の街に。

　ちらりと見ただけでわかった。それはまだ新しいものだった。

　リシェルは馬車を降りて、轍をじっくり検分する。

　それは自分たちの馬車のものに比べてやや太く、そして深かった。周囲には数頭分の馬の蹄ひづめの跡が、くっきりと残っている。

　ということは、馬車はリシェルたちが乗るものよりも一回り大きいもの。そして複数の護衛つきということだ。相手はこちらより身分が上な者である可能性が高い。

「テオドール殿でん下かだわ」

　リシェルはそう確信した。

　実はリシェルは今朝、万が一にも彼と遭そう遇ぐうしないように、日が昇ると同時に王宮を出立してきた。しかしその時にはもう、テオドールは王宮を出ていたらしい。

　ベルフェゴールから情報を得たのか、あるいはリシェルを監視していた上で情報を得たのか、どちらかはわからない。──わからないけれど、これだけは理解できる。彼が動いたということは、リシェルがここに来たことも間違いではなかったということだ。

　──ここに傲慢の石がある可能性が高いんだわ。

　リシェルは期待に胸を躍おどらせた。心臓が無意識のうちに高鳴り始める。

「急ぎましょう。馬を早く走らせてちょうだい」

　再び馬車に乗り込んだリシェルは、御者に向けてそう指示を出した。




「ありがとう。あなたはここで待っていて」

　虚無の街に近づけば近づくほど、馬は恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいった。恐怖に目を見開き、前脚を何度も上げ、とてもまっすぐ進めるような状態ではない。

　そのためリシェルとアランは、手前で馬車を降りて歩くことにした。

「こんなことになるなら踵かかとの低い靴を履はいてくればよかったわね」

　細いヒールを大地に取られ、とにかく歩きにくい。それでもリシェルは、歩ほ速そくを落とすことなく、虚無の街を目指す。

「ここが境界ね……」

　やがて二人は、悪魔の結界すれすれの場所に辿たどり着いた。結界はやはり薄い膜のようなものでできていて、ぼんやりと紫色に光っている。

　顔を近づけて見れば、そこから中の様子をうかがうことができた。レンガ造りの家々、石畳の路地、噴水のある公園──驚くことに、中には普通の街並みが存在していた。

　街の北側に建つ大きな建物は城だろうか。その隣には聖堂のようなものが見える。

　それらは結界の影響で灰色がかった紫色に染まって見えるものの、何かが大きく壊れたり、崩れたりしているような印象はなかった。

「これが、虚無の街……」

　というよりも、虚無の街になってしまった街。

　百年前に時を止めた場所なので、もちろん古びてはいる。けれど悪魔の結界さえなければ、今すぐにでも動きだしそうな街にも思えた。

「たしか血の結婚式の際に、この結界ができたのよね？」

　リシェルが確認のために問えば、アランが「ええ」と頷いた。

　血の結婚式──それはこの街で執とり行おこなわれた貴族の結婚式だ。その最さ中なかに大量の悪魔が出現。参列者や住民たちを喰い尽くし、街全体に結界を張ったのだという。

「いったい何が目的だったのでしょうね」

　アランがふいに結界に手をのばした。そしていきなり「うわっ！」と後あと退じさる。

　紫色の膜のようなものにふれた瞬間、その手を激しく弾はじかれたのだ。

「ちょっとあなた、大丈夫!?」

「ええ、怪け我がはしていませんが……人間が立ち入れないというのは事実のようですね」

　アランは焦こげ茶ちや色いろの目を瞬まばたきながら、右手をさすっている。

　──ただの人間はこの中には入れない。絶対に。……けれど、わたくしは？

　リシェルは左手をそろりと持ち上げ、紫色の膜のようなものに向けてゆっくり近づけた。

　すると驚くことに、リシェルの左手は結界をすっと素通りした。

「やはりそうなのね……」

　いくらふれてみても、それに弾き出されることはない。

　リシェルとアランは、顔を見合わせ、ごくりと息をのむ。

「リシェルさまだけがこの中に入れるということは、おそらく……」

「そうね。きっとこの印があるからだわ」

　リシェルはドレスの袖そでを上げ、そこにある贄の印を露わにした。いつしかそれは、ほのかな光を帯びていた。結界に呼こ応おうするように、紫色に光っている。

「悪魔の結界は、わたくしを悪魔の贄であると認識したのよ。人間ではなくてね」

「では仮にそうであったとして……どうしますか？」

　ふと顔を上げると、アランはいつになく真剣な面おも持もちをしていた。

　何をどうすると聞いているのか。質問の意い図とは問い返さなくてもわかった。

　虚無の街に入れるのはリシェルだけ。アランが付き添えるのは結界の外までだ。そういう状況で一人、中に足を踏み入れるのか否いなか──彼はその選択をリシェルに迫っていた。

「愚問ね。答えるまでもないわ」

　──石を手に入れるためには、この街に入る必要がある。たとえわたくし一人でも。

　リシェルの意志は揺るぎなかった。

「ではせめて明日の朝からにしてください」

　予想どおりの答えだったのだろう。アランはやれやれ、といった様子で息を吐はいている。

「あなた、中に入れなくてよかったわね。街にはきっと悪魔がうじゃうじゃいるわよ」

　リシェルはおどけるように首を竦すくめてみせた。軽口を叩くことで、湧き上がってくる恐怖心を抑え込みたかったのかもしれない。

「ここ最近でいちばんの幸運ですよ。きっと命がいくつあっても足りやしない」

　アランも戸惑う気持ちを押し隠したいのか、困ったような顔で微笑ほほえんでいる。

　その時だった。

「──っ！　リシェルさま！」

「ええ……もちろんわかってるわ」

　荒野に立つリシェルとアランの体が、かすかな振動を感じ取ったのだ。

　二人は同時に首を巡らせた。すると街の北側の方角から、一台の馬車と数頭の馬がこちらにやってきていることに気がついた。

　──テオドール殿下だわ。

「あれは……王家の紋もん章しよう入りの馬車ですね」

「うしろの馬に乗っているのは近衛剣士団の団員たちよ」

　リシェルとアランの間に、たちまち緊張感のようなものが走る。

　その一行はこちらに向かってきたかと思うと、結界から離れた場所でぴたりと止まった。おそらく馬が怯おびえてしまい、それ以上は近づけないのだろう。馬車の扉が開き、中から二つの人影が降りてくる。

　現れたのは、リシェルが予想したとおり、テオドールその人。そしてルイも一緒だった。

「リシェル、偶然だね！　君も来てたんだー」

　寒いのだろうか、ルイは気け怠だるげに背中を丸め、リシェルの元まで歩いてきた。しかしすぐに、「おまえは黙ってろ」とテオドールに一いつ喝かつされ、彼の背後に下げられる。

「馬車が見えたので戻ってきてみれば……君はここで何をしている？」

　やがてテオドールがリシェルの前に立った。

「なぜここに来た。誰かに何かを聞かされたのか？」

　彼は赤あか茶ちや色いろの瞳で、リシェルを睨にらむように見下ろしてくる。

　──誰かに何かを聞かされたのか、と問うてくるということは。

　テオドールは知らないのだ。昨夜、ベルフェゴールがリシェルの前に現れたことを。

「べつに、用があったから来たまでです。そしてその用がなんであるのかを殿下に明かすつもりはありませんわ」

　リシェルは言い逃げするように、ぷいっと顔を背そむけた。

「なるほど、なかなか生意気な猫ねこだな」

　視界の隅に映るテオドールが、わずかに口元を引き上げたような気がする。

「おおかた誰かに何かそそのかされ、傲慢の石を探しにきたのだろう？」

　もちろん彼は、あっさり言い当ててきた。もしや彼も、ベルフェゴールから同じ助言を得ているのかもしれない。リシェルはそう思った。

「だがもう日も沈む頃だし、隣町に出向いて宿を探そうとしているところ──違うか？」

「だったらどうだと言うのですか」

「ならばちょうどいい。今すぐ俺についてこい」

「……は？」

　いきなりわけのわからないことを言われて、リシェルはさすがに戸と惑まどった。

「ちょうどいいって……いったい何がちょうどいいんですの？」

　疑問の眼まな差ざしをテオドールに向ける。

　すると彼は、踵きびすを返しつつ、リシェルに向けて手招きをしてきた。

「説明は後だ。聞こえなかったのか？　『今すぐ俺についてこい』と言ったんだ」

「せめて行き先を教えてくださいませ」

「俺が用意した宿だ。今夜は君もそこに泊まれ」

「なぜそうする必要が？」

「君に話があるからだ」

　テオドールはしれっとした顔でたたみかけてくる。

「君にとっても悪い話ではないと思うが？」

「それは……今ここで話していただくわけにはいかないのですか」

　彼の目的はいったいなんなのかと、リシェルは考えあぐねていた。

　リシェルとテオドールはゲームの競きよう争そう相手だ。これから彼を出し抜き、傲慢の石を手に入れようとしているのに、同じ場所で一夜を過ごす気分にはとてもなれなかった。

　──そうよ。殿下が何か企んでいる可能性だってあるもの。

「殿下のお話はうかがいますわ。けれどそれはこの場で。宿は別に取らせていただきます」

　リシェルがきっぱり言い切ると、テオドールはすっとした目元をさらに険けわしくする。

「おそらく君と俺が目指す町は同じ。そして君は宿を探そうにも、そう簡単に見つけることはできないだろう」

「どうしてそう思われるのですか」

「ここからいちばん近いルルスティアは、小さな田舎町だ。宿自体があるかも怪あやしいものだな」

　確認するべくアランを振り返れば、彼は無言のまま頷いた。つまり肯こう定てい。どうやらテオドールが言っていることは真実らしい。

「そしてここからルルスティアまでは、まだいくつもの森を抜ける必要がある。もちろん夜が深まれば道に迷う可能性も高くなる。よって俺はこれ以上、ここに長居する気はない。──以上のことを踏ふまえて俺についてこいと言ってるんだが、まだ何か文句があるのか？」

「それは……」

　テオドールの勢いに気け圧おされ、リシェルはつい言葉を失っていた。

「文句がないならさっさと自分の馬車に乗り込め。遅れずにあとをついてこい」

　そう言うなりテオドールは、今度こそ踵を返してしまう。

　彼はルイの襟えりを摑み、引きずるようにして自分の馬車へと戻っていった。

「リシェルさま、どうなされますか？」

　リシェルの耳元で、アランがこそっと問うてきた。

「……いいわ。そこまで言うのなら、殿下の指示に従いましょう」

　そう。話があるというのなら聞く。リシェルにとって悪い話ではないというのならなおさらだ。その上でどう行動するのか、リシェル自身が考え、決断すればいい。

　リシェルは黒いドレスの裾すそを揺らし、決然として歩きだした。そして自分の馬車を操る御者に、テオドールの馬車に従うよう命じたのだ。
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　二台の馬車とその護衛は、虚無の街を離れ、すぐにベルレアン侯爵領に入った。いくつかの森や草原の中を走り続け、三時間後にはルルスティアという町に到着する。

「確かに小さな町ね」

　リシェルは馬車の窓から町の様子をうかがった。レンガ造りの家々に、整備されていない路地。日が落ちたためよくは見えないが、店らしきものもあまりないように思える。

「殿下の馬車はあちらを目指しているようですが……」

　アランが窓の外を指差した。その先に建つのは、この町に不似合いなほど大きな建物だ。

　おそらくベルレアン侯爵の所有するものなのだろう。三階建てらしき石造りの城が、小高い丘の上にどんと建っている。

「そんな……ちょっと待ってちょうだい」

　リシェルの心臓が、どくんと嫌な脈を打った。テオドールが本当にあの建物に向かっているのだとしたら、リシェルにとっては最悪の事態だ。

　城には侯爵家の紋章が入った旗はたが掲かかげられ、これでもかというほどの松たい明まつが焚たかれていた。ということは、ベルレアン侯爵本人が──さらにはその息子であるクロードが滞在している可能性が高い。テオドールはあらかじめ、自分の訪れを告げてあったのだろう。

「アラン、馬車を止めさせて！　殿下に話があるの！」

　しかし御者は、馬の脚を止めなかった。──いや、正確に言えば止められなかった。

　なぜならリシェルの馬車のうしろには、数人の護衛がついていたから。テオドールが連れてきた近衛剣士団の団員たちが、速度を落とすことを許さなかったのだ。

「ねえあなたたち、一度、馬車を止めたいの！　殿下にそう伝えて！」

　リシェルは窓から顔を出し、護衛の一人を呼んだ。しかし彼は、「いいえ」と首を横に振るばかりで、一向に取り合ってはくれなかった。

「このままお進みください。もうじき目的地に到着いたしますので」

　結局リシェルが乗った馬車は、そのまま前進し続けた。

　そして丘の上に立つその城の前庭へと、ついに進入してしまったのだ。




「殿下、お話があるのですが！」

　馬車を降りるなり、リシェルはテオドールの元に駆かけ寄よった。

　到着した場所はやはり、ベルレアン侯爵がルルスティアにかまえる別邸だった。

「今度はなんの文句だ？」

　馬車から降りたテオドールは、その手に黒い手袋をはめ直していた。たくさんの松明の灯あかりに照らされ、彼の美貌が妖あやしく浮かび上がる。

「やはりわたくしは別に宿を取りますわ。ここにお世話になるわけにはいかないのです！」

　しかしその時、城の正面玄関が開き、中から恰かつ幅ぷくのいい中年男性が現れた。

「テオドール殿下、ようこそいらっしゃいました！」

　声を聞いただけでわかった。彼こそがこの城の主あるじ、オーバン・ド・ベルレアン侯爵──つまりリシェルの元婚約者、クロードの父だ。

　──最悪だわ！

　リシェルは反射的にその場から逃げ出そうとした。すると何かを察さつしたのか、テオドールがリシェルの腕をぐいと摑み、自分の背後に押し隠そうとする。

「おや？　殿下、そちらの女性は……？」

　ベルレアン侯爵の問いに、テオドールは「ああ」と口を開いた。

「できれば詮せん索さくしないでいただきたいのだが……実は彼女とゆっくり過ごしたくて貴き殿でんの領地にお邪魔したのだ」

　予想外の答えだったのだろう。ベルレアン侯爵は、驚きに声を上うわ擦ずらせる。

「そ、そうだったのですか……！　いや、まさか殿下にそのような方がいらっしゃるとは」

「貴殿に迷惑をかけることにならなければいいのだが」

「まさか、迷惑だなんてとんでもない！　どうぞごゆるりと滞在してくださいませ！」

　ベルレアン侯爵は「さあ、さあ！」と、テオドールに入城を促うながし始めた。

「かたじけない。明日まで世話になる」

　礼れいの言葉を口にしながら、彼は自分の肩から近衛騎士団の黒いマントを取り外す。

　なぜ？　と目を瞬いていると、外したマントがリシェルの頭にばさりと被かぶせられた。どうやらテオドールは、リシェルの素す性じようをとことん隠すつもりらしい。

「おい、そこの従じゆう者しや……彼女のことを連れてこい」

　リシェルはアランに手を引かれて、ベルレアン侯爵の城の中へと足を踏み入れた。やがて誰に正体を見破られることもなく、とある客室に通されたのだ。
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「……まったく、殿下はいったい何をしてらっしゃるのかしら」

　それから数時間がたち、夜も相当に更ふけた頃。リシェルは自分用にあてがわれた部屋の扉とびら──もうずっと閉められたままのそれを、苛いら々いらしながら睨み続けていた。

　テオドールはリシェルをこの部屋に送り届けるなり、姿を消してしまった。リシェルはアランと二人、もう長いこと放置されたままだったのだ。

「これじゃ意味がないわ。話があるというから殿下に従ったのに……」

　先ほどはテオドールが機き転てんをきかせてくれたおかげで、なんとか難を逃れることができた。けれど目的が果たされなければ、ここにいる理由がない。

「おそらく、ベルレアン侯爵の接せつ待たいをお受けになっているのでしょう」

　アランがちらりと時計を見た。時刻はもう十二時。すでに日付が変わってしまっている。

「これじゃいつまでたってもベッドに入れないわね」

　リシェルはうんざりしつつ、応接間の窓から外を見た。

　リシェルにあてがわれたのは、城の一階にある客室だ。そこには応接間と寝室と使用人部屋があり、応接間のバルコニーからは庭に下りられるようになっている。

「まあそうおっしゃらずに。とりあえずは落ち着いて文ぶん献けんに目を通しましょう」

　アランは持ち込んだ書物をぱらぱらとめくっていた。

　しかしすぐに、何かを思い出したかのように、ぽんと手を叩たたく。

「そうだ。私、少し出てまいりますね。明日の朝食のことなど聞いてこなければ……」

　彼はぶつぶつ呟きながら、慌あわただしく椅子から立ち上がった。

　場所が変わっても、彼の仕事は基本的には変わらない。おそらくリシェルのために、最適な環境を整えてくれるつもりでいるのだろう。

「殿下がいらっしゃるかもしれないから、できるだけ早く戻ってきてちょうだいね」

　リシェルは廊下に出て行くアランの背中を見送った。そして扉が閉まると同時に、ふうっと長い息を吐つく。

「接待って……まさか晩ばん餐さん会かいの後あとに、音楽会でも開いているのかしら」

　ふと気になったリシェルは、バルコニーから庭へ下りてみることにした。

　客人を迎えた時、貴族は音楽会を催もよおすことが多い。そしてそれが開かれている場合、建物の外にまで楽の音ねが届いてくるはずなのだ。

　──もしもそうなら、すぐにでも寝てしまったほうがいいわ。

　催しはたいてい朝方まで続く。テオドールの訪れを待つだけ無む駄だだと思えた。

「さすがベルレアン侯爵。辺境の城の庭も、きちんと手入れさせているのね」

　客室の前庭は、大きな薔ば薇ら園えんになっていた。蔓つる薔ば薇らを這わせた円柱やアーチがあちこちにあり、まるでちょっとした迷路のようだ。

　冬の今、花が咲いているということは、そういった種類の薔薇なのだろう。白や赤や橙など、夜の闇の中、美しい花々が浮かび上がって見えた。

　用心深く周囲を見回してみるが、辺りに人影はない。リシェルはこの時ばかりは安心して、うっとりと目を細めた。風に乗り、鼻先にまで薔薇の花の香りが届いてくる。

「寒いと思ったら雪だわ……」

　ふと見上げてみれば、空には灰色の雲が立ち込め、ちらちらと粉雪が舞い始めていた。

　吐く息は真っ白。リシェルは寒さに身を震わせる。

　──ああ、やはりそうね。楽の音がしているもの。

　風向きが変わったところで、やっと弦げん楽がつ器きを奏かなでる音が聞こえてきた。リシェルの推測どおり、やはり城内のどこかで音楽会が開かれているらしい。

　ならばすぐにでもベッドに入って眠ってしまおうと、リシェルは踵きびすを返した。

　しかしその時。

「どなたかそちらにいらっしゃいますか？」

「────っ!?」

　暗闇の中、そう声をかけられて、心臓が大きく跳はね上がる。

　──そんな、まさか……。

　リシェルの心臓はそのままどくどくと脈を打ち、今にも破裂してしまいそうになった。

　全身が震えた。嗚お咽えつが漏もれそうになり、急いで唇を引き結んだ。魂が抜け出そうなほど心が揺さぶられ、感情が一気に波立つ。

「どなたかいらっしゃいますか？　もしやテオドール殿下ですか？」

　それは低く、柔やわらかく、耳に心地よく響く声だった。

　──知っている。これはあの方のお声だわ。

　リシェルは薔薇の木陰にさっと身を隠した。

　するとすぐさま、一人の青年が姿を現した。

「あれ……おかしいな。誰かいたような気がしたんだが」

「クロードさま、お戻りください！　殿下のことは我々が捜します！」

「いや、僕も捜すよ。でもこちらにはいらっしゃらないみたいだ」

　城から漏れる光に照らされ、その姿が露あらわになる。

「────っ!!」

　いつだって羨うらやましいと思っていた金色の髪。リシェルと会うたびに優しく細められた青い目。身にまとっている衣装の色は、彼がいつも好んで着ていた深しん緑りよく色いろだ。革のブーツも、胸に輝くサファイヤの飾りも、悲しいくらいに見覚えがある。

　──クロードさま。

　リシェルは自分の口元を手で押さえつけた。

　そうしなければ今すぐにでも、彼の名前を呼んでしまいそうだったからだ。

　──まさか、本当に会ってしまうなんて……！

　なんて懐かしいのだろう。一年ぶりに見かけた、かつての婚約者の姿。

　ちっとも変わっていない。優しげな表情に、穏やかな声こわ音ね。身のこなしからちょっとした仕し種ぐさまで、全てリシェルが知っているあの人だ。

「今度は東側の庭を捜してみよう」

　数人の従者を連れて、クロードがこの場から去っていった。その直後リシェルは、雪に濡れ始めた地面にぺたりと座り込んだ。

「クロードさま……！」

　声に出した途端に、目から涙がぼろぼろこぼれ落ちた。

「待って……行かないでください……！」

　心が自然と声になる。

　実はリシェルは、すでにクロードへの恋心──未み練れんのようなものを断ち切っていた。

　けれど彼の姿を見て、幸せだったあの頃の自分を思い出してしまっていた。

　そう、あの頃──。十六歳で彼の妻つまとなり、そのうちに子供を産んで、きっと幸せな生涯を過ごすのだと予想していた。どこでどう間違えても、悪魔に命を狙われるような生活を送るとは思っていなかったのだ。

　──あの頃のわたくしは、無知だったわ。

　そして無知とは、ある意味、とても幸福だ。

　肉親の情の薄さを知ることもなく、ただ毎日着飾って、クロードのことを想っていればよかった。周りにはたくさんの人たちがいて、いつだって自分を支えてくれていた。

「クロードさま……」

　リシェルはもう一度、声に出して呼んでみた。

「──何を泣いている」

　いきなりそう声をかけられたのは、予想外のことだった。

　反射的に顔を上げると、驚くことにテオドールがいた。彼は鳥とり籠かごのような形をした東あずま屋やの中の、白いベンチに腰を下ろしている。足下に手て提さげ式のランプを置いて。

「殿下……」

　いつの間にそこに現れたのか。いったいどこから見ていたのか。動揺を隠しながら、リシェルはただちに立ち上がった。彼に弱みを見せてはダメだ。彼は自分の敵なのだから。とっさにうつむき、涙に濡れる頰をドレスの袖そでで押さえる。

「べ、べつに泣いてなんかいませんわ。ちょっと転んでしまっただけで……というか、すみません、話は明日の朝にしていただけます？　わたくし、今日はもう休みますので」

　リシェルは「ではお休みなさいませ」と、テオドールが座るベンチの前を横切ろうとした。しかしすぐさま、彼に腕をぐいと摑まれる。

「答えを間違えるな。俺はなぜ泣いていたのかと聞いたんだ」

　テオドールはベンチに腰を下ろしたまま、リシェルを見上げるようにしてきた。

「ですからわたくしは別に──」

「クロード・ド・ベルレアン。あいつが君の婚約者だった男か？」

「────っ！」

　あっさり核かく心しんにふれられ、リシェルは息をすることを忘れた。

　一方のテオドールは、「答えろ」と、リシェルの腕をさらに強く握ってくる。

「やめて……離してくださいませ！」

　さすがに取り乱したリシェルは、テオドールの手を勢いよく振り払った。

「だったらなんだと言うのですか。殿下には関係のないことでしょう？」

　摑まれていた部分が、熱を持ったように熱い。まるで自分の腕ではないみたいだ。

「確かに関係はない。──が、気の強い君が、あんなくだらない男のために泣いていたのかと思ってな」

　くだらない。クロードのことをそう言われた瞬間、さすがにリシェルはカッとした。

「撤てつ回かいしてください。あの方のこと……そのようにおっしゃらないでください」

　──あの方のこと、何一つだって知らないくせに。

「くだらない男だと判断したからそう言ったまでだ。言い換えるつもりは毛もう頭とうない」

「わたくしも聞き流すつもりは毛頭ありませんわ。今すぐ撤回してください」

　リシェルが迫れば、テオドールの口元は珍しく綻ほころんだ。それは悪魔と対たい峙じした時に見せる、あの好戦的な笑みにとてもよく似ているような気がした。

「君はあのくだらない男を庇かばって悪魔の贄となった。なのにあの男は自分の身代わりとなった君をあっさり捨てた。──そうだろう？」

「どうしてそれを……」

　テオドールが知っているのか。考えた瞬間、リシェルはハッとした。

　今から四日ほど前。テオドールと出会った際に、リシェルは彼が悪魔の贄となった過去の記憶を見た。おそらくあの時、彼にも同じ現象が起きていたのだろう。

「君が考えているとおりだ」

　テオドールは見み透すかしているかのように言った。

「あの時、俺の脳のう裏りにその時の光景が流れ込んできた。……真っ白なドレス姿の君や、そのドレスに赤く散った悪魔の血。そして絶望に震える君の顔が」

　言いながら、彼はすっくと立ち上がる。その顔からはもう、一切の表情が消えている。

「その上であの男はくだらないと判断した。君が庇う価値の全くない男だった。──何か反論があれば聞くが？」

「やめてください。あの方のこと……そういうふうに言わないでください」

　リシェルは震える両手をぐっと握りしめる。

「くだらなくなんてないわ。だって贄となった娘との結婚をやめるのは当然のことです」

　そう。それはしかたのないことなのだ。誰だって自分の命がいちばん大切なのだから。

　──けれど。

「もし俺があの男だったら、絶対に手放しはしない」

　テオドールが突然そう言い出したので、リシェルは「え？」と目を瞬まばたいた。

「命を懸かけて守ってくれた君のことを、一生涯愛し抜く。絶対に」

　テオドールの表情は、思わず気け圧おされてしまうほどに真剣だった。

「噓じゃない。誰よりもただ、君だけを。悪魔に奪われてしまわないよう、この手の中で大切に慈いつくしむ」

　──殿下の手の中で、大切に……？

　声に出さずに繰り返した刹那、向かい合う二人の間を凍いてつく夜よ風かぜが吹き抜けていった。

　彼の黒い髪がふわりと風になびき、辺りに粉雪が舞う。城の広間から漏れてくる光に照らされ、彼の赤茶色の瞳が星のように光る。

「………………」

　リシェルはつい言葉を失っていた。

　テオドールの瞳から、熱い眼差しから、なぜか視線が外せなかった。

　自分の耳や頰が急激に火ほ照てったような気がして、とにかく落ち着かない。心臓がどきどきと高鳴って、うるさいくらいだ。

　──何を戸惑っているの。べつに愛の告白をされたわけじゃないわ。

　わかっている。彼が口にしたのは、「もし俺があの男だったら」という譬たとえ話だ。しかしその熱情が、自分に向けられたもののように錯さつ覚かくして、リシェルの体は熱を持った。

「愛さないわけがないだろう？」

「え……？」

「自分を犠ぎ牲せいにしてまで守ってくれた相手のことを、愛さないわけがないんだ」

　テオドールはごく当たり前のことのようにそう言った。

　──ああ、そうなのね。

　その時、リシェルは気づいてしまった。ずっと見えないふりをしていた。気がつかないふりをしていた感情が今、形になって、すとんと胸の中に落ちてくる。

　──本当はわたくしも、そういうふうに愛されたかったんだわ。

　この一年、『しかたがない』と自分に言い聞かせ続けてきた。そうしなければきっと、クロードのことを憎いと思ってしまったから。自分が悪魔の贄になってまで助けた彼のことを、決してそう思いたくはなかったのだ。

　けれどもし、テオドールが言うように、クロードに愛されていたのなら？

　それだけでリシェルは幸せだった。たとえ悪魔に喰われてしまおうとも、血溜まりの中で息絶えるその時まで、幸せでいられたはずだったのだ。

「殿下は……ひどいですわ」

　じわりと涙が滲にじみだして、リシェルは慌てて顔を下向けた。

　そんなことを今、言うなんて。そのことをリシェルに気づかせてしまうなんて。

「君があんな男のために泣くからだ」

　素そっ気けなく言って、テオドールは再びベンチに腰を下ろした。

　やがてその場に、震えるような沈黙が降りてくる。

　聞こえてくるのは、広間から漏れる楽の音と、「テオドール殿下ー！」と、どこかで誰かが彼のことを捜す声音だけ。

「……殿下のこと、捜していらっしゃるようですけど」

　ふいにリシェルが口を開けば、彼は「ああ」と、どうでもよさそうに頷いた。

「途中で抜け出してきたからな。ああいったうるさい場所は苦手だ」

　憂うれいを帯びたその横顔は、やはりはっとするほど美しい。粉雪をその身にまとった彼は、いつもよりも神秘的にリシェルの目に映っている。

「まったく……何が音楽会だ。貴族は王族以上に無駄金を使うのが好きだな」

「しかたありませんわ。彼らは自分たちが楽しむことだけを考えて生きているんですもの」

「愚かな貴族などまとめて滅びてしまえばいいものを」

「まあ、素す敵てきな案。けれどそれでは国が立ち行かなくなりますわ。あのような存在でも、この国には必要でしょう」

「やけに達たつ観かんしているな」

「世の中、達観せざるをえないようなことばかりですもの」

　リシェルが負けじと言い返すと、テオドールがちらりとこちらに視線をくれた。

「なるほど、もうすっかり泣きやんだらしい」

　彼は独ひとり言ごとのように呟いて、ふうっと長い息を吐き出している。

　途端にばつが悪くなり、リシェルはきゅっと唇を引き結んだ。

「いえ……初めから泣いてなどいませんわ。どうぞご心配なく」

　彼に弱みを握られてはいけないと、リシェルはできる限り平へい静せいを装った。

　すると一方のテオドールは、「そうか」とだけ返事をし、すぐに立ち上がった。そして彼は、いよいよ本題にふれてくる。

「では手短に言おう。君に話があると言ったが、それは例のゲームの今後に関してだ」

　例のゲーム。つまり傲慢の石探しについてのことらしい。

「君に一つ提案がある」

「なんでしょう？」

「虚無の街に入るのはやめておけ。君は今をもってこのゲームから降りるんだ」

「──っ！　何をバカげたことを……！」

　予想外の提案を受けて、リシェルはさすがに啞然とした。『このゲームから降りるんだ』その言葉を頭の中で何度か繰り返すうちに、次し第だいに怒りが込み上げてくる。

　──それがわたくしのためになる話ですって？

「どうして今さらそんなことをおっしゃるの？　数日前にお約束したばかりなのに……わたくしが虚無の街に現れたから焦っているのですか？」

　怒りを露わにしたリシェルは、テオドールの目をキッと睨ねめつけた。

「君のためを思ってのことだ」

「お話になりません。話がそれだけならわたくしの答えは『嫌です』──ということで、部屋に戻らせていただきますわ」

　リシェルはドレスの裾をひるがえし、踵きびすを返す。

　しかしテオドールが、「待て」と、すぐに引き留めてきた。

「俺は明日、必ず傲慢の石を手に入れる。そうすれば君のことをなんとかしてやらないこともない」

　彼は真剣な面持ちで、左胸に着けている大ぶりの宝石を握っていた。

「俺には目的がある。それは悪魔の贄の立場から解放されるよりも、もっと重要なものだ」

「だから手を引けと？」

「俺が七ななつの大たい罪ざい入りしたあかつきには、君が普通の人間に戻れるよう、何か方法を探してやる。──だったら無理にゲームを続ける必要もないだろう？」

「まさかそれを信じろとおっしゃるのですか？」

　リシェルが怪け訝げんな眼差しを向ければ、テオドールは「ああ」と、あっさり頷うなずいた。

「ではなぜ、初めからそれを提案してくださらなかったのですか」

　そう、テオドールと出会った翌日、彼は『俺の邪魔をするなら消す』と、リシェルのことを脅おどしてきた。今、彼が提示した案など、匂わせることすらしなかったのだ。

「それは君を面倒なだけのあきらめが悪い女だと思っていたからだ」

「ただの悪口ですわ、それ」

「七日間、気が済むまで石を探させ、その後に護り刀が手に入ればいいと思っていた」

「最低ですわね」

「だが今は違う。図書館で他人を庇う君を見た時、君こそが悪魔と戦う者だと思った」

「わたくしはべつに……」

「君は俺とは違う。同じ悪魔の贄という立場でも、俺とは全然違うんだ。俺は……」

　テオドールはそこで言葉を止めると、リシェルの瞳をまっすぐ見つめてきた。

「傲慢の石を手に入れればどうなるか、君は本当にわかっているのか？」

　急に話を変えられ、リシェルは戸惑った。

「ですから悪魔の贄の立場から解放されると──」

「違う。それは君にとっての唯ゆい一いつの利点だ。俺が今聞いているのは、それ以外の部分だ」

「それは……」

　リシェルはつい口くち籠ごもってしまう。

　正直に言ってしまえば、七つの大罪に入ればどんなことになるのか、さっぱりわかっていなかった。──いや、考えることを避けていたと言ったほうが正しいかもしれない。

「今よりもさらに重い業ごうを背負うことになるぞ？　石を手に入れれば、おそらく人間とはまた違った生き物になってしまうだろう。……君はそれに耐えられるのか？」

　人間でありながら、七つの大罪に入り、傲慢の悪魔の地位に就つく。そしてこの先、表向きはただの人間として、悪魔を疎うとむ世界で生きていく。

　人でも悪魔でもある存在。それは想像を絶するような苦しみを伴ともなうことだろう。

「けれど……それで命の保障がされるのなら……」

　今のように、いつ悪魔に襲われるのかと、びくびくしないで生活ができるのなら。

「わたくしはやはり、傲慢の石が欲しい……！」

　リシェルは贄の印が浮かぶ左腕を、痛いほど強く押さえつける。

「殿下のおっしゃることもわかりますわ。殿下が石を手に入れたあかつきには、本当にわたくしのことをなんとかしてくださるのかもしれません。──ですが」

　リシェルはやはり、自分で手に入れたいのだ。自分自身の新しい幸せを。

「幸せがやってくるのをただ待つなんて、そんなバカなことはもうやめたんです。だってあの時、誰も……」

　誰一人、リシェルのことを助けてはくれなかったのだから。

「だったらもう、自分で未来を切きり拓ひらくしかないではありませんか……！」

　だからゲームからは降りません。リシェルははっきりとそう口にする。

「どうしても、か」

　テオドールは問うてきた。

「ええ。どうしても、です」

　リシェルは答えた。

「わかった。……では勝負の再開は明日。朝九時にこの城を出てからだ」

　説得をあきらめたのだろう。テオドールは自らを納得させるように頷いている。

「わかりました。殿下に従いますわ」

　では明日、と、リシェルとテオドールは、どちらからともなく踵を返した。

　そしてそれぞれの部屋に向かい、互いに背を向けて歩きだしたのだ。

　──おそらく明日、このゲームは終わりを迎えるだろう。
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「なに？　リシェルと話してたの？」

　テオドールが自分用の客室に戻ると、応接間のソファにはルイが寝そべっていた。

　場所を移動しようとも、この少年がする行為に変わりはないらしい。彼は片手に菓か子しを握り、ごろごろと怠なまけ続けている。

「テオ、もしかしてリシェルに情が移っちゃったわけ？」

「バカなことを言うな」

　即そく座ざにそう答えたテオドールだったが、実際はどうだかな、と、内心で考えていた。ここ数日、彼女という存在にふれ、彼女に対する感情が変わってきているのは事実だった。

　──初めは、ただ面倒な娘だと思ったんだ。

　あきらめの悪い女だと。ただしあの護り刀だけは使える、くらいに。

　しかし次第に、『自分と同じ、悪魔と戦う者』という意識が芽生えた。自己を犠牲にしてまで、誰かを守ろうとする姿勢。それが自分の大切な人──彼と重なったのだ。

　そしてそのうちに、彼女のことが哀れに思えてきた。自分は望んで悪魔の贄となったが、彼女は違う。幸せの絶頂から墜おとされた、哀れで美しい悪魔の花嫁だ。

　──だからあんなことを言ったのだ。このゲームから降りろ、と。

　これ以上の業を、彼女が背負う必要などない。自分が傲慢の石を手に入れた末には、きっとなんとかしてやれる。テオドールはそう思ってしまったのだ。

「どうするのさ？　明日、予定どおりに虚無の街に入るんでしょ？」

　ルイの問いかけに、テオドールは「もちろんそのつもりだ」と頷いた。

「リシェルのことはどうするつもり？」

「おまえには関係ない」

　ダメだ。情を抱くことは危険だ。

　何が自分にとっていちばん大切なのか。なんのためにこの身を悪魔の贄として捧ささげたのか。あの日、彼を失って経験した痛みを──苦しみを、いつだって覚えていなければいけない。

「もうすぐだ……もうすぐ取り戻せる」

　テオドールは期待に声を震わせた。

　そして左胸に輝く赤い宝石を、ぐっと握りしめたのだ。
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　翌日の朝。リシェルとテオドールは、予定どおりにベルレアン侯こう爵しやくの城を出立した。

　見送りには侯爵とクロードが揃そろって出てきたが、リシェルの素す性じようはついに知られることはなかった。

　天気は快晴。空には雲一つなく、目に痛いほどの青空が広がっていた。

　昨さく夜や降った雪が積もることはなかったようだ。乾いた地面の上をテオドールとルイが乗った馬車が進み、リシェルが乗る馬車があとに続く。

　やがて馬車はルルスティアの町並みを抜け、森や草原の中を二時間ほどかけて進んだ。そして虚きよ無むの街まちへといよいよ近づいていく。──けれど。

「ん？　おかしいですね」

　とある十字路に差しかかったところで、アランが怪け訝げんそうに首を傾げた。

「ここを左に行けば虚無の街のはずなのですが……」

　どうしてだろうか。リシェルたちが乗る馬車は、前進し続けている。

　ふと窓の外を見やると、テオドールたちの馬車はきちんと左折していった。

「ちょっとあなた、道を間違えてるわよ」

　リシェルは前方の小窓を開け、御ぎよ者しやに声をかけた。しかし彼は、「すみません……本当にすみません」と、苦しげな表情で頭を下げるばかりだ。

「どういうことなの？」

「とりあえず無理矢理にでも止めさせましょう」

　アランが馬車の扉を開けた。するとすぐに、うしろを走っていた三人の護ご衛えい──馬に乗った近この衛え剣けん士し団だんの団員たちが、馬車の真横にまでやってきた。

「どうかなされましたか？」

「道を間違えてるの。馬車を止めさせてちょうだい」

「その必要はありません。こちらの馬車はこのまま王都クレエロワに戻っていただきます」

「……なんですって？」

　やられた！　と、リシェルはすぐさま現げん況きようを理解した。

　昨日、ゲームを降りるようリシェルに提案してきたテオドール。結局彼は、リシェルを強制的に退場させる判断を下したのだ。御者と護衛に命じ、リシェルをこのまま王都に送り返すつもりらしい。

「あの悪魔王子……」

　リシェルは両の拳こぶしをぐっと握った。

　このくらいのことで挫くじけるものか。窮きゆう地ちに追いやられたからといって、簡単にあきらめるリシェルではない。逆に体の奥おく底そこから反発心が湧わき出してきて、すぐさま力となる。

「アラン、今すぐ馬車を止めてちょうだい。なんとしてでも、絶対に！」

「近衛剣士団にたてつくことはあまりしたくないのですが……それは次の昇給の際に有利に働きますか？」

「もちろんよ」

　その途端アランは、馬車から飛び出し、ひらりと御者台に移った。御者から手綱を奪い、「どうどう」と馬をなだめ、すぐさま馬車を止める。

「おまえ、何を……！」

　近衛剣士団の団員たちが、ただちに馬から下りた。けれどもう遅い。リシェルは馬車を降り、アランの元に向かう。

「右側の馬を外してあります。それから念のため、対悪魔用の剣を」

　アランは三本の短剣が入った革袋をリシェルに渡すと、ジャケットの懐ふところから自分用の短剣を取り出した。それを三人の護衛に向け、満面の笑みで威い嚇かくする。

「私は一いつ介かいの従じゆう者しや。できれば人殺しはしたくないのですよ？」

　そのすきにリシェルは、馬車から離れた馬にひらりと跨またがった。

　乗馬は貴族女性のたしなみだ。侯爵家の娘たるリシェルも、もちろん会え得とくしている。

「リシェルさま、どうぞお気をつけください」

「あなたも充じゆう分ぶんに気をつけて。事が済んだらすぐにあとを追ってきてちょうだいね」

　リシェルは馬の腹を踵かかとで軽く叩き、ただちに走らせた。

　目指すは虚無の街。そして傲ごう慢まんの石という名の希望に輝く未来だ。
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「そう……これ以上は進みたくないのね」

　それから十数分後。リシェルが乗った馬が、自然と脚を止めた。

　草木が生えていない黄おう褐かつ色しよくの荒野。その中に、ドーム状の結界がぽつんと存在している。

　何度見ても不ふ可か思し議ぎで不気味すぎる、虚無の街。馬から下りたリシェルは、それを目指して早足で歩き始めた。

　──殿でん下かとは遭そう遇ぐうしなかったけれど。

　彼らの馬車の轍わだちは、虚無の街の北側へと向かっていた。そしてリシェルは、北東を選択。なぜなら昨日、街の北東部に聖堂が立っているのを確認していたからだ。

　鍵となる場所はおそらく、血の結婚式が執とり行おこなわれた聖堂に違いない。

「……この辺りから入ってみようかしら」

　やがて目の前に現れた、紫むらさき色いろの膜まくのような光の結界。

　リシェルがそれに手をのばしてみると、昨日と同じように、いとも簡単に結界を通り抜けた。そして全身が完全に中へと入った瞬間、リシェルは「あっ」と震ふるえ上がる。

　辺りにはレンガ造りの建物が立ち並んでいたが、そのいたるところに真っ赤な血が飛び散った痕あとがあったのだ。

　城に近い場所ということで、多くの店が存在していたらしい。古ぼけて字がかすれた看板が、建物の軒のき先さきに下がっている。その間を縫ぬうように延びるのは石いし畳だたみの路地だ。

　血痕は、おそらく悪魔に喰くわれた人々のものなのだろう。路地にも、階段にも、店の入り口にも、建物のバルコニーにも──おびただしい数が残されていた。

「うっ……」

　リシェルは思わず口元を手で押さえつけた。

　この街は百年前に時を止めたままだ。辺りにはまだ、生々しい血の臭においが漂ただよっている。

　──前に進まなくてはいけないわ。

　こんなところで怖おじ気けづいている場合ではない。ここは悪魔が支配する虚無の街なのだ。今すぐにだって、どこからともなく悪魔が現れる可能性がある。

　リシェルは胸元に下がる護まもり刀がたなを握った。そして聖堂を目指し、ひたすら歩き続けた。




「ここが聖堂……」

　城の東側に造られた大きな広場の先には、幅はば広ひろの長い大階段があった。それを上っていくと、正面には石造りの大聖堂が。四階建てくらいの高さがあるだろうか。出入り口の上には、特とつ化か機き関かんである教会の紋もん章しようを象かたどったステンドグラスが組み込まれている。

　やはりここが鍵となる場所らしい。

　血痕は聖堂に近づくにつれ、徐じよ々じよに増えていった。扉の辺りはもはや、真紅の絨じゆう毯たんが敷かれたかのような有様だ。その上をリシェルは、ただ静かに進む。

　──まるでヴァージンロードを歩いているようね。

　一年前の記憶がよみがえってきて、リシェルの心臓がきりりと痛んだ。

　と、その時。

「君は……！」

「殿下……！」

　あろうことか、聖堂の出入り口の前でテオドールとかち合った。

　どうやら彼は、街の北側からこちらに回り込んできていたらしい。

「君は……どうしてここにいる？」

　彼も驚いているのだろう。その赤あか茶ちや色いろの瞳が、わずかに見開かれている。

「どうしてもこうしても、用事があるからですわ」

「あいつらを振り切ってきたのか？」

「卑ひ怯きよう者ものの王子殿下。それ以外に何が考えられるのです？」

　苛いら立だちが冷めやらぬリシェルは、テオドールに対してついとげとげしくなった。

　するとそのうちに、テオドールの背後からもう一つの人影がひょいと現れた。

「あれ？　やっぱり来たんだ？」

　そこにいたのは、金色の髪と水色の瞳の、天使のように可か愛わいらしい少年──ルイだ。

「あーよかった。君がいないと始まらないからさー」

「あなた、どうして……」

　ルイが悪魔の結界の中にいるのか。リシェルの鼓こ動どうがすぐさま高鳴り始める。

　ただの人間であれば、この街には立ち入れないはずだ。リシェルとテオドールが今ここにいられるのは、おそらくどちらも悪魔の贄にえという立場にあるから。それなのに。

「どうしてあなたがここにいるの？　まさかあなたも……悪魔の贄だというの？」

　リシェルが驚きに声を震わせると、一方のルイはくすくす笑いだした。

　そして彼は、リシェルとテオドールのことをいきなり突き飛ばしてくる。ふいを突かれただけではない。その力は、とても子供のそれとは思えないほど強いものだった。

「ルイ、おまえ……！」

「何……!?」

「まあ、細かいことは後でいいでしょ？　それよりもまずは聖堂に入らないと」

　リシェルとテオドールは、揃そろって大聖堂の中へと押し込まれた。するとその瞬間、辺りに破は裂れつ音のような、猛烈に大きな音が響き渡る。

「え……」

　何事？　と驚きよう愕がくしている間に、聖堂の床に、巨大な魔ま法ほう陣じんらしきものが出現していた。

　それはテオドールの部屋や図書館で見たものとは、また違う形状だ。もっと複雑で、もっと強力。紫色の光が、ごうっと音を立てて渦うず巻まいている。

「あれは……！」

　リシェルはハッと息をのんだ。魔法陣の中心に、一体の骸がい骨こつを見つけたからだ。

　それはおそらく大悪魔のものなのだろう。頭ず蓋がい骨こつからは山や羊ぎのような二本の角が生え、背中には大きな黒い翼つばさが腐敗せずに残っている。

　身に着けているのは、やや時代を感じさせる、格かく式しき張ばったジャケットやズボンだ。しかし体は乳にゆう白はく色しよくの骨。人間のようなそれが、長椅子に不気味に腰を下ろしていた。

　──どうしてかしら。なぜか懐なつかしい感じがする……？

　生きていた時は、そこに真っ赤な双そう眸ぼうが存在していたのだろう。頭蓋に開いた黒々とした穴が、リシェルをじっと見つめているような気がした。

　血が騒いで、なぜかそわそわする。わけのわからない感情に襲われたリシェルは、その骸むくろに向かいゆっくりと近づいていく。

「おい、むやみに近寄るな」

　リシェルのあとを、テオドールがすぐに追ってきた。しかしリシェルは止まらない。テオドールに「ダメだ」と腕を摑まれても、吸い寄せられるようにして骸骨に向かう。

　そして二人が、巨大な魔法陣の中に一歩、足を踏み入れた時。

「これは……まさか！」

「血の結婚式の光景だというの……!?」

　二人は幻げん影えいを見た。目の前にいきなりたくさんの人々が現れ、動きだしたのだ。

　それはおそらく百年ほど前の出来事。血の結婚式の最さ中なかの光景だった。

　血だらけだったはずの聖堂の内部が、いつしか染しみ一つなくなっている。左右に置おかれた長椅子の数々に、赤や緑や橙や──華やかな衣装を着た人々が座っている。

　そして祭壇の前には、司教と新郎新婦の姿が。純白の衣装をその身にまとった花嫁。その顔は。

　──わたくし……!?

　驚くことに、リシェルにうり二つだった。

『では夫となるカミーユ・ド・ショーソンよ。ここに誓せい約やくの印しるしを』

　その名前を聞いた瞬間、リシェルはまさか、と口元を手で覆おおった。そして。

『次に妻となるマリエル・ド・ラグランジュよ。同じく誓約の印を』

　すぐに間違いないと確信した。──確信して、頭を鉄てつ槌ついで殴られたかのような衝しよう撃げきを受けた。あろうことか二人の名は、リシェルの曾そう祖そ父ふと曾そう祖そ母ぼのものだったのだ。

『誓約の印が今、ここに交わされた。二人の結婚は無事、神に認められた』

　幻げん影えいはまだ続いていた。

　司教が結婚誓約書を掲げ、二人が夫婦となったことを声こえ高たか々だかと宣言した。直後、参さん列れつ者しやたちから惜しみない拍手が贈られる。『おめでとう！』という言葉と共に。

　しかしその時、突とつ如じよ、幸せな時間が終了した。

『──そうか。ついに結婚してしまったか、マリエルよ……』

　どこか異質に感じる声が響き渡ったと同時、聖堂の天てん井じように大きな魔法陣が描かれたのだ。

『ならば俺様からも祝いわいをやろう。受け取れ、愛しい恋人よ……!!』

　次の瞬間、魔法陣の中に、無数の下級悪魔が出現した。

　それらは次々と床に降り立ち、辺りにいる参列者たちに牙を剝むく。そこかしこから、引ひき攣つった叫び声が上がる。

『リュシフェル、どうして……っ!?』

　おそらくリシェルの曾祖母だろう花嫁──マリエルが、悲ひ鳴めいのようにその名を呼んだ。

　リュシフェル。それは驚くことに、七つの大罪のうちの一柱、傲慢の悪魔の名だった。

『どうしてこんなことを……！　お願い、リュシフェル、お願いだからやめて!!』

　聖堂の中心に現れたリュシフェルに、マリエルは走り寄った。すると大悪魔は、マリエルの腰こしを強引に抱き寄せ、その顔を尖とがった爪でそっと撫なでた。

『愛しいマリエル……おまえに幸せになどなってもらっては困る。おまえがもたらした禍わざわいで無数の人間が死んだことを受け入れ、死ぬよりも辛い人生を送るがいい』

　リュシフェルはくつくつと笑っていた。

『七つの大罪に名を連つらねる俺様にここまでさせるとは……マリエル、おまえこそが罪つみ深ぶかい女だ。残ざん酷こくで美しい、悪魔のような花嫁よ』

『リュシフェルお願い！　今すぐやめさせてっ!!』

『おまえの夫のことは生かしておいてやろう。家のために夫に抱かれ、家のために子供を産み、そして幸せを感じるたびに今日という日を思い出して苦しみ続けるのだ。その命が果てる瞬間まで、何百回でも何千回でも』

　夫となったカミーユは、どうやらリュシフェルの魔力で眠らされているらしい。祭壇の前にぱたりと倒れ込んでしまっている。

『苦しみを風化させやしない。この場所を未み来らい永えい劫ごう残してやる。愛するおまえのために』

　やがてリュシフェルは、マリエルの胸元に下がる護まもり刀がたなを手に取った。

　──あれは……！

　その光景に、リシェルはハッとした。それはまさしく今、リシェルが自分の右手に握っているもの。ラグランジュ侯爵家に代々伝わる護り刀──花嫁の短剣ダグ・ドウ・マリエだったのだ。

『では今度こそ永遠の別れだ、マリエルよ』

　リュシフェルはマリエルの唇くちびるに、そっと口づけを落とした。言葉や態度とは裏うら腹はら、そのキスは、見ているこちらが震えるほどに切なげなものだった。

　そして彼は、護り刀を自らの左胸に突き立てた。一切の迷いがない動作で、深々と。

『リュシフェル……っ!!』

　その時、リュシフェルの全身が、カッと紫色の光を発した。

　その光は徐々に収しゆう縮しゆくし、そのうちに護り刀へと取り込まれていった。

『街に結界を張る……！』

　リュシフェルは左胸から護り刀を抜き取ると、長椅子の一つにどかりと腰を下ろした。

『俺様の忠実な僕しもべよ、人間どもを喰い尽くせ！　俺様の愛しい恋人のために……！』

　大悪魔がそう叫んだ直後、辺りに地響きが轟とどろいた。聖堂の床に大きな魔法陣が描かれ、そこから下級悪魔たちが次々と現れる。その数、何百──いや、何千。

『ああっ……！　やめて！　お願い、もうやめて──っ!!』

　リュシフェルに残されていた魔力が、紫色の光の矢となって放たれた。

　それらは四方八方に飛んでいき、街の周囲の大地に突き刺さる。次に帯状に形を変え、中心部の上空に集結。ドーム状の結界が完成し、街を完全に覆おおい尽くす。

『リュシフェル、お願い！　やめて!!　殺すならわたくしを殺してっ!!』

　マリエルはリュシフェルの体を揺すった。しかし長椅子に座る彼からは、もうすっかり生気が消えていた。

　傲慢の悪魔は死んでしまったのだ。大いなる災さい厄やくをこの街にもたらして。そしてかつての恋人の心にも、決して消えることのない深い傷きず痕あとを残した。

　その後、この街は地じ獄ごくと化した。城、広場、店、家々──街のありとあらゆるところで悲鳴が上がり、全ての人間が下級悪魔に喰い殺された。街に漂ただよう血の臭い。そこかしこから聞こえてくる肉を咀そ嚼しやくする音。その光景を、マリエルは呆ぼう然ぜんと眺め続けていた。

　ずっとずっと、一人で眺め続けていたのだ。

　──これが……血の結婚式の真相？

　その時、リシェルの目の前から、やっと百年前の幻影が消えた。

　血に汚れる聖堂の内部。床に描かれた魔法陣。そしてその中心に座るのは、一体の骸だ。

　──あれが、傲慢の悪魔の亡骸だというの？

　リシェルはその場に力なく座り込んだ。頭がガンガンと激しく痛み、とても立っていられそうになかった。

「大丈夫か？」

　テオドールがリシェルの体を起こし上げた。

　気づけばリシェルの目元からは、とめどなく涙があふれている。

　まさか自分の祖先が血の結婚式に関わっていたなんて、夢にも思わなかった。

　──ひいおばあさまのせいで、この街の人々が喰い尽くされてしまったなんて。

　嗚お咽えつが漏もれてしまいそうで、リシェルはすぐさま口元を手で覆い隠す。

　──ひいおばあさまの日記に、確かに書いてあったわ。

『愛しいあの方。わたくしはあの方だけを愛しています。けれどこの恋は、決して許されることはないでしょう。だからわたくしたちは別れるしかないのです』と。

　ラグランジュ家の、ただ一人の跡取りとして生まれてしまったリシェルの曾祖母。そして彼女は、家を存続させるために、愛しい人に別れを告げた。

　──その相手が、傲慢の悪魔だったというの？

　再認識した途端、リシェルの全身が怒りで熱くなった。信じられなくて、腹立たしくて、ただただ情けなくて──様々な感情がごちゃまぜになり、胸の中で渦うずを巻く。

「なんて愚おろかな……どうして悪魔なんかに恋を……！」

　我慢できなくなって、リシェルは「くっ」と呻き声を漏らした。するとテオドールが、「落ち着け」と、そっと背中に手を添えてくる。

　──あの日記は、ひいおばあさまの結婚式の翌日で終わっていたわ。

　まさかその結婚式が、この国史上最大の災厄と呼ばれる『血の結婚式』だったなんて。

　──その事実は、わたくしまで……いえ、お父さまにだって届いていないわ。

　ということは、どうにかして隠いん蔽ぺいしたのだ。そしてこの街をラグランジュ領から切り離したに違いない。おそらく王家や教会の助力を得て。

「殿下は、先ほどの光景をご覧になりましたか……？」

　リシェルがおそるおそる問えば、テオドールは「ああ」と頷いた。

「君の祖先だったのだな、彼女は」

　そう言われた瞬間、激しい後ろめたさを感じて、リシェルは勢いよく頭を下げる。

「申し訳ありません……！」

「どうして君があやまる？」

「わたくしのひいおばあさまが原因で……ラグランジュ家の人間の不始末で！」

　たくさんの人々が死んだのです。とは、恐ろしくて口に出すことができなかった。

「本当に申し訳ございません……！」

「いいから顔を上げろ」

　テオドールは手袋をはめた手で、リシェルの顎あごを摑つかんできた。そのままくいっと持ち上げられ、間近で彼と見つめ合うような格好になる。

「いいか。原因となったのは君の曾祖母であって、君ではない」

「ですが……！」

「それに今、そんなことをぐだぐだ考えている暇もない」

　それはもちろんわかっている。──わかっているけれど、動どう揺ようを抑えきれないのだ。

「どうして大悪魔になんて……」

　恋をしたのか。何度もそう考えては、とてもつもない怒りがリシェルの全身を支配する。

「存外子供だな」

　テオドールは呆あきれたように言った。

　その言葉の意味がよくわからなくて、リシェルは目を瞬まばたいた。

「婚約者がいた割には、君は子供すぎる。そう言ってるんだ」

「失礼な。わたくしは殿下と同じ年で、それなりの経験を──」

「ならばなぜわからない。恋とはおそらく、そんなものだろう？」

　テオドールはリシェルの顎を摑んだまま、言い聞かせるように言葉を続ける。

「どうしてこの相手のことを。どうしてこんなにも恋こい焦こがれるのか。どうして、どうして、どうして──恋をすればきっと、それの繰り返しだ。正しい答えがわかっていたとしても、必ずしもそれを選択できるわけじゃない。自己の心の操縦などそう簡単にできやしない。……君はそうではなかったのか？」

　真面目な顔で問いかけられて、リシェルはつい言葉に詰まっていた。テオドールが言うように、自分はクロードのことを想っていただろうか？　正直、よくわからなかった。

「少なくとも君の曾祖母はそうだったのだろう。だからこそ禁きん忌きだとわかっていながらも、大悪魔を愛した」

　恋とはよくよく罪深いものだな。テオドールはそう呟つぶやいている。

　やがてリシェルの顎先から、テオドールの指が離れていった。

　彼はリシェルをその場にきちんと立たせると、こちらをまっすぐ見つめてきた。

「申し訳ないと思うのなら、かわりに救ってやればいい」

「……？　救う？」

「君が責任を感じる必要はない。──が、それでも君の心にあの光景が重くのしかかるというのなら、この先、悪魔の手から多くの人々を救ってやればいい」

　結婚式や図書館で君がそうしたようにな。テオドールはそう諭さとす。

　救う──そのような意識を持ったことは一度もなかった。

　いつだってリシェルは、降りかかる火の粉からこの身を守ろうと必死だっただけだ。けれどそれが、テオドールの目にはそういうふうに映っていたらしい。

　──ひいおばあさまのせいで失われた命の代わりに、別の命を助ける？

　それで彼女の罪を──ラグランジュ家の罪を少しでも償つぐなうことができるのだろうか？

　結果、ただの自己満足にしかならないのかもしれない。けれどそれでも、自分が抱える罪悪感が、少しでも減るのならば──。

「ねえ、いつまでそうやってんのさ。こっちはもう退屈しちゃってるんだけど？」

　その時、聖堂の出入り口の辺りで、不満げな声が上がった。

「さっさと傲慢の石を探しちゃいなよ。じゃないと悪魔が現れるかもよ？」

　声の主はルイだ。少年は偉そうに腕を組んで、壁にもたれかかっている。

「あ……」

　言われて我に返った。ここは虚無の街。そして血の結婚式が執り行われた場所なのだ。

「ルイの言うとおりだ。まずは傲慢の石を手に入れなければ……」

　テオドールは独り言のように呟き、ちらりとこちらを見た。

　──そうよ。まずは目的を達成することが先なのに……。

　あれこれ悩むのは全てが終わったそのあとで。今やるべきことを見失ってはダメだ。やっと冷静を取り戻したリシェルは、護り刀を握る右手にぐっと力を籠こめる。

「その護り刀……悪魔世界に通じる何かではないかと思っていたが……」

「ええ……まさか、これが鍵となるものだったなんて……」

　リシェルとテオドールは、揃そろって息をのみ込んだ。

　以前、ルイが言っていた。傲慢の石とは、傲慢の悪魔の魔力が石の形に変わったものだと。しかしその魔力のほとんどは、今、この護り刀に宿やどっていることになる。

　そして残りの魔力は、虚無の街を覆う結界を保つために。──だったら。

「わかりますわ。これをどうすればいいのか……なんとなくだけれど、わかるんです」

　ここから何をどうすれば傲慢の石が出現するのか、リシェルはもう理解していた。

　それはきっと、傲慢の悪魔と愛し合った者の血が、リシェルの体に流れているからだろう。リシェルは魔法陣の中心に向かい、ゆっくり歩を進める。

「ごめんなさいね、リュシフェル」

　──あなたの魔力を全ていただくわ。悪魔の贄という呪いから解放されるために。

　リシェルは渾こん身しんの力で、骸骨の左胸に護り刀を突き立てた。

　すると途端に辺りが揺れ始め、大きな地響きが街全体に広がっていった。

「結界が解かれるか……！」

　テオドールが険しい眼差しを聖堂の出入り口に向けた。

　直後、彼の予想どおりに、街を覆う結界がたちまち消失。それらは紫色の光となって、リュシフェルの亡骸へと戻ってくる。護り刀に宿る魔力と一つになり、激しく輝きだす。

　やがて魔力が抜けきったのか、護り刀がからんと床に落ちた。

「石……！」

　リシェルは思わず叫んでいた。

　傲慢の悪魔の骸の前に、息をのむほどに美しい紫色の石が浮かんでいたのだ。

「これが……傲慢の石だというのか……？」

　その魔力に引き寄せられるように、テオドールがふらりと近寄っていった。

「ダメよ……！　それはわたくしのものだわ！」

　リシェルも負けじと手をのばす。──しかし。

「はいそこでスト──ップ！　二人とも手を引っ込めて！　石にさわったら死ぬよ？」

　ルイが急に叫んだので、二人は全身の動きをぴたりと止めた。少年のその声には、なぜか有う無むを言わせぬ圧力のようなものが含まれていた。

　リシェルとテオドールが振り返れば、ルイはその顔に満面の笑みを浮かべている。

「二人ともごくろうさま！　ありがとうねー、見つけてくれて」

　その時、リシェルの目に、信じがたい光景が映った。ルイの小さな体がふわりと宙に浮き上がり、瞬またたく間まにその姿を変えたのだ。

　現れたのは、大きな体たい軀くに美しい男の顔を持つ悪魔だ。頭には捻ねじれた二本の角があり、髪や爪は銀色。耳は恐ろしいほどに尖り、尻しりからは牛のような尾が生えている。

　それは七つの大罪の一柱、怠たい惰だの悪魔──ベルフェゴールだった。

　──彼がベルフェゴール……!?

　驚くあまりに声が出なかった。
















　今、目の前で起きた変身劇はいったいなんだったのか。驚きよう愕がくに全身を硬直させていると、テオドールが忌いま々いましげに口を開く。

「ベルフェゴール、忘れたのか？　その姿で俺の前に現れるなと言っただろうが」

　テオドールは「ルイの姿に戻れ」と、大悪魔に命じた。

「どうして……!?　なぜ彼がベルフェゴールの姿に……！」

　理解の範はん疇ちゆうを超えた出来事に、リシェルはさすがにうろたえる。するとベルフェゴールが、くつくつと笑い始めた。

「知りたいのなら教えてやるよ。──ただし傲慢の石には絶対に手をふれるな。少しでも動いたやつは即刻喰ってやるからな」

　リシェルとテオドールの背後には、変わらず紫色の石が浮かんでいた。けれどもう振り返れない。ぴくりとでも動けば、その瞬間にリシェルたちは魂を抜かれてしまう。

「そもそも大悪魔である俺様は、王子の贄の印にひかれて人間世界にやってきた。すると王子は、兄の魂を元に戻す方法を求めていた。だから傲慢の石の件を教えてやったんだ」

　ベルフェゴールの口調が、次第に大人びていった。

「兄の魂を元に戻す……？」

　どういうこと？　と、リシェルは問うような眼まな差ざしをテオドールに向ける。

　彼は左胸についているルビーのような宝石を、無言で握りしめていた。

「王子の左胸にあるそれこそが、王子の長ちよう兄けい──つまりこの国の王太子の魂だ」

「……え？」

　リシェルは思わず、眉み間けんに縦たて皺じわを刻んでいた。

「そろそろ黙れ、ベルフェゴール」

　テオドールがベルフェゴールの双そう眸ぼうをじろりと睨にらみつけた。しかし大悪魔は怯ひるまない。自由に宙に浮いたまま、踏ふん反ぞり返るように横になっている。

「テオドールの兄は、テオドールのことを庇かばって悪魔に喰われかけた。……ははは！　なんとも愚かな人間だ、弟を庇って宝石になってしまうなど！」

「ベルフェゴール、貴様……！」

　テオドールが腰の剣をすらりと抜いた。その切っ先を、腹を抱かかえて笑っている大悪魔に向ける。それでもベルフェゴールは動じることなく、けらけら笑い続けている。

「そんな、まさか……」

　リシェルは激しく困こん惑わくしていた。

　この国の王太子、アルノルフ・フィス・ド・モンドヴィル、二十三歳。彼は一年前から東国に遊学に出ているはずだ。少なくとも国民に向けては、そう発表されていた。

　──けれど実際には、悪魔に魂を抜かれてしまっていた？

　肉体から魂を抜かれれば、体は人形のようにひたすら眠り続けることとなる、と、研究書にあった。だからこそ王宮は、王太子が遠方に遊学に出たと偽いつわったのだろう。

「悪魔を呼び寄せ、手がかりを得るため、テオドールは自ら悪魔の贄となった。そして俺様と出会い、傲慢の石を探し始めた。七つの大罪に入り、その力を得、兄を助けるために」

　──それが殿下の本当の目的だというの？

　となると、数日前にルイが言っていたことは、真っ赤な噓ということだ。

「ベルフェゴール、即刻ルイの姿に戻れ！　貴様、契けい約やくを違たがえる気か!?」

　テオドールは苛立たしげに声を荒らげた。

　どうやら彼と大悪魔は、やはり主従関係にあるらしい。

　数日前のルイの発言が正しければ、それは悪魔世界に存在するある種の契約。ベルフェゴールに新たな名前──おそらく『ルイ』とつけることで、大悪魔はテオドールの命令に従わずにはいられなくなるというものだろう。

　──だから大悪魔という危険な存在を、王宮の中に置いていられたんだわ。

　リシェルはすとんと納得する。

　しかしそのうちに、ベルフェゴールが涙を流しながら爆ばく笑しようし始めた。

「くくっ……ははははっ！　テオドール、実はあの契約はただの噓だ！　そもそもそんな契約制度など悪魔世界に存在しない。あれはおまえを油断させ、おまえの側そばにいるために俺様がでっち上げたもの！」

「……なんだと？」

　想定外だったのだろう。テオドールは呆ぼう然ぜんと目を見開いている。

「俺様には人間に傲慢の石を探してもらわなければいけない理由があった。なぜなら石は人間世界にあり、そして何より俺様は怠惰の悪魔──怠なまけ者だからだ」

　ベルフェゴールは『怠け者』という言葉を体現するかのように、横になったままの姿勢で宙に浮き続けていた。

「おまえたちは実によく踊ってくれたよ。愚かな人間共め。用が済めば、俺様に喰われてしまうとも知らないで！」

　大悪魔の深しん紅くの瞳が、今、にたりと細められる。

「では始めよう。まずは食事が先だ。石を手に入れる前に、貴様らを喰ってやる！」

「──リシェル！　剣を取れ！」

　その時、テオドールが初めてリシェルの名を呼んだ。直後、リシェルは床に転がっていた護り刀を拾い上げる。──けれど。

「ひっ……！」

　気づけばすぐ目の前に、ベルフェゴールの美しい顔があった。大悪魔はリシェルの額に手を当て、今まさに魂を抜き取らんとしていたのだ。

「一昨日おとといの夜は味見をしそこねたが……この魂はどんな味だ？」

「いやっ……！」

「やめろっ！」

　リシェルの悲ひ鳴めいと、テオドールがベルフェゴールに斬りかかるのは同時だった。

　テオドールは目を見張るような速さで、休む間もなく大悪魔を攻め立てる。しかしベルフェゴールは、「おっと」と、ふざけるように刃やいばをかわし続けるばかりだ。

「俺様を飽あきさせるなよ？　つまらなくなった瞬間に石を手に入れるぞ？」

　完全に遊んでいるのだろう。ベルフェゴールは石の前に飛んでいき、ふれるような真似をした。その手に向けてテオドールが剣を振り下ろせば、ひょいと遠ざけ、けらけら笑う。

　──あの石さえ手に入れることができれば。

　大悪魔であるベルフェゴールにも、勝てる可能性が生まれるかもしれないのに！

　しかしベルフェゴールは、ふざけながらも常にリシェルとテオドールの動きを牽けん制せいしていた。少しでも石に近寄ろうとすれば、たちまち二人の前に立ちはだかってくる。

　──最低最悪の卑怯者。わたくしを騙だましたことを今すぐ後悔させてあげるわ！

　リシェルは腰に下げていた革袋から、対悪魔用の短剣を三本取り出した。

　それをかまえ、ベルフェゴールに向けて次々放つ。短剣は三本とも命中。大悪魔の顔や肩や胸に、深々と突き立った。

　やったわ！　と、リシェルは内心で歓喜した。けれど一方のベルフェゴールは、血の一滴すら流さない。やがて棘とげでも抜くかのように、短剣全てを体から引き抜いてしまう。

「たいした力もないくせに、うるさい剣だな……いっそ投げられなくしてしまうか」

　そのうちに大悪魔は、自らの魔力を使い、短剣そっくりの武器を作り出した。それが放たれたかと思うと、リシェルの両腕の皮ひ膚ふや肉がいとも簡単に切り裂かれる。

「あああ……っ！」

「そうだ、どうせなら俺様の前に永遠にひざまずけ」

　ベルフェゴールはさらに、リシェルの両りよう脛すねを魔力の刃で斬り払ってきた。

「くっ……ああっ！」

　リシェルはその場にくずおれた。傷を負った箇か所しよが焼けつくように熱くて、今にも体がばらばらになってしまいそうだ。

　──痛い……！　体が燃えるよう……!!

　リシェルの四し肢しから鮮せん血けつがどくどくと流れ出した。途端に辺りに広がる血ち溜だまり。その中で翅はねをもがれた蝶のようにうごめきながら、けれど体からは次し第だいに力が抜けていく。

　──このまま死んでしまえば、楽になるのかしら……。

　薄うすれていく意識の中、リシェルはぼんやりと考えた。

　だって相手は大悪魔だ。よくよく考えてみれば、リシェルたち人間が勝てるわけがない。ベルフェゴールは息をするように人をいたぶり、笑いながら人を不幸に陥おとしいれる。

　──そうよ。最初から勝てるわけがなかったのよ……。

　だったらこのまま眠ってしまえばいい。そうすればいずれ楽になって、悪魔の贄という立場からも解放されるはずだ。悪魔とて、死人の血肉を喰らうことはしないだろう。

「その虚うつろな眼まな差ざし……なかなかぞくぞくするな」

　呆然と見開いている目に、ベルフェゴールの顔が映った。ひやり。自分の額に大悪魔の手がふれた瞬間、体中にさらなる激痛が走り抜ける。

　ベルフェゴールはリシェルの魂を奪おうとしていた。

　しかしリシェルにはもう、抗あらがう気力は残っていなかった。

　──もういいわ。欲しいならあげる。……だって疲れたもの。

　全てのことから目を逸らすように、リシェルはゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

　しかし遠のいていく意識の中、テオドールの声だけが、やけにはっきりと聞こえてくる。

「おい、ふざけるなよ……！　目を開けろ！　起きろ！　立ち上がれ！」

　彼は横たわるリシェルに向けて叫んでいるようだった。

「ここで全てをあきらめるのか？　君は今までなんのために戦ってきた！」

　なんのため。そんなもの考えるまでもない。もちろん自分自身の幸せのために、だ。

「君は悪魔に屈くつ服ぷくする気か？　本当に悪魔の贄になり下がる気か……！」

　その瞬間、リシェルはハッとして目を開けた。

「立て……！　たとえ両足をもがれようとも、這ってでも！　君はそんなにあきらめのいい女ではなかったはずだろう!?」

　彼がそう言い放った直後、リシェルの額からベルフェゴールの手が離れていった。

「テオドール、貴様……！」

　どうやらテオドールが大悪魔の背中に斬りつけたらしい。ベルフェゴールはすぐさま反撃に転じ、テオドールの体のあちこちを切り刻み始める。

「くっ……ああっ！」

　辺りにたちまち血の花が散る。テオドールの全身が、あっという間に真っ赤に染まる。

　やがて彼は、呻き声を上げながら床に倒れ込んだ。しかし何一つあきらめるつもりはないのだろう。倒れた側そばから起き上がろうと、歯を食いしばって顔を上げている。

　──ああ、あの人はなんて強いのかしら……。

　リシェルの胸がぎゅっと締めつけられた。彼の双そう眸ぼうが、戦意に赤く燃えている。

　テオドールはおそらく、何度倒されてもそのたびに起き上がるだろう。腕がなくなっても、脚がなくなっても、その身の全てが失われてしまうまで、何度でも。

　──そうよ……わたくしだって、あきらめる気なんてなかったのよ。

　自分の幸せを奪った悪魔という存在。それに喰われてしまう気など、さらさらなかった。

　いつだってリシェルは、与えられた運命から逃れるため、あがき続けてきた。何度『悪魔の花嫁』と陰口を叩かれても、ラグランジュ家の離はなれ家やに押し込められても、決して挫くじけることはなかったのだ。

　──負けるものですか。

　リシェルは床に両手をつき、上半身をぐっと持ち上げた。目の前には、血溜まりに沈む護り刀──花嫁の短剣ダグ・ドウ・マリエ。それを右手にしっかり握りしめる。

　すぐそこには、気高く輝く紫色の石があった。

　──あれはわたくしのものよ……！

　それに向かって、リシェルは這うようにして近づいていった。あの石を絶対に手に入れなければ。リシェルの中にただ一つ残った意識は、もはやそれだけだった。

　しかしこちらの動きに気づいたベルフェゴールが、すぐさま目の前に立ちはだかった。

　さすがに潮しお時どきだと考えたのか、大悪魔は傲慢の石に向けて手をのばす。

「バカな人間共め……！　これは俺様のものだ！」

　その瞬間、何かが弾けたような音がして、ベルフェゴールが「うっ」と手を引っ込めた。

　どうしてだろうか。傲慢の石はベルフェゴールを拒絶するかのように光り輝いている。

「なんだこれは……!?　いったいどういうことだ！」

「どいて……！　邪魔をしないでちょうだい！」

　──あなたが手に入れられるわけがないわ。

「だってそれはわたくしのものだもの……！」

　リシェルはベルフェゴールに向けて、無我夢中で短剣を投げた。

「だからこんなものはきかないと言っただろうが！」

　ベルフェゴールは高をくくり、よけることさえしなかった。だがそれは先ほどの対悪魔用の剣とは似て非なるもの。傲慢の悪魔の魔力を長年宿し続け、影響を受けた護り刀だ。

「ぎゃあああっ！」

　ベルフェゴールの喉のど元もとに銀色の刃が突き立った。直後、おびただしい量の血が噴き出し、大悪魔は身をよじって苦しみ始める。

　そのすきにリシェルは、傲慢の石に向けて手をのばした。

　──お願い、届いて……!!

「行け……！　手に入れろ！」

　そう叫んだのはテオドールだ。その言葉に後押しされるように、リシェルは左手に石をぐっと握りしめた。すると次の瞬間、リシェルの魂が衝撃に揺さぶられる。

「ああっ……！」

　石が弾けて光に変わった。それらはすぐにリシェルの全身を包み、あますことなく体の中に入り込んできた。

　──見えるわ。これは……。

　リシェルの脳裏に、傲慢の悪魔の記憶がたちまち映し出された。それは百年と少し前。傲慢の悪魔リュシフェルが、リシェルの曾祖母マリエルと出会った時の記憶だった。

『──女、ありがたく思え。貴様の魂を俺様が喰ってやろう』

　人間の魂をゲームのように狩る。それが当時のリュシフェルの趣しゆ味みと呼べる行為だったのだろう。彼はどこかの城らしき建物──おそらくラグランジュ家の居城の中で、一人の娘を生け捕りにしていた。

　その時、彼は上機き嫌げんだった。なぜなら自分の腹を満たす上等な餌えさ──若く美しい娘を見つけたからだ。

　しかし餌となるべき娘は、恐れることなく大悪魔の双そう眸ぼうを睨み返してきた。

『お戯たわむれを。わたくしをどうにかしていいのは、わたくしが心底愛した方だけですわ』

　その娘こそが、リシェルの曾祖母マリエル。そして彼女は、さらに言い募つのる。

『顔もお召し物も好みじゃない。その不ふ遜そんな物腰から察するに、当然性格もお悪そう。……申し訳ないけれど、出直してくださる？　あなたには全くときめきを感じませんの』

『……貴き様さま、今、なんと言った？』

　リュシフェルは怒ることも忘れて、ただ呆ぼう然ぜんと首を捻ひねった。

　その頃のリュシフェルは、「悪魔世界一の変わり者」と、周囲から囁ささやかれていた。傲慢で自己愛が強く、嗜し虐ぎやく的てき。もちろん自分でも、その自覚が充分にあった。

　しかし目の前にいる人間は、そんな自分を遙はるかに凌りよう駕がしているようにも思えた。リュシフェルと対たい峙じして怯まなかった者など、人間はおろか悪魔世界にすらいなかったのに。

　──面白い餌だ。

　その時、リュシフェルはそう思った。だから彼女の魂を喰わずに、逃がしてやった。

　そして場面は変わる。それから数カ月後、春の花が咲く頃へと。

『女、どうだ。いいかげん俺様に惚ほれたか？　そろそろおまえの魂を喰ってもいいか？』

　マリエルの部屋を突き止めたリュシフェルは、彼女の元をたびたび訪れるようになった。

『いいえ、まだです。身なりはだいぶよくおなりですけれど、まだ惚れてはいませんわ』

　大悪魔のしつこい訪問に、マリエルはもちろん困惑していたようだ。リュシフェルの姿を目にするなり顔を背そむけ、足早に立ち去ってしまう。

　そしてまた数カ月後。季節は秋虫が鳴く頃へ。

『マリエル、そろそろ俺様に惚れただろう？　もう喰ってもいいな？』

『いいえ、まだです。ずいぶん優しくなられましたけれど、まだ惚れてはいませんわ』

　しかしマリエルのその表情は、初めて会った頃よりもだいぶ和やわらいでいた。リュシフェルから顔を背けることも、立ち去ることもしなくなっていたのだ。

　そして出会った時と同じ季節がやってきた頃。

『マリエル、いいかげん白状したらどうだ。おまえ、俺様に惚れているのだろう？』

『ええ……そうですわね。確かにわたくし、あなたを愛してしまいましたわ』

　マリエルは観念したようにそう言った。

『だってあなた、飽きもせずに訪ねてきては、わたくしに愛を囁くんですもの』

　マリエルのほっそりとした手が、リュシフェルの冷たい頰にふれる。

『ですがどうしましょう。あなたに食べられるわけにはいきませんの。困りましたわね』

『──ならば俺様がおまえを愛し抜いてやろう』

　傲慢の悪魔は、マリエルの魂を喰らうことはしなかった。変わりに彼女の体を強引に抱き寄せ、その唇くちびるを奪ったのだ。

　それからしばらく、二人は幸せな時間を過ごした。人間と大悪魔の恋はもちろん秘めるべき禁忌だったが、マリエルが別れを切り出すまで、二人はいくつもの季節を共に生きた。

　──ああ、そういうことなのね。

　その時、リシェルは納得した。

　傲慢の悪魔は、マリエルのことを愛していたのだ。大悪魔である彼なりに、精せい一いつ杯ぱい。

　その言葉のとおり、彼女のことを激しく愛し抜いたのだ。

　──受け入れるわ。

　その気持ちごと全部受け入れる。彼の魔力や位階、マリエルとの思い出までも全て。

　そう決意した瞬間、リシェルの体から全ての痛みが引いていった。ベルフェゴールに負おわされた傷があっという間に癒いえ、立ち上がれるまでに回復する。

「……さようなら、リュシフェル」

　リシェルは長椅子に座る骸骨にそっとふれた。すると傲慢の悪魔の亡骸は塵ちりと消え、やがて聖堂の中が漆黒の闇に包まれた。

「なんだ、この闇は……！」

　いつしか隣に立っていたテオドールが、リシェルの腰に手を回してきた。

「俺のうしろにいろ！　ここから先はもう悪魔世界だ。何が起こるかわからないぞ！」

　一筋の光も射さぬ真っ暗闇の中、彼はリシェルのことを守るように抱き寄せてくる。けれどその手は、小刻みに震えているようだった。

「殿下、無理をなさらないでください！」

「言っている意味がよくわからないが」

「でははっきり申し上げますわ。あなたは……暗闇が怖いのでしょう？」

　リシェルがそう口にした途端、テオドールの体がわずかながらも強張りを見せた。

「君は、なぜそれを……」

「さすがにわかりますわ。部屋に置かれた燭しよく台だいの数。その全てに灯ともされた火。昨夜だって自みずからランプをお持ちだったじゃないですか」

　ベルレアン侯爵の城から漏もれる灯あかりで、夜歩きは充分できる明るさだったというのに。

　何が理由なのか、どれほどの恐怖なのかは、リシェルにはわからない。けれど。

「怖いのなら下がっていてくださいませ。今度はわたくしがあなたを守りますわ！」

　しかしテオドールは、暗闇に怯えながらも、頑がんとして頷かなかった。

「見くびるな。俺はもう二度と同じ過あやまちを繰り返さないと決めたんだ……目の前でそう何度も悪魔に奪われてたまるか。君のことは絶対にこの手で守り抜いてやる！」

「殿下……！」

　その時だった。ベルフェゴールが大きな声で叫んだ。

「ちっ……来るぞ！　七柱会議が開かれる！」

　次の瞬間、聖堂の床に、七色に光る魔法陣が出現する。

　何!?　と、リシェルが目を瞬しばたたいているうちに、魔法陣の中に七つの椅い子すが現れた。それは精せい緻ちな彫ちよう刻こくがこれでもかと施ほどこされた、金色の大きな椅子だ。そしてそのうちの五つには、特徴的な外見をした大悪魔たちが座っていた。

　──知っているわ。文ぶん献けんで彼らの絵姿を見たことがあるもの。

「悪魔世界の最高組織、七つの大罪……!!」

　リシェルとテオドール、ベルフェゴールを取り囲むようにしているのは、七つの大罪の強ごう欲よく、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、色欲、暴食の大悪魔たちに違いなかった。

「久しいですね。七柱会議が開かれるのはおよそ二百年ぶりでしょうか」

　口火を切ったのは、おそらく嫉妬の悪魔レヴィアタンだ。美しい顔の三分の一は蛇のような鱗うろこ。水色の髪に絹製の帽子を被り、薄い眼鏡めがねを掛けている。

「くそが……つまらぬ理由で呼び出しやがって」

　腕を組み、こめかみをぴくぴくさせているのは、憤怒の悪魔サタン。銀色の無機質な肌をした彼の背中には、竜りゆうに似た四枚の翼が存在していた。

「呼び出す時は事前に教えてほしいわぁ。わたくし、奴ど隷れいと楽しんでいる最中だったのよ」

　そう言ったのは、色欲の悪魔アスモデだ。彼女の赤毛には鳥の羽のようなものが交じり、それが露あらわになった胸元をかろうじて隠している。

「ちょっとー、バカフェゴール。あんた何やってんのよ、バカのくせに」

　ベルフェゴールを忌いま々いましげに睨みつけているのは、暴食の悪魔ベルゼビュート。その姿は十歳くらいの少女で、頭からは蜂はちの触しよつ角かくのようなものが生えていた。

「違う！　この人間が傲慢の石を奪いやがって……それでこうなっただけで！」

　ベルフェゴールがあたふたし始めた。と、その時、沈黙を守っていた大悪魔が口を開く。

「──黙れ、怠惰の悪魔よ」

　途端に辺りが静まり返り、ベルフェゴールはがたがたと震え出した。

　それだけでわかった。この大悪魔こそが、おそらく七つの大罪の頂点に君くん臨りんする存在。強欲の悪魔、マンモンだ。

　美しい顔と金色の髪を持つ彼は、一見、天使のような容よう貌ぼうをしていた。しかしその唇からは、天使にはあるまじき細い牙がこぼれている。

　身にまとうのは純白の衣服だ。背中から生えるのは漆しつ黒こくの翼。絶対王という言葉がぴったりだろうか。その圧倒的な存在感に、リシェルは言葉を失っていた。
















「では二百年ぶりの七柱会議を始める。議題は新たな傲慢の悪魔の誕生について、だ」

　マンモンがそう言った直後、「俺は認めない！」と、憤怒の悪魔が声を上げた。

「人間ふぜいが七つの大罪だと？　アホか！　ありえないだろ！」

「あら、そう？　わたくしはどちらでもいいわぁ。それよりも早く帰りたいのだけれど」

　色欲の悪魔は退屈そうに、自分の赤毛をいじっている。

「あたしもべつにどっちでもいいけどー。でも位い階かいが第二位っていうのがねー」

「私は我らの王、マンモンさまに従いましょう」

　そう言ったのは嫉妬の悪魔だ。彼は左胸を手で押さえ、マンモンに向けて一礼する。

「レヴィアタンてめえ！　媚こびるのもいいかげんにしろ！　だったら俺だってそうする！」

「ちょっとー、サタンってばマジうるさい！　静かにしてよ！」

「ベルゼビュート、あなたもよ。それよりわたくし、もう帰りたいのだけれど……」

　嫉妬、憤怒、暴食、色欲の大悪魔たちは、まとまりなく騒さわぎ始めた。

　それらを抑えたのは、やはり強欲の悪魔マンモンだ。彼は再び「黙れ」と言い放つ。

「つまり貴様らはどうでもいいというわけだな？」

　絶対王の問いに、残りの大悪魔たちは無言で頷いた。

　さすが悪魔だ。基本的に彼らは、自身に関わること以外は興味がないらしい。これほど大きな議題にも、結局『どうでもいい』という判断を下してしまうのだから。

　──これは果たして現実なのかしら……。

　夢ゆめか現うつつか。よくわからなくなってきて、リシェルはドレスの胸元を握りしめた。

　目の前で繰り広げられる光景は、あまりに現実離れしていた。まるで悪夢の中での出来事のようで、とてもじゃないが冷静に眺めてはいられなかった。

「では余よが決める」

　やがてマンモンは、リシェルの紫色の瞳を静かに見つめてきた。

　その異質な雰囲気に、リシェルの魂が大いに怯える。ただ視線を向けられただけなのに、まるで鋭えい利りな刃やいばを首元に突きつけられている気分だ。

「──この娘を七つの大罪に迎え入れる。新たな傲慢の悪魔として」

　その瞬間リシェルは、自分という存在が、何か別のものに変わってしまったような気がした。驚いて、にわかに理解しがたくて、恐ろしくて──そして確かに高こう揚ようしたのだ。

「もとよりこの娘は、傲慢の悪魔リュシフェルに選ばれた存在。傲慢の悪魔の魔力は、この娘の体に流れる血に贈られたものだ」

　だからこそベルフェゴールは、先ほど、傲慢の石を手にすることができなかったらしい。傲慢の悪魔の魔力に弾かれ、拒絶されてしまったから。

「自ら生を終えた愚かな悪魔は、この娘の血と共にあることを願うだろう」

　──傲慢の悪魔リュシフェルが、わたくしを選んでいた。

　正しく言えば、リシェルの体内に流れる曾祖母、マリエルの血を選んでいた。

　結局、あの気高き石は、リシェルにしか手に入れることができない代しろ物ものだったのだ。

「新たな傲慢の悪魔よ。まずはそなたの使い魔となる存在を選べ」

　マンモンは早速、リシェルに命じてきた。

　使い魔。そういえば文献にも書いてあった。七つの大罪の大悪魔たちは、獅し子しや蛇へびや狼おおかみや──それぞれが選んだ使い魔を使し役えきしているのだとか。

「そなたが選んだ使い魔は、そなたの眷けん属ぞくとなり、そなたの手足となって働くことだろう」

　眷属となる。ということは、悪魔に準ずる存在になるということだろうか。

　だったらもうこれしかない。上う手まくいくかどうかはわからないけれど、可能性に賭かけてみるべきだわ、と、リシェルはその名を口にする。

「でしたら、ここにいる彼、テオドール・フィス・ド・モンドヴィルをわたくしの使い魔に指名しますわ」

　そう言い切った直後、隣に立っていたテオドールが「は!?」と、珍しく取り乱した。

「君はいったい何を……！」

　彼は困こん惑わくしたような顔をして、リシェルに詰め寄ってくる。しかしそのうちに、ハッとした様子で押し黙った。おそらくこちらの意図を理解してくれたのだろう。

「ではそなたの名と使い魔の名を、悪魔世界の史し書しよに記すとしよう」

　マンモンの前に突如、大きな石せき板ばんが現れた。どうやらそれが、『悪魔世界の史書』と呼ばれるものらしい。絶対王はその指を動かし、石板に二人の名前を書き入れていく。

「おめでとう、人間よ。これでそなたらは悪魔世界に正式に迎え入れられた」

　その時、リシェルの左腕にある悪魔の贄の印が、たちまち赤い光に包まれた。

「これは……！」

　慌てて首を巡めぐらせてみれば、テオドールの左手の甲にも、全く同じ現象が起きている。

　──消えるというの……？　あの忌いま々いましい贄の印が！

　確かな予感を胸に感じ、リシェルは口元を手で押さえた。そうしなければ感激に震えるこの身から、悲鳴にも似た声が漏れてしまいそうだったからだ。

　赤い光は熱を伴ともない、次第に強くなっていった。

　やがてそれは、一瞬だけ激しく輝いたのち、贄の印と共にすっと搔き消える。

「解放……されたのか？」

　テオドールは自分の手の甲を露あらわにし、半信半疑といった様子で首を捻ひねっていた。

「…………っ!!」

　感かん極きわまってしまったリシェルは、もはや声を出すことすらできなかった。

　食い入るように見つめてみるが、リシェルの左腕には、もうなんの印もない。破れた袖から覗のぞくのは、ただの白い肌だ。

　──消えた……！　わたくしの運命を変えてしまった、あの悪魔の贄の印が！

　リシェルは湧き上がる達成感に全身を満たされた。

　けれど今は、喜びに浸ひたっている場合ではない。リシェルの目の前にはまだ、七つの大罪の面々が鎮ちん座ざしているのだ。

　だがそんな状況の中でも、ホッと胸を撫で下ろしたことがある。

　いちかばちかだったけれど、テオドールを使い魔として指名することで、彼も悪魔の贄という立場から解放されるのではないか──その機転が見事に的中してくれたのだ。

「ではこれにて七柱会議を閉会する」

　マンモンはそう締めくくると、悪魔の史書たる石板をどこかへ消し去った。

「──っ！　お待ちくださいませ！　実は教えていただきたいことがあるのです！」

　やっと落ち着きを取り戻したリシェルは、マンモンに向けて声を上げる。

　このまま悪魔世界に帰られてはダメだ。彼らにはまだ聞きたいことがあるのだ。

「宝石に変えられた人間の魂を……それを元に戻す方法をご存知ありませんか!?」

　リシェルがそう問えば、隣に立つテオドールが驚いたように目を見開いた。彼は左胸につけた真っ赤な宝石──王太子アルノルフの魂を、ぐっと握り締めている。

「あらぁ、それができるのは、たしかその人間の魂を宝石に変えた悪魔だけよ？」

　そう答えたのは、赤毛をいじっていた色欲の悪魔だ。

「それは本当か!?　その悪魔になら確実に元に戻せるのか!?」

　気がはやってしかたないのだろう。テオドールがリシェルよりも一歩、前に出る。

　すると次に口を開いたのは、眼鏡をかけた嫉妬の悪魔だ。

「ええ。ですからあなたがお持ちの魂でしたら、今すぐにでも人間の体に戻せますよ？」

「……？　どういうことだ？」

「だってその魂を宝石に変えたのは、そこにいる怠惰の悪魔──ベルフェゴールですから」

「え……」

　今、嫉妬の悪魔はなんて言ったのかしら、と、リシェルは驚きよう愕がくに目を瞬またたいた。

「なん……だと？」

　意外すぎる言葉だったのだろう。テオドールも啞あ然ぜんとした顔をしている。

　──王太子殿下の魂を宝石に変えたのは、ベルフェゴールですって？

　先ほどベルフェゴールはこう言っていた。『そもそも俺様は、王子の贄の印にひかれて人間世界にやってきた』と。つまり偶然出会ったテオドールが、偶然にも傲慢の石を求める条件を持っていた。だからこそベルフェゴールは、テオドールのことを利用しようと思い立ったに違いない。リシェルはそう解かい釈しやくしていた。──それなのに。

「ベルフェゴール！　貴様……仕組んだな!?」

　気づけばテオドールの怒りが爆発していた。

「最初から俺に石探しをさせるつもりで、兄の魂を抜き取ったのか……!!」

　彼は床に転がったままの対悪魔用の剣を拾い上げ、その手にぐっと握りしめる。

「くくっ……はははっ！　残念！」

　一方のベルフェゴールは、腹を抱えて笑いだした。

「不正解だ、テオドール。俺様の当初の計画では、おまえの魂を宝石に変え、おまえの兄に傲慢の石探しをさせるつもりだった」

　人間世界で石探しをさせるなら、誰が適任か。そう思し案あんしたベルフェゴールは、この国で二番目に権力がある王太子を選択したらしい。

「だがあのバカが、おまえのことを庇かばった。だからこうなった。それだけのことだ！」

「貴様……！」

　テオドールの傷だらけの体が、小刻みに震え始めた。

「貴様のせいで……兄上が……！」

　彼の瞳に、口元に、全身に、とてつもない怒気がみなぎっている。

「覚悟しろ、ベルフェゴール！　何十回でも何百回でもその身を斬り刻んでやる！」

「ダメよ……！」

　テオドールを止めようと、リシェルは慌てて手をのばした。

　しかし彼は、すでに大きな一歩を踏み出していた。銀の刃を振り上げ、ベルフェゴールに斬りかかっていくその形ぎよう相そうは、彼こそが悪魔かと思うほどに恐ろしい。

「ははっ！　テオドール、やるなら喰ってやるぞ、人間ふぜいが……！　ちょうどいい。傲慢の石を横取りされて苛立っていたところだ！」

　ベルフェゴールはすぐに宙に浮き上がり、テオドールの攻撃をかわした。

「ふざけやがって……！　石を手に入れて強大な魔力を手にするはずだったのに！　あいつらを見返すくらいに強くなるはずだったのに……！」

　計画が頓とん挫ざし、よほど苛立っているのだろう。ベルフェゴールはなりふりかまわず叫びながら、鋭い爪を振り回し始める。

「ちくしょう！　俺様の存在を蔑ないがしろにしやがって……バカにしやがって！」

　その時、リシェルは数日前のルイの発言を思い出していた。

『身分が低くてさんざんバカにされてたけど……成長して、胸を張って帰れると思うんだ』

　たしかルイは、そう言っていた。どこかさみしげな表情で、そう口にしていたのだ。

　──ああ、そうか。怠惰の悪魔は七つの大罪の末まつ席せきだから。

　おそらく他の大悪魔に比べ、格段に力が弱いのだろう。それを変えたくて、ベルフェゴールは傲慢の石を望んだに違いない。

　傲慢の悪魔の位階は、絶対王マンモンに次ぐ第二席。その魔力を手に入れ、使いこなすことができれば、一気に他の大悪魔を出し抜くことができるからだ。

「絶対に認めないぞ！　人間ふぜいが俺様より上に就つくなんてことがあってたまるか！」

「いいから貴様はもう黙れ！」

　テオドールはひらりと体をひるがえし、ベルフェゴールの背後に回った。対悪魔用の剣を一いつ閃せん。大悪魔の体に、わずかながらも傷をつける。

「あらぁ、これは面白い余よ興きようね。どうしようもなくぞくぞくするわぁ」

「そこだ！　やれ！　このアホが……！」

「なかなかいい攻撃ですね。ですがあの人間の命はいつまで持つのか……賭けますか？」

　この争いですら、彼らには遊びの対象らしい。残りの大悪魔たちは、きゃっきゃと騒ぎながら観戦している。あげくの果てには賭けまで始めてしまう始末だ。

「ダメよ……！　殿下、おやめください！」

　リシェルはどうにかテオドールを止めようとした。

　いくら悪魔世界の史書に名を記したとはいえ、テオドールはただの人間なのだ。事実、彼の体からはただならぬ量の血が流れ出している。

「殿下！　一度、落ち着いてくださいませ！　それに殿下には……！」

　──他にするべきことがあるでしょうに！

　そう思った瞬間、リシェルの体が勝手に動いていた。

　護り刀を右手に握り、怯むことなく歩いていく。激げき闘とうする二人の元へ。

「──やめなさい！」

　二人の間に割って入ったリシェルは、護り刀でベルフェゴールの爪を受け止めた。

「殿下！　今は怒るよりも目的を果たすことが先ではないのですか！」

　さらに自分の左肩で、テオドールが振り下ろした長剣を止める。すんでのところで彼がひいてくれたようだったが、それでも刃はリシェルの皮膚をわずかに切り裂いた。

「君は……なんてことを！」

「くっ……！」

　リシェルは痛みに顔を引ひき攣つらせた。けれどここまでしなければ、おそらくテオドールは落ち着きを取り戻してくれなかったはずだ。

「何を考えているんだ！　いきなり飛び込んできて、死ぬ気か!?」

「殿下。それよりも今、殿下がしなければいけないことはなんですか！」

　リシェルが真しん摯しな眼差しで問えば、テオドールはハッとしたように息をのんだ。

「いや、それは……わかっている。……兄の魂を元に戻すことだ」

　やっと冷静になってくれたのだろう。彼はいつしか、いつもの無表情に戻っている。

「だがこれはやりすぎだ。俺に君を殺させたいのか？」

　テオドールはすぐさま剣をしまい、血に濡れるリシェルの肩を摑んだ。自らのシャツを力任せに引きちぎり、リシェルの傷口に巻きつけ始める。

「ですが、殿下はきちんと剣を止めてくださいましたわ」

「少し切れただろうが」

「このくらい、今さらどうということもありません」

　焼けつくような痛みを押し隠して、リシェルはにこりと微笑んでみせた。

　──さて、ここからもう一勝負ね。

「ベルフェゴール……命令よ。王太子殿下の魂を今すぐ元に戻しなさい」

　リシェルはベルフェゴールに対し、あえて尊そん大だいな態度に出た。手に入れたばかりの傲慢の悪魔の地位を、最大限に利用してやろうと考えたのだ。

　しかしベルフェゴールは、「はっ！」と、小馬鹿にするように鼻で笑った。

「ふざけるなよ、人間が！　どうしておまえごときに命じられなければならない！」

「簡単よ。わたくしが傲慢の悪魔で、あなたよりも地位が上だからだわ」

「魔力の使い方を知らないおまえを、どうやって恐れろと？」

　ベルフェゴールは自らの魔力を短剣のような形に変えると、またしてもリシェルに向けて放ち始める。

　しかしリシェルは恐れなかった。自分は守られているから大丈夫。自然とそう思えた。

　──今すぐわたくしを……愛しいマリエルの血を守りなさい……！

　そう願った瞬間、リシェルの足そつ下かに、魔法陣のような模様が浮かび上がった。

　そこから紫色の光が生まれ、小さな結界を作り上げる。ベルフェゴールの魔力の凶きよう刃じんから、リシェルの身を完全に守ってくれる。

「……悪いわね、ベルフェゴール。魔力の使い方はまだわからないけれど、あなたの攻撃からはちゃんと守ってくれるみたいなの」

　そう。先代の傲慢の悪魔、リュシフェルの魔力が。

「くそっ……ふざけるな！　誰が従うものか！」

　ベルフェゴールはリシェルに向けて、次々と攻撃を繰り出してきた。しかしどれほどの魔力をぶつけられようとも、リシェルの体に傷一つつくことはなかった。

「絶対に戻すものか！　それどころか今すぐにでも喰ってやる！　そうすれば──」

「いいかげんにしなさい！　ここであなたと遊んでいる暇はないの！」

　そろそろ苛立ってきたリシェルは、ベルフェゴールのことを一喝した。

「あなたには充分に傷つけられたわ。もう、一秒だってその顔を見ていたくないのよ」

「うるさい……！　うるさい！」

「王太子殿下の魂を元に戻しなさい。そしてさっさと消えなさい。今すぐに！」

　リシェルは毅然とした態度でそう命じた。

「──怠惰の悪魔よ、おまえの負けだ」

　突如口をはさんできたのは、絶対王マンモンだ。

　続いて嫉妬の悪魔が、「やれやれ」とでも言いたげに首を竦すくめる。

「だから君はなめられるのですよ。それではただの子供の悪戯いたずらにすぎません」

「ちっ……！」

　上位の者に諭さとされ、さすがに観念したのだろう。ベルフェゴールは盛大な舌打ちをすると、テオドールの左胸に向けて手をかざした。

　すると次の瞬間、ルビー色の宝石が、どくんっと心臓のように脈打った。それは形を失い、真っ赤な光に変わり、たちまち矢のような速度で聖堂から飛び出していく。

「これでいいんだろ？　どいつもこいつも……バカばっかりだ！」

　王太子の魂は、王都クレエロワの方角へと消えていった。早速その体に戻るつもりなのだろう。あっという間の出来事に、リシェルもテオドールもつい啞あ然ぜんとしてしまった。

「ではこれにて七柱会議を閉会する」

　絶対王マンモンが、再びそう締めくくった。

　その拍子に周囲の闇が薄まり始め、代わりに人間世界の景け色しきが戻ってこようとしている。

「終わりですか。次に皆さまに会えるのは、いったい何百年後になるでしょうね」

「はっ！　くそが！　貴様らのしけた面つらなどしばらく見たくはないな！」

「会議はできるだけ少なくしてちょうだいね。わたくし、奴隷と遊ぶので忙しいのよぉ」

「あったしもー。面倒だからなるべく出たくなーい」

　大悪魔たちは好き勝手な発言をしながら、次々とその姿を消していった。

「──新たな傲慢の悪魔よ。またそのうち相あい見まみえることとなろう」

　最後まで残っていたマンモンが、リシェルに向けてそう囁いてくる。そして彼が去った瞬間、闇の残像がパッと搔き消え、辺りが一気に明るくなった。

　リシェルの目に映るのは、血に濡れた聖堂の壁、天井、床、長椅子──しかしそのどこにも、もう魔法陣らしきものは存在していない。

　辺りに漂うのは血の臭いだ。聖堂の出入り口から吹き込んでくる風が、そっと頰を撫でる。冷え込んだ冬の空気が、リシェルの意識を正気に戻していく。

　リシェルは自分の体をぎゅっと抱きしめた。

　リシェルとテオドールは今、やっと完全なる人間世界へと戻ってきたのだ。
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　──終わったの……？

　リシェルは聖堂の内部をぐるりと見回して、紫むらさき色いろの目を何度も瞬まばたいた。

　──これで悪魔の贄にえという運命からも解放された……？

　本当に？　と、ぼんやり考えながら、血けつ痕こんが残る床に力なく座り込む。

　満まん身しん創そう痍いの体。あちこち破れた黒いドレス。そこから覗くのは自分の左腕だ。

　しかしそこにはもう、悪魔の贄であることを示す印は存在していなかった。

「本当に解放されたのね……？　悪魔の呪いから……」

　夢じゃない。もう絶対に間違いない。そう確信して、リシェルはほうっと息を吐ついた。

　これでいよいよ自由になれる。七つの大罪に名を連つらねてしまう結果となったけれど、もう下級悪魔の襲来に怯おびえる日々を過ごさなくていいのだ。

「終わった……！　終わったわ！」

　リシェルは安あん堵どに震える声で呟つぶやいた。そして自分の体を、よりいっそう強く抱きしめる。

　すると同じく満身創痍のテオドールが、リシェルの前でいきなり膝ひざを曲げた。

「君は……！　いったい何を考えているんだ！」

　彼は怒ったような顔をして、リシェルの頰ほおを両手で挟んできた。

「いきなり何をされるのですか……！」

　至近距離で見つめられて、リシェルはついどぎまぎしてしまう。

　血に濡ぬれた彼の顔は、汚れていてもハッとするほど美しい。その赤あか茶ちや色いろの鋭い眼まな差ざしに、心臓ごと射い貫ぬかれてしまいそうな気分だ。

「どうしてあんな危ない真似をした。この猫ねこはバカなのか？　いくら俺を止めるためとはいえ、一歩間違えれば君は死んでいたぞ」

「まだその話をするおつもりですの？」

　その件はもう済んだことだと思っていたが、どうやら彼はまだ怒り足りなかったらしい。

「当たり前だ。それだけの行為を君はした」

　その顔には珍しく、怒りの感情がわかりやすく浮かべられている。

「ですが、ああしなければ殿でん下かはわたくしの話を聞いてくださいませんでしたわ」

　だから勝手に体が動いた。ただそれだけの話なのだが。

「確かに俺は冷静さを欠いていた。あのまま戦い続けていたら……俺はいずれベルフェゴールに喰くわれてしまっていただろう」

　テオドールはリシェルの頰を両手で包んだまま、ふうっと長い息を吐き出した。

「だから君には感謝している。命を懸かけて俺を救ってくれたこと、礼を言う。ありがとう」

「え……」

　ありがとう。いきなりそんなことを言われて、リシェルは戸惑った。自分は今さっきまで怒られていたのではなかったのか？　わけがわからなくて、つい首を捻ひねってしまう。

「その上で君に問う。──君は昨夜、俺が言ったことを覚えているか？」

「……？　殿下がおっしゃっていたこと、ですか？」

「昨夜、ベルレアン侯こう爵しやくの屋敷の庭で、君が一人で泣いていた時だ」

「べつに泣いてはいませんでしたけど……！」

　そう否定しながらも、リシェルは昨夜の記憶を脳のう裏りにたぐり寄せていた。

　そう、昨夜──リシェルが一人で泣いていると、そこにテオドールが現れたのだ。そして彼は、リシェルの元婚約者であるクロードのことを『くだらない』と言い放った。

「もちろん覚えていますわ。殿下があの方のこと、『くだらない』っておっしゃったこと」

　思い出すだけでもやはり腹が立つ。テオドールの言い分もわかるけれど、かつての恋人をけなされるのは、断じていい気はしなかった。

「……ちょっと待て。それだけか？」

　どうしてだろうか。テオドールが眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んだ。

「その後に俺が言ったことも、もちろん覚えているだろう？」

「ええ。その後も殿下は何度も『くだらない』と言い続けていましたわね」

　撤てつ回かいしてください。リシェルはテオドールに向け、あらためてそう願う。

　すると彼は、うんざりしたような顔をして、眉間を揉もみ始めた。

「……この猫ねこは、お子様な上に相当鈍にぶいらしい」

「失礼な！　どういう意味ですの」

「いや、いい。面倒だから後にする。……が、攻せめがいがありそうだ」

　彼は溜ため息いき交まじりにそう呟つぶやきながら、すっくと立ち上がった。

　──そのあとに殿下がおっしゃったこと？　それって……だって。

『命を懸けて守ってくれた君のことを、一いつ生しよう涯がい愛し抜く。絶対に』

　俺だったら、という譬たとえ話の中で、テオドールはそう言っていた。そして先ほどはこうも言ったのだ。『命を懸けて俺を救ってくれたこと、礼を言う。ありがとう』と。

　──でも、まさか。

　そんなことはありえないわ、と、リシェルは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。そしてテオドールのあとを追うように立ち上がり、聖堂の出入り口へと歩いていく。

「……本当に終わったんだな」

「ええ。結界もすっかり消えましたし……」

　リシェルとテオドールは、揃そろって外に出た。

　眼下に広がる虚きよ無むの街まち。けれどそれを覆う結界はもはやない。リシェルの瞳には、街の向こうに広がる黄おう褐かつ色しよくの荒野までもがはっきりと映っている。

「何か変わりはないのか？　あの石を手に入れて……」

　そう問いかけられて、リシェルは自分の体のあちこちを見回した。

「ええ、特に変わりはありませんけど……」

　こうしている今は、自分の身に魔力が宿ったことさえも、信じられないくらいだった。

「なるほど。魔力の使い方を知らなければ、表向きはただの人間と変わらないのか」

「殿下はどうですの？　一応、傲ごう慢まんの悪魔の眷けん属ぞくというものになってしまいましたけれど」

「いや、俺こそ何も変わらない。魔力を手に入れたわけでもないしな」

　テオドールはかつて贄の印があった箇か所しよを、じっと見つめている。

「兄の魂はその体に戻り、俺たちの悪魔の贄の印は消えた。……だが、今まで以上の業ごうを背負ってしまう結果となったな」

「ですが想定内ですわ。……殿下のことは巻き込んでしまいましたけれど」

「あの時の俺たちにとっては、これが最善の策だった」

　最善の策。テオドールにそう言われた瞬間、心にのしかかっていた重石おもしのようなものが消えた気がした。本当にこれでよかったのだろうか？　他の策はただの一つもなかったのか？　実は心の奥底で、迷い続けるもう一人の自分がいたのだ。

　──けれど、もう迷わないわ。

　悔くやんだところで過去を変えることはできないのだ。あとはただ、よりいっそう明るい未来を目指して前進し続けるしかない。

「わたくしは、傲慢の悪魔として生きていきます」

　リシェルはそう宣言した。そうすることで、気持ちがすっきり晴れたような気がした。

「悪魔でありながら、悪魔を狩る存在になろうと思いますわ」

　リシェルはもう、下級悪魔に襲われることはない。けれど不測の事態が起きた時には、きっと今まで以上に困難な状況に陥おちいることになるだろう。──だからそれまでは。

「この立場を利用して、悪魔に苦しめられる人々の力になろうと思います」

　ラグランジュ家の人間が──自分の曾そう祖そ母ぼが犯おかした罪を、少しでも贖あがなうために。

「わたくしはこの運命を受け入れますわ。そしてひいおばあさまの罪を償い終えたと感じられた時には……」

　リシェルはいつだって死ぬことができるのだ。自分が望んだその時に、間違いなく。

　その時がいつ訪れるのかはわからない。けれどそれまでリシェルは、顔を上げ、前を見て歩き続けていくことだろう。人間であり、悪魔でもある存在として。

「……ならば俺は、君をただの人間に戻す方法を探そう」

「え……」

　テオドールがいきなりそう言い出したので、リシェルは驚おどろいた。

「俺と兄を救ってくれた君のために、必ずその方法を見つけ出してみせよう」

　彼は眼下に広がる光景を眺ながめながら、納得したように一人で頷いている。

「殿下、それは……」

「俺はすぐに王都に戻る。今頃はもう、兄も目を覚ましているだろうからな」

　テオドールは急にこちらに向き直ると、リシェルに握手を求めてきた。

「あ……わたくしはこのまま家に戻りますわ。王宮にはもう用事がありませんから」

　リシェルはおずおずと手を差し出し、テオドールの右手をそっと握る。

　その刹那、冷え込んだ冬の風が、大階段の下の方から吹き上げてきた。

　ふわりと舞い上がるリシェルの長い髪。テオドールのぼろぼろのジャケット、彼の近この衛え剣けん士し団だんのマント。そして辺りにかすかに残る血の臭においが、二人の間を駆かけ抜ぬけていく。

「……少々、名残なごり惜おしいな」

　テオドールはもう一方の手を持ち上げたかと思うと、リシェルの頰にそっとふれてきた。

「ええ……そうですわね」

　リシェルはその手に頰を寄せ、自然と瞼まぶたを閉じた。まるで飼い主に撫なでられている猫になったような気分だった。
















　名残惜しいのは、この地を離れることか、ここで別れることか、それとも握ったこの手を離さなければいけないことか──。よくわからなくて戸と惑まどっていると、折よく「リシェルさまー！」と、自分の名を呼ぶ声が聞こえてきた。

　声の主はアランだ。馬に跨またがった彼は、街の東側からこちらに向かってきていた。そしてその背後には、テオドールの部下たちの姿も見える。

「それぞれ迎えが来たな」

　テオドールはリシェルの手を強く握り、こちらをまっすぐ見つめてきた。

「……では息そく災さいで」

「ええ……殿下も、どうかお元気で」

　リシェルがそう答えるなり、彼は踵を返して大階段を下り始める。

　颯爽と去っていくその姿は、一見、いつもの彼と変わらないように思えた。けれど共に戦ったリシェルにはわかる。兄を取り戻した今、彼の後ろ姿は喜びに満ちていた。

　──さようなら、テオドール殿下。

　リシェルは心の中であらためて呟いた。

　もしかするともう、彼に会うことはないのかもしれない。彼の兄が目を覚ましたなら、彼は第三王子として近衛剣士団に戻り、忙いそがしい毎日を送るはずだ。

　──傲慢の悪魔とその使い魔という関係になってしまったけれど。

　彼が生きているうちにそれを認識することは、おそらくないだろう。事実、七ななつの大だい罪ざいの七柱会議は数百年に一度しか開かれていないようだった。

「────っ！　ああ、そうだ」

　何かを思い出したのか、大階段の中ほどでテオドールが足を止めた。彼はこちらを振り返り、リシェルを見上げるようにしてくる。

「例のゲームだが、きちんと敗北宣言をしておこう。今回は完全に君の勝ちだ」

　例のゲーム。つまり傲慢の石探しのことだ。

「そうですわね。あっさり勝ってしまって、殿下には申し訳ありませんけど」

　素直に嬉しくて、リシェルは口元を綻ほころばせる。

「そういえば、君が勝った場合のことは考えていなかったな」

　確かに彼の言うとおりだ。リシェルが求めたのは、護り刀を対価としてゲームを開催してもらうこと。勝利に伴ともなう賞品などは元々設定していなかったのだ。

「ではあとで賞品を届けさせよう」

　テオドールはリシェルからの返事も待たずに、再び大階段を下りていった。

　その後ろ姿は、やはりとても嬉しそうだと、リシェルには感じられたのだ。
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　虚きよ無むの街でテオドールと別れてから、およそ十日後。

「ふぅ……それにしても平和なことね」

　リシェルはラグランジュ侯爵家の自室で、ほうっと息を吐ついていた。

　ソファに座ったリシェルの手には、白はく磁じのカップに注そそがれた薔ば薇ら茶ちやが。それに何度か口をつけ、再びふうっと溜ため息いきを吐く。

「……なんだか夢を見ていたみたい」

　あの後、ラグランジュ家に戻ったリシェルは、即刻、離はなれ家やを出た。本館のかつて自分が暮らしていた部屋に戻り、悪魔の贄にえとなる前の生活を再開させたのだ。

　時折リシェルの元を訪れるようになった家族、リシェルの側そばに戻ってきた侍女、リシェルを見ても逃げなくなった使用人サーバントたち──。

　世間ではまだ、リシェルのことを『悪魔の花嫁』と噂うわさしていることだろう。けれどラグランジュ家の中では、リシェルはもはや『悪魔の花嫁』ではない。

「けれど、これにはまいったわね」

　紅茶を飲み終えたリシェルは、うんざり顔で呟いた。

　目の前にあるテーブルに、山のような書類が置かれていたからだ。

　それらは全てリシェルの婚約者候補の身しん上じよう書しよだった。娘の呪いが解けたことを知った父が、すぐにでも縁談を組もうと躍やつ起きになっているらしい。

「ほんっとうに調子のいいお父さまだわ」

　リシェルが傲ごう慢まんの悪魔の位くらいに就ついたことは、もちろん父には明かしていない。

　いっそのこと明かしてしまえば縁談なんて考えなくなるのではないかと、リシェルはつい口にしてしまいたくなる。

　──とはいっても、確実に大騒ぎするでしょうから言えないけれど。

　風の噂によれば、王太子アルノルフは遊学先の東国から帰国。そして第三王子テオドールは自分の側近を呼び戻し、近この衛え剣けん士し団だんに復帰したらしい。

　その話を聞いた時、リシェルの心の中は喜びで満たされた。これで本当に全てが上う手まくいったのだと、ほっと安あん堵どしたのだ。

　──あとはわたくし自身のことだけね。

　悪魔に苦しめられる人々を救い、曾そう祖そ母ぼの罪を贖あがなう──そう心に決めたリシェルだったが、これから先、自分が何をすればいいのか、具体的な未来像は見えていない。

　そしてそれを考える時、リシェルの耳の奥で、強ごう欲よくの悪魔マンモンの声が響くのだ。

『──新たな傲慢の悪魔よ。またそのうち相あい見まみえることとなろう』

　あれはいったいどういう意味だったのだろう？

「リシェルさま、アランです。お手紙が届いています」

　その時、部屋の扉が叩かれ、すぐにアランが現れた。

　リシェルの元に侍女が戻ってきた今も、彼は側にいてくれている。リシェルの周りで唯ゆい一いつ、真実を知る者だ。

「手紙？　どなたから？」

「テオドール殿でん下かからです」

　その瞬間、リシェルはアランの手から、横長の白い封筒を奪い取っていた。

　──あとで賞品を届けさせようって、殿下は別れ際に言ってらしたけれど。

　この手紙がそうなのだろうか？　リシェルは胸を高鳴らせながら文面に目を通す。




『親愛なるリシェル・ド・ラグランジュ殿どの。

　このたび、王おう立りつ近この衛む剣けん士し団だんの一班として、悪魔対策班──通称『悪魔の終焉フアン・ドウ・デイアブル』を設立することとなりました。そこで貴き殿でんのお力をお借りしたく、王宮へ招しよう聘へいいたします。

王立近衛剣士団『悪魔の終焉フアン・ドウ・デイアブル』班長　テオドール・フィス・ド・モンドヴィル

※ゲームの賞品はその時にでも』




「……これはいったいどういうことかしら？」

　んん？　と、リシェルは首を捻ひねった。

「つまり、さっさと王宮に来いということではないですか？」

　いろいろなものを省略して、アランはそう直訳する。

　悪魔対策班、悪魔の終焉フアン・ドウ・デイアブル──それがどういうものかはまだわからない。けれど悪魔に苦しむ人々を助けたいと考えているリシェルには、願ってもない話のような気もする。

　リシェルは深く息を吸い込んだ。そしてソファから、すっくと立ち上がる。

「アラン……この身上書を、今すぐお父さまに叩き返してきてくれるかしら」

「ということは、行くのですね？」

　この手紙の余白に、自分の新しい未来を好きに描えがいていいような気がした。そしてこれこそが彼がくれた賞品だと、リシェルには思えたのだ。

「望むところよ。来いと言うのなら行かせていただくわ」

　顔を上げたリシェルの瞳は、希望にきらきらと輝いていた。





◆ＥＮＤ◆
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　はじめまして、もしくはおひさしぶりです。秋あき月づき志し緒おです。

　悪魔の花嫁と七ななつの大たい罪ざい。お手にとってくださいまして、ありがとうございます。

　こうしてお会いすることができて、本当に嬉うれしいです。




　自分の未来は自分で切り拓く！

　主人公であるリシェルの、そのような意志が主題となった新作です。

　前作までとは、また少し違った雰ふん囲い気きのお話を目指しました。実は私の作品では初、主人公たちの身分が普通に高いです。

　リシェルとテオドール。厭いや味みの応おう酬しゆうばかりしている二人ですが、読者の皆様にも気に入っていただけると嬉しいです。




　ここからはお礼の言葉を。今回もたくさんのお力添えをいただきました。

　イラストを担当してくださったサマミヤアカザ先生。今作のイラストは、ぜひ先生に描いていただきたいと願っておりました。想像の何百倍も美しい絵を描いてくださいまして、本当にありがとうございます。

　担当様。言葉では言い表せないほどお世話になりました。この物語が無事に形になったのは、間違いなく担当様のおかげです。ありがとうございますと共に、これからもよろしくお願いいたします。

　編集部の皆様、校正様やデザイナー様など、全ての関係者の皆様へ、心からの感謝を。

　支えてくれる家族や励ましてくれる人たち。特に私のことをいつでも気遣ってくれる姉へ、あらためてありがとう。




　そして最後に、読者の皆様へ。

　ここまでお付き合いいただきまして、本当にありがとうございます。

　数ある物語の中からこの作品を選び、読んでくださったこと、深く感謝しています。

　どうか少しでも楽しんでいただけますように。そう祈いのるばかりです。

　もしよろしければ感想などお聞かせください。

　またお会いできる日が訪れることを願っています。





秋月志緒










著者

秋月志緒

Shio Akizuki




10月16日生まれ・Ｏ型・茨城県在住。

新作です。

今までの作品とは、また違った雰囲気の物語を目指しました。

どうか楽しんで頂けますように！










イラスト

サマミヤアカザ

Akaza Samamiya




11月７日生まれ・さそり座・Ｂ型。

素敵な物語に携わらせていただきありがとうございました。

黒いドレスで悪魔に立ち向かうリシェルがかっこよくて大好きです。
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